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「も、だめっ……一回、休ませてくださっ……」

　白いシーツに覆われたベッドの上。真裸で四つん這いをした私が懇願した。

　達した直後の身体には力が入りづらく、脚がぷるぷると震え、上半身は倒れ込むようにシーツに突っ伏している状態。逆に言えば、お尻だけを突き出している形だ。

「まだ始まったばかりだよ、あやめ。音を上げるのは早くない？」

　ベッドの上で膝立ちになっている圭けい佐すけさんが、私の上体を優しく抱き起こした。ソフトな声音で諭すようにそう言い、私の鎖骨までの髪を梳くように撫でる。

「そうだね。まだ私たちは、あやめの膣な内かにも挿入ってないんだから」

　背後から、私のしとどに濡れた秘裂を指先で撫でる佑たすくさんが、胸に響く甘い低音で同調する。ふたりも私と同様に、何も身に着けていない。

「で、でもっ……」

　身体を繋げてこそいないものの、私の下肢は、佑さんの手に握られたシリコン製の緩やかな曲線を描く物体に何度も貫かれている。それによって絶頂に誘われたのも、一度や二度では済まない。

　いわゆる大人のおもちゃというものは、使用する人が確実にエクスタシーを感じることができるように、諸々の工夫がされている。その企業努力の結果、私はこうして飽きもせず繰り返し気をやってしまっているというわけだ。

「レポートはここまでにしよう。ここからは、恋人同士の時間。……あやめのいやらしい顔見てたら、こんなになっちゃったんだ。責任取ってくれる？」

「あ……」

　圭佐さんはそう言って、自身の下腹部を示した。存在を誇示するように上を向き、先端部分の皮膚を艶やかに光らせるそれは、彼の可愛らしい顔立ちに似合わずとても逞しい。

「ふ、むっ……」

　ほとんど条件反射で、彼の剛直を口に含んだ。恥毛のある根元の辺りに手を添え、軽く上に向かって扱き始める。

「こっちも──本物、挿れてあげますね」

「っ～～～!!」　

　佑さんは私の腰を抱えると、入り口に自身の熱棒を宛がい、体重を乗せるようにして押し込んでくる。膣内の敏感な場所を擦る動きに、声にならない悲鳴を上げた。

「──く……いっぱい溢れてるから、すぐに挿入りましたね……」

　──まだ、動かないでっ……！

「んーっ！　んっ……」

　言葉にしたいけれど、圭佐さんの高ぶりに口を塞がれていて叶わない。けれど、ニュアンスは伝わったようで佑さんが喉奥を鳴らして笑った。

「『まだやめて』ってところですかね。……早く動いてほしくて、腰を揺らしてるくせに？」

「っ……！」

「ね、こっちにも集中して……あやめの可愛い舌で、僕のを感じさせて。あとでたくさん、あやめをイかせてあげられるように」

　無意識に欲しがってしまっていることを指摘されて、堪らなく恥ずかしい。言葉に詰まっていると、圭佐さんが乱れた私の前髪を整えるように手櫛で梳かしてくれながら、扇情的に囁いてくる。

　転職して三ヶ月。まさか私に素敵な彼氏がふたりもできるだなんて思わなかった。佑さんと圭佐さん。どちらも私の大切な恋人。

　もちろん、男女のお付き合いというのは一対一が基本であるのは理解しているし、そうではない現状が異常であるのも否定はしない。私自身も、まだ戸惑っているほど。こんな特殊な状況に陥り、自分自身が一番驚いている。

「んん──、ぁ、むぅっ……むぐっ……！」

　佑さんの律動に腰をくねらせながら、口のなかを出たり入ったりする圭佐さんの怒張を懸命に愛撫する。

　いったいどうして、こんなことになってしまったのか──私は頭の片隅で、すべての始まりである五ヶ月前の日々を思い出した。






第一章　『大人をターゲットにしたおもちゃ』って？








　今から五ヶ月ほど前、私は勤めていた会社を辞めた。誰もがその名を知る某おもちゃメーカーに入社して六年目の初夏だった。

　大学時代から抱いていた「お客様に『ワクワク感』を届けられる仕事に就きたい」との夢を一番いい形で叶えることができたと思っていたのだけれど、現実はおもちゃで遊ぶときのように楽しいことばかりではなかった。

　零時過ぎまでの残業は日常茶飯事。うっかり終電を逃してタクシーで帰宅することも珍しくなく、睡眠時間は四時間前後。常に疲労困憊だった。

　体力的にキツいぶんには、まだ耐えられた。問題は精神的な負担だ。

　私が所属していた企画部では、社内コンペのたびにギスギスした空気が流れ、とても雰囲気が悪かった。みんな、自分の考えた企画を通そうと必死だから真剣になるのは当たり前なのだけど、その真剣さゆえにオフィスでは普段も居心地の悪い空気を引きずっていた。表面上では笑顔で会話を交わしているけれど、腹の探り合いをしているような。そんな、一瞬たりとも気が休まらない環境。

　それでも憧れの職場だったからどうにかやってこられたけれど、入社六年目の五月、満を持して社内コンペに応募しようとした企画案を、信頼していた同期に盗られたことで、心の糸がぷつりと切れた。

　──これから先も、こんな苦しい思いをしながら働き続けなければいけないの？

　──このままじゃ心も身体もおかしくなってしまう。そうなる前に、辞めよう。

　決意してから実際に退職するまで一ヶ月半。その間、親や友人に「もったいない」とか「考え直したら？」と意見されたけれど、私の考えは覆らなかった。私自身、この生活が長くは保たないことを予感していたのだと思う。だからこそ、辞めると決断してからは、後ろ髪を引かれる思いはあったものの、心の真ん中にあった重石が取れたかのようにスッキリした気持ちになった。

　

　かくして前職を辞めて二ヶ月、お盆の時期を過ぎたころ。精神的にも肉体的にも十分な休養を得てリフレッシュした私は、そろそろ新しい仕事を始めようと求人サイトをチェックしていた。

　そこで目に留まったのが『ＧＡＴ株式会社』の求人。「女性活躍！」、「ほぼ残業なし！　無理のない勤務！」という魅力的な文字が躍る募集記事を読み進めていくと、募集職種欄に「大人をターゲットにしたおもちゃの企画等」との表記を見つけ、ぐっと心を惹きつけられた。

　──これだ。私は、こういう求人を求めていたんだ。

　新しい職場を探すにあたり、私は自身にふたつの条件を課していた。

　ひとつは、以前よりも寛大な職場環境であること。さすがにオフィスの雰囲気や人間関係は実際に肌で感じてみないことにはわからないだろうから、それ以外の部分──たとえば、平均残業時間や年間休日数などに無理がないかをチェックすることにした。そうでなければ、前職のようにいずれ辞めなければいけなくなるからだ。

　もうひとつは、私が人生においてもっとも大切にしている『ワクワク感』を抱ける仕事かどうか、ということ。募集記事によると『大人をターゲットにしたおもちゃの企画』とあるから、以前と似たような玩具に関する業務内容ではないだろうか。

　最近は、二、三十代以降の大人たちが幼少期に見ていたアニメの関連グッズやおもちゃが流行ってよく売れたので、そういうものをメインに開発するという話なのだろう。経験者となれば採用してもらいやすいだろうし、意欲が高まる。

　この会社の募集は、そのふたつの条件をクリアしている。給与面も申し分ないし、これに応募しない手はない。私はざっとページ全体に目を通したあと、迷わず応募ボタンを押した。

　再就職に向け動き出してまだ数日なのに、まさかこんなに早く、理想的な会社と巡り合えるとは思っていなかった。そう、これはまさに巡り合わせというやつだ──と、運命めいたものを感じる。

　ただ、『ＧＡＴ株式会社』という社名に聞き覚えがないことだけが少し気になる。同業他社であれば、知っていてもおかしくないのだけど……比較的新しい会社なのだろうか。

　すぐに『ＧＡＴ株式会社』がどういった商品を展開しているのかネットで調べてみたけれど、検索では引っかからず、見つけることができなかったのが、不安と言えば不安だ。

　……ううん。新興の、規模の小さな会社であっても構わない。私にとっては、ワクワク感を伴う仕事で、かつ自分自身が無理せず楽しく頑張ることのできる職場であることのほうがずっと重要なのだ。

　無事に書類選考が通り、面接の日程が決まった。その面接で、私は予想もしなかったとんでもない事実を知るのと同時に、私の運命を大きく変える出会いを果たすことになるのだった。





◆◇◆






「こちらでお待ちください」

「あ、ありがとうございます」

　私より少し年上と思しき女性社員に案内されたのは、オフィスのなかの会議室のような場所。そう思ったのは、室内に四人掛けの円卓と、ホワイトボードが設置されていたから。それ以外には、壁にシンプルな丸い時計がかかっているだけだ。　

　私は円卓の椅子のひとつを引くと、抱えていたトートバッグを背凭れに置いてそこに座った。

　久しぶりに袖を通したセットアップのパンツスーツは、ややウエストがキツく感じる。一日三食、規則的に食べる時間的ゆとりがあるせいか、ほんの少し太ったのかもしれない。

　それにしても、想像よりもずっと雰囲気がよさそうな会社だ。エントランスはビタミンカラーを基調にした明るい雰囲気で纏められていて、今っぽい、オシャレな感じがした。　

　普通、おもちゃ会社であれば目に付くところに自社製品を飾るのがほとんどだけど、そういう類のものは見つけられなかった。この部屋もまた然り。

　……あえて、なんだろうか。それとも本当に出来立てで、展示するものがまったくないとか？

　不思議に思っていると、さきほど私が潜った扉が開いたので、そちらに視線を向ける。

　──思わず見惚れてしまった。だって、現れたのは想定外のイケメンさんだったから。

　やや面長な輪郭に、形のいい男性的な眉と一重で鋭い眼光の目。高い鼻。三日月の形をした薄い唇。黒々とした短髪はシンプルだけど清潔感を感じさせるヘアスタイルだ。シルエットをなぞる限り身長は男性の平均よりもずっと高めで、スーツの上からでも胸板や腕周りががっしりしているだろうことを推測できる。何か継続的にスポーツでも嗜んでいそうな体型だと思った。

「来く栖るすあやめさんですか？」

「……っ、は、はいっ」

　自分の名前を呼ぶ落ち着いた低音が、やけにセクシーに響いた気がした。

　立ち上がったあと、声を上ずらせながら返事をする私を見て、イケメンさんは小さく笑いをこぼした。片手にタブレット端末を抱えている彼は、その画面に視線を落としつつ、私のちょうど真向かいにそれを置いた。

　そして、胸ポケットから使い込んだ革製の名刺入れを取り出すと、そのなかの一枚を私に差し出す。

「社長の御み子こ柴しばと言います。今日の面接は、私が担当させて頂きます」

「っ!?」

　目の前のイケメンさんがこの会社の社長であるということと、社長自ら面接を担当すること。ふたつの意味で驚く。

　……でも確かに、着ている濃紺のスーツとブラウンのネクタイ、少し先の尖った革靴は仕立てがよさそうで洗練されている。それに、おそらく二十代後半、どんなに上でも三十代前半と思しき風貌であるのに、余裕に満ち溢れた堂々とした所作には威厳があり、彼が大きな責任を背負う立場の人間であることを示しているように思えた。

　受け取った名刺には、社名とともに『代表取締役　御子柴 佑』と書かれている。……どうしよう、いきなり社長面接だなんて、緊張してきた。

「驚かせたようで申し訳ありません。気になる人材とは直接話してみたい性質なものでして」

「気になる人材、ですか」

「ええ」

　名刺を持ったまま硬直する私を椅子にかけるように促したあと、彼──御子柴さんも着席して続けた。

「履歴書を拝見しました。前職は『ＭｏｏｎＴＯＹＳ』の企画担当とのことで、大変興味深いと思いましてね」

「はい……あの、二ヶ月ほど前に退職いたしました」

「差し支えなければ、理由を訊いてもよろしいでしょうか？」

「少し休みたいと思ったんです。新卒で入社して六年目だったんですけど、身も心も疲れてしまって……そんなとき、人間関係でトラブルがあって、心が折れて……退職することに決めました」

　言葉を選びつつも素直に理由を述べると、彼はほとんど表情を変えずに「なるほど」と相槌を打った。

「──それで、再び働こうと思い始めた、ということですか」

「はい。こちらの募集記事を拝見して、私の求めていた労働条件にピッタリだなと思って、即応募させて頂きました」

「そうですか」

　タブレットに視線を落として頷く御子柴さんを見つめて、改めて綺麗な顔だな、と思った。彼の瞳のイメージそのままのシャープな雰囲気とその端整な顔立ちは、男性的な魅力に溢れていて、それを意識すればするほど心臓がドキドキと忙しい音を立てる。

　これまでずっと仕事と家の往復で完結していた日常。恋愛はとんとご無沙汰で、ましてやこんな素敵な男性と身近に接したことなんてなかったから、余計に緊張しちゃいそう。

　……もちろん、私みたいな平凡な女は彼の眼中にないとわかっているけれど、そういう妄想をする権利くらいはあっていい。

「……来栖さん。来栖さん？」

「あっ、はいっ、すみません」

　私は慌てて謝った。いけない、気を散らしてしまっている。御子柴さんは再びタブレットに視線をやってから、ほんの少しだけ笑った。

「いえ。では、志望動機を具体的に聞かせてもらえますか」

　──そう。大事な面接中なんだから、余計なことを考えてちゃだめだ。私は雑念を振り払うように小さくかぶりを振ってから、再び口を開いた。

「私、おもちゃが大好きなんです。子どもたちの夢を育むのに欠かせないアイテムだと思いますし、何より新しいおもちゃを手にしたときのワクワク感が好きで、学生のころからそれに携わる仕事がしたいと思ってたんです。念願叶って、たくさんの新商品の誕生に関わらせて頂いて、とてもやりがいを感じていました。気力と体力が許すなら、本当はもっと続けていたかったんですけど、前職は時間外労働や精神的に疲れることが多くて……でも、御社のような環境であれば、末永く働かせて頂けると確信しています」

「おっしゃる通り、弊社は労働環境を整える努力をしていますので、その点はご安心ください。残業での負担が大きいと、優秀な方が離れていってしまう原因になります。こちらも採用したからには、無理なく働き続けて頂きたいので」

　私の言葉に同調しながら、御子柴さんが頷いた。けれど、その彼が軽く眉を顰めた。

「ところで、募集要項にも書いていた通り大人をターゲットにしたおもちゃの企画や開発がメインですが、それに対して抵抗はないですか？」

　抵抗？　……どういう意味だろう。

　彼が放った言葉を怪訝に思うも、私は「いえ」と否定しつつ、言葉を続ける。

「子ども向けでも、大人向けでも……どんなものでも、商品を作る上でのもっとも重要な動機はやはり『ワクワク感』だと思ってますので、抵抗はないです。届けたい人の手に渡ったときに、その人が満足してくれる商品を作ることによろこびを感じるので」

　幼児を対象にしたおままごとセットや知育玩具でも、かつて子どもだったお父さん・お母さん世代に響くリバイバル玩具でも、根本にあるものは変わらない。ワクワクするかどうかだ。

「ワクワク感か……確かに、そういう意味では同じかもしれないですね」

　御子柴さんはまるで腑に落ちたかのように何度か目を瞬いていたけれど、その後深く頷きを落とし、噛み締めるようにそう言った。

　──よかった。私の言っていることに共感してくれているらしい。

「ですので──もう一度、そういう仕事に携わるチャンスを頂けたらと思っております。お願いします、どうか御社で働かせてください」

　目的を果たすまで、あともう一歩。もうなりふり構ってなんていられなかった。

　彼は気になる人材とは自ら面接すると話していたけれど、それはつまり、私に対して興味を抱いてくれているということだ。今後、こんなに好条件の会社とは出会えないかもしれない。そんな焦りもあって、スマートなやり方ではないかもしれないけれど、私はだめ押しとばかりに深々と頭を下げた。

「来栖さん、頭を上げてください」

　すぐに御子柴さんが私の所作を制する。困らせてしまったかと不安に思いつつ顔を上げた。彼はあまり表現豊かなタイプの人ではないらしく、表情に際立った変化は見られないけれど、少なくともマイナスの感情が滲んでいる様子はなかった。

「あなたがストレートにご自身の思いを伝えてくださったので、こちらもストレートに伝えますね」

「は、はい」

　一重で切れ長の鋭い目が、私を見つめている。私はごくりと唾を飲んだ。

「来栖さんの経歴は非常に興味深いですし、おもちゃに対する熱意も素晴らしいものだと思います。現時点では、ぜひ採用したいと考えています」

「本当ですか！」

「ええ」

　色好い返事を得られた安堵で、胸が弾んだ。その直後。

「ただ、ずいぶん思い切った転身だと思って、少し心配だったんです」

「……？　はい」

　御子柴さんが何を示してそう言っているのかわからなかったけれど、話の腰を折ってしまうのはよくないかなと、私はあえて言葉を止めずに相槌を打った。

「でもあなたのおっしゃる通り、ワクワク感という部分においては、それが玩具であっても、アダルトグッズであっても、根底は同じなのかもしれませんね」

　──アダルトグッズ？　

「えっ、御子柴さん、今何て……？」

　聞き間違いなのではと真剣に思った。私は背中にヒヤリとしたものを感じながら、細い声で訊ね返す。すると、表情の乏しい彼が眉間に皺を寄せて、困惑を露わにする。　

「……ワクワク感という部分においては、それが玩具であっても、アダルトグッズであっても、根底は同じ──」

「アダルトグッズって──えっ、どういうことですか……!?」

　いきなり彼の口から飛び出てきた単語は、やはり聞き間違いなんかじゃなかった。

　──わけがわからない。どうしてそんな話になっているんだろう？

「どういうことも何も、募集要項に書いてあったはずですが。『大人をターゲットにしたおもちゃの企画』と」

「た……確かに書いてありましたけど……」

　でも、アダルトグッズだなんて記述、ありましたっけ……？

　音にならない声が脳内を通過していく。御子柴さんは小さくため息を吐いてから、自身のタブレットを操作して、私の目の前に差し出した。

「募集記事の最後の欄、ちゃんとご覧になりましたか？」

　画面に触れて下にスクロールすると、募集要項の一番下に、太字でこう書かれていた。

　『※セルフプレジャーアイテムの企画・販売の会社です』

　セルフプレジャー。それがどういう意味を持つ言葉なのか、確かにきちんとは調べなかった。面接中に失礼だとは思ったけれど、私は自身のバッグからスマホを取り出し、言葉の意味を調べてみる。

　『自分で行う性的な行為。自分自身を性的によろこばせること』

　ディスプレイに表示された文言に、全身からさーっと血の気が引いていく感じがした。

　──このときになってようやく、『大人をターゲットにしたおもちゃ』、『セルフプレジャーアイテム』が『アダルトグッズ』を示しているのだと理解する。

　混乱する私に、御子柴さんはこの『ＧＡＴ株式会社』が『Ｍｅｌｔｙ＊ｈｏｎｅｙ』という女性をメインの顧客に据えたアダルトグッズのオンラインショップを運営する会社であることと、そこで企画を担当していた女性社員が産休に入る予定のため、彼女の業務を引き継ぐ人材を探していたことを、タブレットでブランドサイトを映しながら丁寧に説明してくれた。

　社名で検索しても商品が見つからないはずだ。おそらく意図的に、『ＧＡＴ株式会社』と『Ｍｅｌｔｙ＊ｈｏｎｅｙ』は紐づけられていない。その時点で、もっと不審に思うべきだったのだけど。

　顔を上げ、スマホを静かにバッグのなかに戻すと、私は再び御子柴さんに向き直った。

「あ……あの……すみません、私、こちらで作っているおもちゃがアダルトグッズだなんて知らなくて……！　てっきり、親御さん世代向けの、昔懐かしいアニメのグッズやおもちゃを取り扱っているのだと思い込んでました」

「……つまり、勘違いしていた、というわけですか」

　御子柴さんはきょとんとしていたけれど、そのうちおかしそうに噴き出した。

　それまでずっとポーカーフェイスを貫いていた彼が破顔したので、私の視線はその笑みに奪われてしまう。

　シャープでいてクールな雰囲気に反し、その笑顔は無邪気な少年を連想させるもので、不覚にも胸がきゅんと疼く。カッコいいと思う男性に対して、同時に可愛いという感情が湧くのは初めてのことだった。

　視線に気付いたらしい御子柴さんは、多分、私が予想外なことに動揺しているか、騙されたような気分になっていると思ったのだろう。すぐに表情を引き締めて、咳払いをした。

「──いや、失礼。お気に障ったのであれば謝ります。でもまさか、おもちゃメーカーと勘違いして応募される方がいるとは思わなくて。不意を突かれたというか」

「で、ですよね。すみません……」

　自分の早とちりが恥ずかしい。募集要項を読んでその気になってしまい、細部まで確認するのを怠ってしまった。

　この面接中、不可解だった御子柴さんの発言の意味がこれでやっと理解できた。仕事に対して「抵抗はないか」とか、「思い切った転身」だとか。同じおもちゃでも、示す内容がまったく違うのだから、彼が確認したがったのも納得できる。

「あの、とにかくそういうことなので、今回の応募の件は──」

　なかったことにしてください。緊張のせいで乾ききった唇がそう紡ごうとした刹那、

「来栖さん」

　──と、御子柴さんの低い声が割って入った。

「あなたの志がとても気に入りました。『玩具であっても、アダルトグッズであっても、根底にあるワクワク感は同じ』……さきほどの、あなた自身の言葉です」

「……は、はい」

　正確に言うと、さっきまでの私は、『大人をターゲットにしたおもちゃ』を『アダルトグッズ』だとは認識していなかったのだから、同じという感覚はないのだけど、今はそう反論できそうな空気ではない。

「その言葉を聞いて決めました。あなたのような価値観の女性と一緒に仕事がしたいです。そうすれば、『Ｍｅｌｔｙ＊ｈｏｎｅｙ』はもっと女性に愛されるブランドに成長するはずです」

「…………」

　ど……どうしよう。いや、絶対に断るべきだってわかっているんだけど、自ら応募した手前、すごく断りにくい。

　返事に困っているうちに、御子柴さんはおもむろに立ち上がって、円卓越しに右手を前に差し出した。

「手にした人がワクワクするような『大人のおもちゃ』を、どうか我々と一緒に作ってください」

　彼が真剣な眼差しで、私を見つめている。再び胸がどきんと高鳴った。

　──本当に素敵な人。まるでモデルさんとか俳優さんみたい。こんな人と一緒に働けたのなら、心が華やぐだろう。存在感のある、射るような目で熱心に訴えかけられると、頷かなければいけないような気がしてくるから不思議だ。

　とはいえ、ちゃんと説明しなきゃ。そんなつもりで応募したんじゃないって。私が働きたかったのは、前職のように正真正銘の玩具の企画ができる会社なのだと、はっきり伝えなければいけない。

　……でも、労働条件は理想そのものなんだよね……。

　頭のなかでさまざまな思考が駆け巡ったあと、私はゆっくりと椅子から立ち上がり、吸い寄せられるように自分の右手を伸ばした。ドキドキと騒がしい心臓の音をＢＧＭにして、筋張った御子柴さんの手と握手を交わす。温かな感触を残して、その手はすぐに離れていった。

「……よろしくお願いします。せっかく来社頂いたので、今後の話をしましょう。入社書類をお持ちしますので、少々お待ちください」

　彼は薄く微笑んでそう言うと、軽く会釈して扉の外へ出た。

　来栖あやめ、二十六歳。どうやら新しい職場は、『大人をターゲットにしたおもちゃ』──もとい、『アダルトグッズ』の企画・販売という、まるで選択肢になかった会社に決まったみたいだ。

　御子柴さんが戻るまでの間、私は彼が置いていったタブレットに映る『Ｍｅｌｔｙ＊ｈｏｎｅｙ』のブランドサイトのページをぼんやりと眺めていたのだった。






第二章　おもちゃの体験レポで、社長と秘密の関係に……！








		
　──九月。暦の上では秋の始まりを告げるころ、私は出社初日を迎えた。

　オレンジ、イエロー、グリーンの明るい色合いのエントランス。『ＧＡＴ株式会社』と社名の書かれたスタイリッシュなプレートを眺めながら、私は大きく深呼吸をする。

　あのとき、どうして入社を決意したのか自分でもよくわからない。

　無理せずとも働けるホワイトな労働環境だから？　気になる人材として社長さんに注目してもらえているという優越感があるから？　その社長さんの美しい容姿に惹かれているから？

　どれも正解のような気がしつつ、一番の理由ではない。

　私はきっと、自分の放った言葉を嘘にしたくなかったのだろう。

　『子ども向けでも、大人向けでも……どんなものでも、商品を作る上でのもっとも重要な動機はやはり「ワクワク感」だと思ってますので、抵抗感はないです。届けたい人の手に渡ったときに、その人が満足してくれる商品を作ることによろこびを感じるので』

　もちろん、この言葉を口にしたとき、大人向けのおもちゃというのがアダルトグッズだなんて微塵も思っていなかったわけだけど、そうと知って自分の意見を翻すのは、アダルトグッズに対して、そしてそれらの作り手である御子柴さんたちに失礼であるような気がした。

　正直なところ、アダルトグッズについてはまったく詳しくないし、これまでの人生で興味を抱いたこともなかった。御子柴さんから、女性向けのブランドを展開していると聞いて驚いたくらいだ。それらは男性だけが購入するもので、所持していることを悟られないようにするために、人目に付かない場所やオンラインで売買されている、後ろ暗いイメージ。私が真っ先にお断りしようと思ったのはそのイメージのせいに他ならない。後ろ暗くて、いかがわしい。つまり、偏見があったということだ。

　でも……ふと考えたのだ。どんなおもちゃでも、望まれて誕生したのなら誰かをワクワクさせられる。たとえそれが、アダルトグッズだったとしても、手にしたお客様を満足させられるかどうかは、企画・製作側の努力次第だ。これをやりがいと呼ばずして何と呼ぶのだろう。

　御子柴さんの言葉が耳元で蘇る。

　『あなたのような価値観の女性と一緒に仕事がしたいです。そうすれば、『Ｍｅｌｔｙ＊ｈｏｎｅｙ』はもっと女性に愛されるブランドに成長するはずです』

　やりがいとともに、企業から必要とされているという純粋なうれしさがあった。「あなただから働いてほしい」という台詞は、誰だって労働意欲をかき立てられるものだと思う。望まれて採用され、魅力のある企画を提供することで、会社の発展に貢献できるのであれば本望ではないだろうか。

　御子柴さんの台詞とともに、彼の強い意思の点った鋭い眼差しを思い出す。

　……彼の期待だから応えたい、という気持ちも少なからずある。男性的な魅力に溢れた彼からの熱烈なお誘いとあって、邪な気持ちが顔を出してしまった部分も否定できない。それは素直に認める。

　まぁ、きっかけは何にせよ、働くことを決めたからにはしっかりやろう。

　ここが今日から私の職場になる。今までの経験が活かせるかどうかもわからない、まったくの未経験の業界だから、不安がないと言えば嘘になるけれど、だとしても一生懸命頑張るしかない。

　私は改めて決意を固めてから、エントランスのインターホンを押した。

　

　エントランスで対応してくれた女性社員に連れられて、オフィススペースに案内される。先日の面接のときに通された小会議室らしき扉を通り過ぎ、奥へ向かって進んでいくと、大きなガラスの扉が一枚ある。その扉の先がそうだ。

　縦長のオフィススペースは大きく三つに区切られていて、ひとつの島につきデスクが四つ、角を付ける形で並べられている。ざっと見た感じ、社員はほぼ全員、席に着いているように思われた。

「イズミさん、来栖さんが出社されました」

　女性社員がいちばん奥の島に向かってそう呼びかけたので、私もそちらへ視線を向けた。

「はい」

　返事をしたのは柔らかな響きのテノール。上下ダークグレーのスーツに身を包んだその男性がデスクから立ち上がり、私たちのほうへ歩み寄ってくる。

「はじめまして、専務の泉いずみです」

　そう言って優しく微笑む男性は、先日面接をした社長さんとはまた違うタイプのイケメンさんだった。

　やや色素が薄く、ほんの少し茶色味のかかった黒髪は前髪が重めで、斜めに流している。目尻に向かって緩やかなカーブを描く眉に、くっきりとした二重の大きな瞳、ふっくらした涙袋。形のいい鼻と、厚みのある唇。そしてつるんとした質感のきれいな肌。

　このままメイクを施せば、女性だと言われても違和感のない、美しい外見だ。

　御子柴さんのことも美しいと感じたけれど、それは男らしい美しさを示すもの。彼──泉さんの美しさは中性的ともとれる、可愛らしさが際立つものだ。

　専務と言うにはずいぶん若い。私と同年代で間違いなさそうな容貌の泉さんを見て意外に思ったけれど、そもそも社長の御子柴さんからして若かったことが頭を過り、そういう社風なのだろうと納得した。

「は、はじめまして……今日から働かせて頂きます、来栖あやめです。よ、よろしくお願いします」

　自分でもゲンキンだなと思いつつ、素敵な笑顔を向けられて、無条件にドキドキしてしまう。しどろもどろになる私を見て、泉さんはさらに柔らかな笑みを濃くした。

「もしかして緊張してます？　そんなに恐縮しなくて大丈夫ですよ。こちらこそ、どうぞよろしくお願いしますね」

「あ、ありがとうございますっ」

　彼のにこやかな応対がうれしい。私はお礼を言いながら頭を下げた。

　素敵な男性がふたりもいるなんて、何て眼福な会社──もとい、華やかな会社なのだろう。なんて、また別のことで気を散らしていると、私を案内してくれた女性社員を示して、泉さんが口を開く。

「こちら、大おお塚つかさんです。来栖さんには大塚さんの業務を引き継いでもらうことになります」

「大塚です。私が産休に入るまでの間、一緒にお仕事させて頂くので、よろしくお願いします」

　おっとりとして穏やかそうな彼女にそう言われて初めて、黒いＡラインのワンピースを着た腹部が丸みを帯びていることに気が付く。私は改めて彼女にも頭を下げた。

「大塚さんは体調を見ながらの勤務になるので、基本的には来栖さんの業務内容のチェックは私がさせて頂くことになります」

「はい、承知しました」

　返事をすると、泉さんは一度フロア全体に呼びかけ、私のことを紹介してくれた。

　一斉にこちらへと向けられる視線に緊張感が高まるけれど、みんな一様に微笑みを浮かべていて、歓迎してくれているように思えて安心した。

「では挨拶も済んだことですし、早速ですが今後の打ち合わせをしましょう」

「はいっ」

　──出だしは好調。私は弾む心持ちで、泉さんとともに会議室へ向かった。

　

「来栖さんは、以前は『ＭｏｏｎＴＯＹＳ』にいらっしゃったと聞きましたけど、どうしてうちの会社に？」

　面接のときに通された会議室の円卓に着くと、泉さんが不思議そうに訊ねた。

　さてどう答えたものかと思案する。ここは業界に興味があったことにするのが無難かとも思うけれど、社長である御子柴さんには勘違いであったと伝わってしまっているので、今さら取り繕う必要はないのかもしれない。

「あ……実は、求人情報を拝見して、普通のおもちゃメーカーと勘違いして……」

「え、そうなんですね」

　経緯を正直に話すと、泉さんも御子柴さんと同じく、少し驚いたように瞠目したあと、堪え切れないというように噴き出した。やはり、私のような不注意が原因で入社してくる人間はいないのだろう。恥ずかしい限りだ。

「それじゃあ、詳しい話を聞いてびっくりしたでしょう」

「はい……それなりに」

　一瞬、頭が真っ白になる程度には驚いたし、何ならそこで働こうとしている自分自身にもまだ驚いている。

「──でも、入ると決めたからにはきちんと頑張ろうと思ってますので。いろいろと教えて頂けますとありがたいです」

　だからと言って、すぐに辞めるつもりはないという意志が伝わったらしい。泉さんは目尻を下げた優しい笑顔のままに深く頷いた。

「それは、もちろん。最初のうちは慣れなくて大変だと思うことも多いかもしれませんが、精一杯フォローさせて頂きますので」

「ありがとうございます。心強いです」

　事情を知ってもなお、温かく受け入れてくれる泉さんの言葉に救われる。優しくて頼りがいがありそうな上司で安心した。

「ということは、うちの会社の商品についても、ほとんどご存じないですよね」

　ふと気付いたという様子で、泉さんが訊ねる。

「申し訳ないんですが、はい……」

「いえ、これから覚えていって頂ければまったく問題ないので。ちょっと変なことを聞きますけど、アダルトグッズのことはどれくらいご存知ですか？」

「えっ、どれくらいと言いますと……？」

「グッズの名前とか、どういうために使うとか、そういう」

　考えるまでもなく、私は首を横に振った。

「すみません。事前に『Ｍｅｌｔｙ＊ｈｏｎｅｙ』の販売サイトはチェックさせて頂きましたが、詳しいことは全然……今まで、そういうものに関わったことがなかったので」

　ここで働くと決まったからには、くまなく下調べをしてくるべきだったのかもしれない。私にもその意思はあった。でも、いくら女性向けとはいえアダルトグッズの販売サイト。開いたページで、不意に実演動画のようなものが流れてびっくりしたのと同時に恥ずかしくなり、慌ててサイトを閉じてしまったため、肝心の商品チェックは不十分に終わっている。

「そうですか、なるほど……」

　すると、彼は思案顔で自身の腕を組んだ。

「──では、うちの主力商品の説明をしたほうがよさそうですね。少々お待ちください」

　泉さんは爽やかにそう言うと、足早に会議室を出ていった。ほどなくして戻ってきた彼は、片手にシンプルな白一色の頑丈そうな紙袋を抱えている。

　私が問うより先に、彼が円卓の上に紙袋の中身を並べ始めた。

　──プラスチック製やシリコン製と思われる、様々な形状をした何か。コードがついているもの、動物の形を模したもの、こじゃれた化粧水のボトルのようなもの、などなど……どれも初めて見る。

「っ……！」

　そのなかのひとつに視線が釘付けになり、絶句する。それはまさに、男性器を模した形をしていた。色味こそパステル系のラベンダーのようだけれど、形状はしっかりそれだ。

「どうかしました？」

「あ、いえ……」

　私の様子がおかしいことに気付いた泉さんが、顔を上げて訊ねる。次に袋から取り出そうとしたものもまた、同じ形をしている。

　手に持つ物体と、驚きを隠せない私の表情とを見比べた泉さんが、困った風に眉根を寄せる。

「あぁ、すみません。実物を見るのは初めてでしたよね。日々目にしていると、そういうことを忘れてしまって」

「い、いえっ、私こそ過剰に反応してしまって……お仕事ですもんね。当たり前ですよ」

　頭でわかっていても、実際に目にするとたじろいでしまうのが情けない。決して泉さんのせいではないことを示すために、私は両手をぶんぶんと振った。

　──それにしても、一口に『アダルトグッズ』と言っても、いろんな種類があるんだなぁ。円卓に並んだオブジェのようなそれらは、パッと見はそう見えないものも結構ある。

「ちょうど最近、商品撮影があったので……人気のものは揃っていると思います。それ以外のものは、おいおいで大丈夫ですよ」

「は、はい……意外と可愛い感じの色合いだったり、形のものが多いんですね」

「ターゲットを女性に絞ってますからね。いかにもな厳つい形状だと敬遠されてしまうんですよ。色味も、男性向けは黒とか蛍光ピンクとか、はっきりした色合いでの展開が多いですが、女性向けとなるとこういう優しい雰囲気のもののほうが売れますね」

「そうなんですか」

　確かに、彼が取り出した数々のおもちゃは、部屋の隅に飾ったとしても違和感がないデザインのものがほとんどだ。私が思い描いていた、卑猥なイメージを纏ったものはごくごく少数。それらも色味や配色、質感などで極力いやらしさを抑えた仕上がりになっている。

「ローターやバイブくらいまでならご存知ですかね？」

「そ、そうですね、何とか」

　それくらいなら、刺激的な女性向けの恋愛漫画にも出てくるので、わかっているつもりだ。当然、商品を手に取ったことや、使ったことはないのだけれど。

「うちで言うと、これとこれがよく売れますよ。どちらも、利用者さんの声を聞いて企画したものなんですが」

「へぇ、可愛いですね」

　泉さんが手渡してくれたのは、どう見てもチューブタイプのリップグロスと高級感のある化粧水ボトル。けれど、彼がリップグロスの蓋を回すと、ぶるぶると振動を始め、ローターに早変わりする。

「こういうビジュアルの割りに、けっこうしっかり震えるんです。こっちのバイブも同じように……」

　ローターの動きを止めてから、今度は化粧水ボトルを手に取った泉さん。蓋の部分をくるくると回すと、底から三センチ程度を残して外れるような仕掛けになっていて、中から枝わかれするように独特の曲線を描く、バイブらしきものが現れた。底面についているスイッチを入れると、ぎゅんぎゅんとパワフルな音を立ててスイングし始める。

「……本当ですね」

　──大人のおもちゃって、想像していたよりも激しく動くんだ。なんて心の声がもれないように、平静を装って頷く。

「カモフラージュしやすい見た目と、やや細めの作りとで、初心者向けアイテムとして人気です。自分の感度を磨くために買う人もいるみたいですね。挿入するとＧスポットとクリにフィットする設計になっていて、中イキも外イキもできるんです」

「なっ……！」

　泉さんの口から、ごくごくナチュラルにいかがわしいフレーズが次々と飛び出して動揺してしまう。いかに平静を装っていても、日常生活ではまず耳にしない単語を連発されてスルーすることはできなかった。

　……いや、だからこれは仕事の話！　変に意識しちゃだめだ。

　彼は仕事上で必要な情報を伝えてくれたにすぎない。現に、彼は別段私の反応を窺うでもなく、涼しい顔をしているじゃないか。平常心、平常心！

　私はわざと咳払いをして、動揺を飲み込んだ。

「こ……こういう部屋に置いていても差し支えないデザインで、かつアダルトグッズとしての完成度も高いものだと、人気が出るのもよくわかりますね！」

「そうですね。手元に置いておくことに罪悪感を覚えたり、パートナーにバレないようにしている方もいるので、本来の目的を果たしつつもデザイン性が高いというのは重要なのだと思います。この吸引バイブも、見た目が可愛いのに本格的だと売れてます」

　バイブのスイッチを切ったあと、今度はクマの形をした手のひらサイズのそれを手に取り、泉さんが私に差し出す。ちょうどクマの口に、一センチ程度の大きさの窪みがある。

「吸引バイブ……って、何ですか？」

　初めて聞くアイテムだ。形状を見てもどのように使うかはすぐには思いつかなかったので、素直に訊ねてみる。

「その名の通り、クリに当てて吸引するんです。まるでオーラルセックスをしているような快感が得られるので、女性には特に人気がありますね」

「そ、そうなんですか」

　相槌を打つだけでも顔が熱くなってくる。

　──だめだ。優しくて可愛らしい顔立ちの泉さんが、いかがわしい言葉を躊躇なく口にしている姿にどうしても慣れない。仕事だから当然と頭では理解しているのだけど、ビジネスシーンだからこその違和感が拭えずに恥ずかしくなってしまう。

　その後も、泉さんは円卓の上のアイテムを逐一、ダイレクトな言葉で説明してくれたけど、耳馴染みのない名前であることや、使いかたを想像するたびに生じる恥ずかしさで、ちっとも頭に入ってこない。

「──と、主力商品はざっとこんな感じなんですが……何となくわかりましたか？」

「はい……あの、頑張って覚えます」

「さっきも言いましたけど、いきなり全部覚えるのは難しいと思いますので、あまり気負わないでくださいね。こまめに商品ページをチェックして頂いて、記憶に残すようにしてみてください」

「ありがとうございます」

　泉さんは相変わらずのソフトな物言いでそうアドバイスをくれると、私を安心させるようににっこりと微笑んでくれる。まるで霧のなかを歩いているかのように見通しが立たない心許なさを覚えていたところに、彼の親切さが沁みてホッとした。

　そのとき、ノックの音とともに会議室の扉が開いた。顔を出したのはもともと打ち合わせに合流する予定だった大塚さんと──御子柴さんだ。

「すみません、お待たせしました」

「いえ。……社長、お疲れさまです」

　泉さんが大塚さんに返事をしつつ、こちらへ歩み寄ってくる御子柴さんに頭を下げる。御子柴さんは「ああ」と小さく頷いた。私もその場に立ち上がり、ふたりに頭を下げる。

「打ち合わせ中に失礼します。今日が初出勤ですよね。様子を見に来ました」

「お、お気遣いありがとうございます」

　御子柴さんが現れたせいか、泉さんの纏うふわっとした空気が薄らいだのがわかった。やはり上司の前では気持ちが引き締まるものなのだろうか。

「これまでのおもちゃメーカーとはだいぶ勝手が違うかとは思いますが、どうですか？　やっていけそうですか？」

「は……はい」

　──早くも挫けそうになっているだなんて、言えるはずもない。私は意識的に笑顔を作って肯定した。　

「来栖さんは隠しごとが苦手なタイプですね。不安だと顔に書いてありますよ」

　下手な芝居は即座に見抜かれてしまったらしい。私の顔を一瞥した御子柴さんが苦笑した。

「……すみませんっ、アダルトグッズのこと、全然知らないので泉さんに教えて頂いていたところなのですが……初めて見るものが多くて、覚えるのが大変で」

「一度に覚えようとしなくていいとはお伝えしたんですが、来栖さんは真面目な方みたいで。こちらとしても、そのほうが教えがいがあるのでうれしいですが」

　観念した私が白状すると、泉さんがさりげなくフォローしてくれる。

「泉の言う通り、慌てずゆっくりで結構です。あなたが業界未経験であることは承知で採用したわけですし」

　緩く首を横に振って、御子柴さんもそれに同調してくれた。

「私も未経験で入社して、最初は驚くことも多かったんですが、時間とともに慣れていったので心配いらないですよ」

　そのやり取りを後ろから見ていた大塚さんが前に出て口を開いたので、四人で円卓を囲むような位置関係になる。

「大塚さんも未経験だったんですね」

　思わず声が弾んだ。経験者の話を聞くと励みになる。大塚さんは、そのおっとりとした語り口に似つかわしい人の好さそうな微笑みを称えながら頷いた。

「ええ。何の知識もない状態で入社したから、やっぱり商品を覚えたりとか、マーケットの需要を探ったりするのが大変でしたね」

　すると、ふと思いついたように泉さんが言った。

「そうだ、せっかくなので大塚さんから来栖さんにアドバイスしてあげてください。同じ状況なら参考になることも多いでしょう」

「うーんそうですね。……それはやっぱり」

　大塚さんは少し考えるような間を取ってから、おもむろに人差し指を立てた。

「ひとつひとつ自分で試してみることですね！」

「た、試す、ですか!?」

　つい大きな声で繰り返してしまった。そんな私の反応を受けても、彼女は大真面目に頷いて続ける。

「そう。『これはこういうためのもの』って知識だけ詰め込むよりは、実際に使ってみたほうが早いし、自分なりの感想が出てきて記憶に残りやすいですよ。私はそれをレポート形式にして保存して、あとから見返しました」

「…………」

　──試すっていうのは……自分で使ったってこと、だよね。しかも、レポートにして記録していたとは。

「……大塚さん、わざわざそんなことをしてたんですか」

　これにはさすがの御子柴さんもどう反応するべきか困惑したようで、ひとりごとのような呟きを落としつつ、驚きと呆れが入り交じった表情を浮かべている。

　こっそり泉さんの反応も窺ってみる。彼も御子柴さんと同じような顔をしていた。その事実を初めて知ったというリアクションだ。

「私の場合は、最初に試した『メルティベア』にハマっちゃって、そこから半分趣味みたいな感じであれこれと試していったので、むしろ楽しんでたくらいなんですけど」

　当の大塚さんは悪びれることなく、彼女自身の発言を裏付けるようにどこか楽しげだ。

　『メルティベア』というのは、さっき泉さんが説明してくれたグッズのなかのひとつ、クマの形をした吸引バイブのことだ。覚えやすいネーミングだったのでこれは辛うじて記憶に残っている。彼女は、固まって言葉を失っている私に向かってさらに続けた。

「習うより慣れよ、ですよ。こういうものは自分で体感したほうが具体的だし、わかりやすいです。自分で使ってみて思ったことは、商品を購入したお客さんが思っていることでもあるわけですから、次の商品を企画するときのアイデアが生まれるきっかけにもなりますよね」

「なるほど……」

　──大塚さんが言うことには説得力があって、思わず唸ってしまった。確かに、彼女の言い分には筋が通っている。商品を知るには、まず自分自身が試す。シンプルな理屈は、働く上での根っこにある、『より強いワクワク感を生み出したい』という熱意を強く煽ってくる。

「大塚さんのこれまでの優秀な企画の数々は、地道な努力の賜物だったんですね」

「そう思って頂ければ光栄です」

　御子柴さんが恐れ入ったという風にため息を吐いて言う姿に、大塚さんが誇らしげに返事をする。彼の言葉を聞く限り、彼女の作戦は功を奏したということになる。

「とはいえ、何もそこまでしなくてもいいとは思いますよ。商品の使用感にしても、うちの販売サイトにはレビューも多く寄せられてきますし、それらを細かく拾って分析するだけでも得られるものはありますから」

　ふたりのやり取りを聞いて苦笑を浮かべる泉さんが、私に向かって言った。

　私は大塚さんの言葉を反芻したあと、小さく首を横に振る。

「……いえ、泉さん。私、大塚さんの方法で商品を覚えてみようと思います」

　意を決して述べると、その場にいる全員の視線が私に集中する。私は構わず続けた。

「大塚さんのお話を聞いて、すごく納得したんです。自分で使ってみることが、商品を知ることへの近道なんだって。私はこういうものを一切使ったことがないんですが、それが今後お仕事をするうえで大きなマイナスになりそうな気もしますし……」

「大塚さんの場合、趣味と実益を兼ねてとのことだったというわけですし、無理する必要はないですよ。私は、さっきも言いましたがそこまでする必要はないと思います」

　私が本気だと悟った泉さんが慌てて止めに入る。私のほうに身体を向け、片手を大きく振った。

「面白い。私は悪いことではないと思いますが」

　くっと喉を鳴らして御子柴さんが笑った。

「あなたの言う通り、実際に試してみないことには商品の魅力は伝わりにくいですから。あくまであなたが個人的にそうしたいというのであれば、止める筋合いはないですよね」

「社長、でも──」

「いいんです、泉さん。私、早く仕事に慣れたいんです」

　社長に反論しようとする泉さんを、私が制した。

　おそらく彼は、入社直後の私が大塚さんからのアドバイスを断れないでいると思って、助けてくれようとしているのかもしれない。でも、私の心は決まっている。

　向かい合った泉さんを真っ直ぐ見つめた。

「まったく知らない世界に飛び込んできたので、まずはできることから少しずつ頑張っていこうと思ってます。せっかく大塚さんから直々にアドバイスを頂いたので、まずはチャレンジしてみたいんです」

「来栖さん……」

　まさか私が自ら志願するとは思わなかったのだろう。泉さんは、大塚さんのアドバイスを聞いたときよりもずっと驚いた顔をして、私の名前を呼んだ。

「商品を試してレポート形式にまとめる、でしたっけ？」

　ほんの少しの空白のあと、御子柴さんが私に向かって訊ねる。

「──泉が乗り気ではないなら、送り先は私にしてください。形式上でも誰かがチェックするという前提で書く方が、より客観的な記録が残せるでしょう」

「御子柴さんにですか？」

「それ、いいと思います。私は自分で見返すためだけに記録してたので、感覚的な表現が目立つことも結構あったんですよね。誰かに読んでもらうと仮定して書き始めるだけでも、意識的には全然違うと思いますよ」

　自分のなかだけで完結させようと思っていたレポートを、別の誰かに──それも社長の御子柴さんに送るなんてまったく考えていなかったし、ちょっと気が引けるけれど……でも、ふたりが私のためを思ってそう言ってくれているなら、それに従うべきなのかもしれない。

「では、申し訳ないのですが……御子柴さん、よろしくお願いします」

「承知しました。しかしくれぐれも、無理のない程度で。いいですね？」

「はいっ」

　涼しい顔で頷いた御子柴さんが、私に念を押す。私は力強く返事をした。

「……そういうことだ。構わないだろう？」

　輪の中でひとり、渋い顔をしている泉さんに、御子柴さんが静かに訊ねる。

「来栖さん本人がそれでいいと言うなら、もちろん構いませんが……本当にいいんですよね？」

　泉さんは私に視線をくれながら、確認をするように訊ねる。

「はい。大丈夫です。ありがとうございます。やれるだけやってみます！」

「……であれば、私からは何も言うことはありません」

　私の意思を確認すると、泉さんはまだ表情に心配を滲ませながらも、納得してくれた様子だった。

「ではそういうことで。私はこれで失礼します」

　泉さんの返事を聞き届けた御子柴さんは、話は終わったとばかりに言葉を切ると、短く挨拶をして会議室を出ていった。

「お疲れさまです」

　その場に残された私たちは、頭を下げて彼を見送る。

「嫌になったら言ってくださいね。私から社長に話をするので」

　扉の閉まった音が聞こえたあと、気遣わしげに視線をくれる泉さんが声を潜めて言った。

「ありがとうございます」

「来栖さん、私がいる間は何でも訊いて下さいね」

「はい、よろしくお願いします」

　私は改めて、泉さんと大塚さんにも頭を下げた。特に泉さんには、入ったばかりで他にできることもない私に、こんなに気を配ってくれるのを申し訳なくすら思う。

　……いや、泉さんの感覚は至極まっとうでいて当然なのかもしれないけれど、業界について右も左もわからない私にとっては、同性の大塚さんの助言に従うことが今後プラスに働くのでは、と感じられたのだ。

　かくして私は、自社製品を自主的に試し、御子柴さんにレポートを提出することとなった。

　それが私と彼を距離を縮める、あんなに恥ずかしい展開をもたらすなんて──このときの私は、想像だにしなかった。
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「私がこうしてあなたを呼んだ意味、わかっていますよね」

「はい……」

　──一週間後のある昼休み。社長室に呼び出された私は、彼のデスクの前で項垂れ、消え入るような声で返事をする。

　オフィスフロアに並ぶデスクよりもやや重厚感のある漆黒のデスクに座る御子柴さんは、困った風にため息吐いて、こちらをじっと見つめている。その目は、事情を説明せよとばかりに私を咎めている。

　御子柴さんが訴えたいことはもちろんわかっている。私が昨夜送った、件のレポートについてだろう。

　結論から言うと、レポートの仕上がりは自分で言うのも憚られるほど稚拙なものだった。これは誰かに批評されるまでもなくはっきりとした事実。なぜなら、文章にして三行程度の短い感想でしかないからだ。

　もちろん、自分なりに真面目に取り組んだ。おもちゃを実際に試してみたし、そのうえで感じたこと、思ったことを素直に書き出す作業も行った。

　大塚さんから「最初はこれがオススメ！」と手渡されたのは、例の『メルティベア』だ。

　いきなり膣内に挿れるタイプのものは怖いだろうし、手軽に使えて見た目も可愛いというのが推しポイントなのだそう。

　家に持ち帰って、実際に使ってみた率直な感想は──すごく気持ちいい。最初は当て方が悪かったのか、狙い通りの快感を得られずにもどかしかったけれど、すぐにコツを掴んでイイ場所にフィットさせることができた。

　クマの口に甘噛みされ、まるで本当にオーラルセックスをしているかのように錯覚した。私は声を殺して身悶えた。

　『メルティベア』の吸引レベルは五段階にわかれていて、クマの胸にあるスイッチで自由に変えることができる。徐々にレベルを高くしていくと、五段階目に到達するより早く達してしまった。

　達したあと、私はその激しい感覚の余韻を引きずり、しばらくぼうっとしていた。こんな快感は初めてで、びっくりしたというのが正直なところだろう。

　高校、大学、そして社会人になってすぐのころ、トータルで三人の男性とお付き合いをしてきたけれど、どの男性からの愛撫と比較しても、『メルティベア』のほうが断然気持ちよかった。

　これならハマってしまう人がいるのもよくわかる。大塚さんも最初にこれを味わったから、「別のおもちゃも試してみたい！」と前向きな気持ちになれたんじゃないだろうか。

　使用中のあらゆる角度からの感想はもちろんのこと、素材や操作の仕方、お手入れの方法に至るまで、忘れてしまわないように細かく書き留めた。前職ではまさに勉強を兼ね、他社の新商品をチェックしてデータにまとめたりしていたので、同じように進めた次第だ。

　しかし、前職のときとは致命的に違う点があった。羞恥心だ。

　いざレポートに纏めようとすると、恥ずかしくて文章に起こすことができない。性的な体験の感想やそれに付帯する思考を簡潔に言語化するというのは、想像以上に難しく、羞恥をかき立てられるものだった。

　しかもこれを御子柴さん宛てに送らなければならないというのが、また難易度を上げる要因になっている。この話が出たとき、彼は形式上という言葉を使っていたけれど……よくよく考えてみると、いくらお忙しい立場だからといって、レポートを送ればざっとは目を通すだろう。そのとき、私の赤裸々な感想が伝わってしまうと思うと──手足をじたばたさせたくなるようなどうしようもない感情が隔たりとなって、文章にできなくなるのだ。

「……ひどいレポートを送ってしまった自覚はあります。申し訳ありません」

「ひどいとわかっていて送ったのはどうしてですか？」

　あからさまに責めるような口調ではないものの、御子柴さんからごもっともな問いが飛んでくる。

「それは……すみません、書いているうちに恥ずかしさを抑えられなくなってきて……送った内容が精いっぱいだったもので」

　『メルティベア』を持ち帰ったのが出勤初日。そこから悩みに悩んで丸一週間が経過してしまった。送りますと言った手前、そのままにしておくのはよくないと思ったので、苦肉の策だった。

　思い出してまた恥ずかしさが込み上げてくる。私は唇を噛んで視線を床に落とした。

　再度御子柴さんのため息が聞こえたあと、彼は自身の腕を組んで言った。

「そうですか、わかりました。……では、この話はなかったことにしましょう」

　私は思わず「えっ」と口にして、彼の整った顔を見た。この一週間、彼とは社内で何度か顔を合わせているけれど、いい意味でも悪い意味でも、いつも同じ表情だ。このうっすらとした微笑みは、見ようによって涼やかにも、皮肉っぽくも見える。　

「何ごとも、やると決めたなら最善を尽くさなければ意味がない。私たちが売る商品は、性にかかわるものですから、馴染みのないうちは恥ずかしいと思うのも仕方がないかもしれません。でも、この仕事をしていくのに、過剰な羞恥心は邪魔になります」

「……おっしゃる通りで何も言い返せません」

　内容のわりに抑揚のない御子柴さんの声を聞きながら、私は猛省した。

　誰に命ぜられたわけでもなく、自主的にレポートを書くと宣言しておいてこの出来とは、自分でも情けない。

　きちんと分析して文章に落とし込みたい気持ちはあるのに、キーをタイプしていると不意に潔癖な自分が顔を出す。そして、「こんな単語を打つなんて無理！」と喚くのだ。

「お願いします、もう一度チャレンジさせてください。今度こそ、内容の伴ったレポートに仕上げますので」

　──これは仕事なんだ。恥ずかしがってる場合じゃない。真剣にやるべきことなのに。御子柴さんにはっきり言われたことで目が覚めた。

　私としても一度決めたことを覆したくはないから、ひたすらに頭を下げる。

「泉も言っていましたが、無理をする必要はないんですよ。大塚さんとは別のアプローチで知識を深めてもらってもいっこうに構いません」

「いいえ。やっぱり企画を担当させて頂く私自身が、自社製品の魅力を理解していないと。こういうものは使用感が満足度の大半を占めると思うので、そこをレビュー頼みにするのは間違っている気がするんです」

「…………」

　私が決然として言うと、御子柴さんはしばらく珍しいものでも見るようにこちらへ視線を向け、黙っていた。けれど、再び口を開く。

「面接のときにも言いましたが、あなたの心意気には感服します」

　さきほどよりも幾分声の雰囲気が柔らかくなったような気がした。都合のいい解釈なのかもしれないけれど、私の気持ちを汲んでくれたのならありがたい。

「その心意気を無駄にしないように、私からも何かアドバイスできることがあるならしたいのですが……具体的に何が恥ずかしいんですか？　試すことそのものが恥ずかしいのか、それともそれをデータにする作業が恥ずかしいのか」

「……文字に起こすのが恥ずかしいんです。今まで打ったことのない単語を打っていると、すごくいけないことをしているような気になるというか。あと、その……それを御子柴さんに読まれるって考えると、それも恥ずかしいです」

　思っていることを素直に伝えると、御子柴さんは喉を震わせて微かに笑った。

「まあ、気持ちはわかりますよ。異性に送るのは躊躇うレポートでしょうから」

「は……はい」

　異性──それも、これまで出会ったことがないくらいの、とびきりカッコいい男性だ。しかも今は、自分の勤め先の社長さんという立場。

　女性の私としては、御子柴さんが私をそういう対象として見ていないとわかっていても、レポートを読まれるのが恥ずかしい。なぜならそこには、『メルティベア』で絶頂に導かれる私の様子がつぶさに書かれているはずだから。

「…………」

　視界に彼を映しつつ想像してみた瞬間、頬が熱くなって言葉が紡げなくなる。もしも真剣に書き上げたレポートを御子柴さんに読まれ、おもちゃによって快感に酔いしれる私の姿を想像されたら──

「……そんな目で見ないでください」

「すっ、すみませんっ……」　

　自分自身がいったいどんな顔をしているのかわからないまま、反射的に謝罪した。頭のなかの不埒な妄想を見抜かれたような気がしたのだ。恥ずかしさと申し訳なさで心臓がドキドキして、デスクを挟んだ向こうに座る御子柴さんにも聞こえてしまいそうだ。

　ポーカーフェイスの彼が、そんな私をどう思っているのかはわからない。怒っているのか、呆れているのか、困っているのか。どれであっても、真面目に打開策を話している最中に、明らかにぼうっとしている様子をよくは思っていないに違いない。

　今度こそ、匙を投げられてしまうだろうか。そんな不安が生じたとき、御子柴さんが椅子から立ち上がった。そして、デスクの横を回り、ゆっくりと私のすぐ傍まで近づいてくる。背丈の高い彼の顔を見上げるように視線で追うと、おもむろに口を開く。

「素直な人ですね、あなたは。私を意識しているのが否応なしに伝わってきますよ」

　やっぱりバレていたんだ。そう思うのと同時に、彼の瞳にほのかに点る情動に気付く。それは怒りでも呆れでも困惑でもない。もっと別の──本能的なもののように感じる。

「上司としての提案です。私にレポートを読まれることへの羞恥心が業務の妨げの一部となっているならそれを取り除くというのはどうでしょう」

「……取り除く？」

「例のおもちゃを、ここで使ってみてください」

「ええっ!?」

「何かを克服するときには、より高いハードルを超えることが有効であるようです。私の前で実際にレポートしてみてはいかがでしょうか」

「なっ……な……」

　──実際にレポートする。使っているところを、御子柴さんに見られる……？

「何言ってるんですか、そんなことできませんよっ!!」

　私は衝撃のあまり叫んでしまった。興奮気味の私に対し、御子柴さんはあくまで冷静なまま口元に人差し指を当てる。まるで、「声が大きい」と示すように。

「私が予めあなたの反応を見届けていれば、少なくとも『読まれること』への羞恥心はなくなるはずですよね。それに伴い、表現することに対する羞恥心も多少は薄れると思ったのですが」

「そ、それはそうかもしれませんが……」

　御子柴さんが何を言いたいのかはわかる。事前にその様子を彼が目にしていれば、レポートを見られることそれ自体の羞恥というのはさほど感じなくて済むだろう。……そのかわり、今度は彼に痴態を見られるという、狂おしいまでの別の羞恥心と戦わなくてはならないのだが。

「こっ、こんなのおかしいですっ！」

　私は激しくかぶりを振って言った。

「──あっ、もしかして冗談でしたか？　というか、冗談ですよね？　私が本気に受け取ってしまっただけですよね？」

　直後、これは御子柴さん流のジョークだったのではという仮説が脳裏に過った。仮説というより願望だ。そうであるなら笑って聞き流せるのに。

「無論、本気ですよ。あなたが羞恥心を捨てるにはどうしたらいいのか、熟考した結果です」

　ところが、私の願望は叶わなかった。彼は淡々としたトーンで、至極まっとうそうに、まっとうではないことを述べている。

「…………」

　脳内の処理が追いつかなくて卒倒しそうだった。

　こんなの普通じゃない。えっ、普通じゃないよね？　

　御子柴さんが大真面目に言うものだから、もしかしたら私の倫理観がズレているのかと疑ってみるけれど、結論が覆ることはない。ズレているのは、絶対に御子柴さんだ。

　──断らなきゃ。これを了承しては、何か大事なものを失ってしまいそうな予感がする。

「あのっ、私──」

「来栖さん」

　私の声を遮り、御子柴さんが名前呼んだ。

「──おもちゃは人をワクワクさせるもの、でしたよね。ならばあなた自身も気負わずにもっと楽しむべきだ。そう思えるように、私が力を貸しますよ。それに」

　彼はおそらく意図的に声を潜めた。唇の端を歪めるようにして、意味深に笑う。

「……あなたの、快感に酔いしれる可愛い顔。見てみたい気もしますしね」

「っ……」

　きっぱり断ろうと思ったのに、頭の奥に直接語りかけてくるような低く甘い囁きと、蠱惑的な視線に阻まれた。こんなこと、いつかもあったような。

　……そうだ。面接の日。御子柴さんと初めて会ったあのとき。応募を辞退しようとした私に、彼が『ワクワクするような大人のおもちゃを一緒に作ってほしい』と、熱心に訴えかけてくれたことが思い出される。

　御子柴さんの手がゆっくりと私の頬を掬った。されるがまま、私は彼の顔を見上げる形になる。

　切れ長の印象的な目が、私を見下ろしている。たっぷり時間をかけたような気もするし、ほんの一瞬だった気もする。とにかく、視線を交わらせたあと、御子柴さんの顔がゆらりと近づいてきた。

　きっとこのまま、唇同士が重なるだろうことは、想像に難くない。瞼の裏には、また面接のときの光景が蘇る。

　あのあと私は、自分でもよくわからないままに入社を決めた。彼の誘いに乗る形で、自らの意思で彼と握手をした。まるでそのときをなぞるみたいに、私はそっと瞼を閉じる。

　唇に触れる感触は、握手を交わした手のひらよりもずっと熱くて柔らかなものだった。

　

「御子柴さんっ……くすぐったい、ですっ……」

　応接セットの長いソファに組み敷かれた私は、ブラウスから覗く首や鎖骨などに口付けを落とされつつ、膝丈のスカートの裾から手を差し入れられた。そして、ストッキング越しにふくらはぎから太腿までを、フェザータッチでゆっくりと撫でられる。

「甘くてそそられる声だ。もっと聞かせて」

　胸に響く低音に促され、私の心臓はドキドキを通り越してバクバクと今にも破裂しそうな音を立てる。

　──この状況はどうしたことか。私はなぜ御子柴さんに愛撫されているんだろう。いや。それ以前に、なぜキスを許したのか。考えてみるけれど、こんな状態では思考がまとまるはずもない。

　ひとつだけ断言できるのは、嫌ではなかったということ。誰だって、自分が素敵だと思う人とのキスに悪い気はしないものだ。

「ぁ、んっ……」

　彼はもう片方の手もスカートのなかに差し入れ、同じように脚を優しく撫でながら、ウエスト部分に辿り着く。そうして、両サイドからストッキングの履き込み口を掴み、足先に向かってするすると下ろして、脱がせてしまう。

「白くて、滑らかで、綺麗な肌ですね」

「ふぅ、ぁっ……」

　彼の長く筋張った手が、私の内股を直にするりと撫でた。じわじわと滲むような快感に背を震わせる。

「……例のおもちゃはどこです？」

「っ……？」

　唐突な問いに、思わず目を瞬かせる。

「持ち歩いているんじゃないですか？　『メルティベア』を」

「どうして、それを」

「真面目なあなたの考えそうなことです。不本意なレポートに気を揉んでいたのなら、おそらくそうだろうと。……失礼しますよ」

　ソファに立てかけるように置かれていた私のバッグを拾い上げると、彼が私にそっと差し出した。私はそれを受け取ると、奥底にしまってあった角型のポーチから、彼が示したクマ型のおもちゃを取り出した。

「もっと触れていたいところですが……本題はこちらなので」

　バッグとポーチを再びソファの下に戻すと、私から受け取った『メルティベア』を目の前でチラつかせながら御子柴さんが言った。

　御子柴さんからの呼び出しのあとはランチに出ようと思っていたこともあり、たまたまこの部屋に通勤用のバッグを持ち込んでいた。この一週間、レポートは悩みの種だったので、『メルティベア』はバッグに入れっぱなし。それを彼に見抜かれ、発見された形だ。

「この吸引バイブ、何回試しました？」

「……一回、です」

「たった一回？」

　私はおずおずと頷く。その一回が鮮烈すぎて、情報収集には十分だと思い、それ以降は使っていない。アダルトグッズによる自慰が初めてだったこともあり、気持ちよすぎて怖くなってしまったのもある。

「もったいない。繰り返し使えば、何度でも上りつめることができるのに。……ということは、あなたはまだ、このおもちゃの真価を知らないわけですね」

　御子柴さんがまた喉を震わせて笑う。彼がこんな風に笑うのは、愉快に思っているときなのだろうとやっとわかってきた。

「教えてあげますから、レポートに素直に書いてくださいね。いいですか？」

「はいっ──ん……ふ、うんっ……」

　頷くと、再び御子柴さんの唇が私のそれに重なる。二回目のキスは、さっきと違って少し強引。舌先が無防備な唇をいとも容易く割って入ってきて、歯列や口蓋をゆっくりなぞっては舐め上げる。口のなかの弱い場所を刺激され、そこからじんわりと麻痺していくようだった。

　御子柴さんはキスしながら『メルティベア』を傍らに置き、私のブラウスのボタンを上から順番に外していく。すべてのボタンを外し終えると、ブラウスの合わせ目を左右に開き、脱がせてしまう。そこから覗くキャミソールをたくし上げ、胸の覆いを露出させる。

「あの……こっちは、関係ないんじゃ……？」

「こっち？」

　本来なら、御子柴さんの目に触れることはなかったであろう、パウダーピンクのブラをひと撫でして、彼が訊ねる。

「ですから、その……もっと下のほうに使うおもちゃなので」

　直接的な言葉は極力使いたくない。私は言葉を選びつつ、やっとの思いで答えた。

　──これではまるで、普通にセックスをするみたいだ。私が現状をどうにか飲み込めているのは、これも仕事であると自分自身に言い聞かせているから。その前提が崩れてしまっては、ますます混乱してしまう。

「なるほど。あなたがどんな風におもちゃを試したのか、よくわかりますよ」

「えっ？」

「いきなり局部に当てた。そうでしょう？」

「……だって、吸引バイブってそのためのものですよね」

「ええ、もちろん。その通りです。でも、より高い快感を得る方法があるんですよ。今から、それを教えますから」

　御子柴さんは涼しい顔でそう言ってのけると、応接テーブルの上から香水瓶のようなボトルを取り、蓋を開けた。これは『Ｍｅｌｔｙ＊ｈｏｎｅｙ』の主力商品のひとつである、温感ローションだ。とろみのある潤いをまとえるのはもちろんのこと、肌に乗せるととじんわりと温かくなることと、フローラル系のいい香りがすること、とてもローションとは思えない可愛らしいパッケージが人気を呼んで、常に販売サイトの人気上位にある──と、泉さんから説明を受けた。

　彼はボトルの中身を手のひらに取って、私の首やデコルテ、二の腕、脇腹などに伸ばしていく。芳しい花の香りが、鼻腔をくすぐった。

「ん……温かい……ですね」

「肌の水分に反応してるんですよ。自然な温かさでしょう？」

　私は頷いた。優しい手つきで塗りこまれて生じる温かさは、人肌のそれだ。そう意識した瞬間、またドキドキが加速する。艶めかしい指の動きとも相まって、まるで御子柴さんと肌を密着させているみたいな錯覚に陥ったからだ。

「それで──いよいよこちらを使います」

　言いながら、御子柴さんは『メルティベア』を拾い上げてスイッチを入れた。クマの口にあたる吸引部分が細かく振動を始める。

「あっ……！」

　ローションを乗せた首元に吸引部分を当てると、くすぐったいような、もどかしい感触が走る。振動レベルは一段階目、弱いレベルだ。でも微弱な刺激が逆に心地よいというか──はむはむと甘噛みされているみたいで、期待感と欲望とが高まるのを感じる。

「ん、はぁっ……ふ、うぅっ……」

　二の腕、デコルテなど、身体の中心から遠い場所から順におもちゃを当てられる。一定の振動を保ったままのそれは、ホットローションをまとった肌を細かく波打たせながら、軽やかで甘やかな刺激を刻んでいく。

　性感帯をなぞっているわけではないのに、吐息に興奮が交ざり始める。柔らかな皮膚をちゅくちゅくと音を立てて愛撫するかのごとく、御子柴さんの手に握られた『メルティベア』が、場所を変えながら緩やかな快感を施してくれる。

　こんな使い方、思いつかなかった。吸引バイブという名前からして、秘芽を吸い立てるためのものであるという認識でしかなかったので、意外だった。

「吸引できる場所は、局所だけじゃないんです。こうして時間をかけて愛撫されるのも気持ちいいですよね」

「は……はいっ……ふぅ、ぁあっ……」

　今まさに考えていることを言い当てられた気がして、私はドキッとしながら頷いた。と同時に、再びデコルテに当てられていたおもちゃが、じわりじわりと胸元まで降りていき、柔い膨らみに到達した。こぼれる吐息が、湿り気を多分に含んだものへ変わる。

「──もちろんここも、気持ちよくできるんですよ」

「ぁっ……！」

　両方の肩ひもを外されて、ブラのカップからふたつの膨らみがこぼれた。

「その気になってくれたみたいで、何よりです」

　御子柴さんに指摘されて、羞恥心を煽られる。露になった膨らみの先に色付く蕾は、さらなる刺激を待ちわびるようにぷっくりと勃ち上がっている。

　咄嗟に胸を隠そうとした手を、彼に払われた。

「言ったでしょう。あなた自身も楽しむべきだ。今は羞恥を忘れて、私に委ねて」

「御子柴さ──ぁ、はぁん……！」

　一度『メルティベア』を置いた御子柴さんは、改めてホットローションを手に取り、私の両胸にマッサージをするように伸ばしていく。膨らみを下から支えるような手つきで揉んだり、掬い上げたりする。彼の温もりや温感効果により、じわじわとした温かさが生じて心地いい。

「ふぁっ……！」

　彼の両手は次第に膨らみの上のほうを捉え、それぞれの親指で勃起した先端部分を掠める。ローションのついた滑る指先で、そのしこった場所を何度も擦り上げる。

「ぁ、それっ……！」

「触ってほしそうでしたからね。気持ちいいでしょう」

　胸の先端に突如与えられる直接的な刺激に、私は何度も首を縦に振って肯定する。

「たっぷり塗ったので、これからもっとよくなりますよ」

　彼の言う通り、ローションを丹念に塗布された胸元は、部屋の明かりを反射して、上から水飴でも垂らしたみたいにテラテラと光っている。自分でもすごく煽情的でいやらしい眺めだと思った。

　彼はどこか愉しそうにまた『メルティベア』を構えると、膨らみのラインに沿って吸引部分を宛がった。クマはぬるぬるの白い肌を甘噛みしながら、次第に胸の頂へと向かってくる。

「ぁあっ──……！」

　白からピンクへと色味が変わる場所に吸い付いたあと、ぱくんとクマの口中に収めるようにして、吸引部分を胸の先に押し当てられる。その瞬間、背中にぞくぞくとした官能的な悦びが駆け抜けた。

「ぁん、ん──これっ……！」

「気に入ってもらえたみたいですね」

　私の反応を満足そうに見つめながら、御子柴さんは胸の先を吸引部分に当てたまま、ゆっくりと円を描くようにおもちゃを動かした。

「んぁ、はぁっ、ああっ……！」

　先端を咥えられ、軽く吸い立てられているかのような感触だ。ローションで濡れているせいで、吸引部分の動きは、舌先でトリルされるときに似ていて、その淡い快楽に意識を持っていかれる。

「この商品は、もともとどちらにも使えるように開発したんです。そのおかげもあって、ユーザーから好評みたいですね」

「そう、なんですねっ……」

　言葉を交わす間も、『メルティベア』はツンと上を向いた胸の先を咥えたまま、微かに振動を続けている。

「振動レベルを上げるともっとイイですよ。試してみましょうか？」

　御子柴さんは私の了承を得るでもなく、『メルティベア』の振動レベルを一気に二段階上げた。吸引部分が、それまでよりもパワフルに振動する。　

「んはぁっ……！」

　胸の先端に小さな花火が散るように、微細でいて甘やかな刺激が迸る。

「ぁん、やぁっ──……気持ち、いいっ……！」

　思わずそう声に出してしまうほど、気持ちよかった。舌先で感じやすい胸の先端をころころと転がされている感覚が、休みなくずっと続いている。丁寧かつ人間には不可能な愛撫に、私はすぐに夢中になった。

「こっちの乳首も欲しそうですね？」

　もう片方の頂を示しながら、今度はその場所におもちゃを当てる。期待通りの愛撫を得られたことで、官能的な痺れを覚えるとともに、腰がきゅんと疼いた。

「はぁっ、んんんっ……！　それ、イイっ……！」

　しばらくの間、御子柴さんの手のなかにある『メルティベア』は、私の両胸の頂を行ったり来たりしていた。吸引されていないほうは彼の指先で捏ねられ、また違った性質の刺激を与えられる。

「その顔……すごく可愛いですよ」

　御子柴さんに耳元で囁かれて、私は小さく首を横に振った。自分がどんな顔をしているかなんてわからない。きっと、とめどなく襲ってくる快感に支配されていやらしい表情をしているんだろう。

「あなたが悦びに喘ぐ姿、もっと見てみたいですね」

　御子柴さんの操作によって『メルティベア』の振動が止まった。それを応接テーブルに置いてから、私のスカートのジッパーを下ろしてしまう。

「そろそろお待ちかねの場所に移ります」

「っ……」

　誰がどう見たって、業務の領域を超えている。いよいよ彼の手がスカートに伸びてきたとなれば抗ってもいいはずなのに、私は彼の所作ひとつひとつを見つめ、されるがままになっている。

　胸だけでこんなに気持ちいいのなら、もっと敏感な場所を弄られたらどうなってしまうのだろう？　そんな好奇心を止められない。

　御子柴さんはブラとお揃いのピンク色のショーツの中心をひと撫でして、眉を上げた。

「こんなに濡らして──いけない人だ」

「やぁっ……」

　彼に触れられたことで初めて気が付いた。ショーツの布地が秘裂にぴったりと張り付くくらいに、入り口からとろとろとした蜜が溢れている。

　──揶揄されるほど反応してしまっているなんて恥ずかしい。堪らずぎゅっと目を瞑る。

　恥ずかしいのに、それと同じくらい、さらなる快感を求めて、期待を募らせてしまう自分がいる。現に、身体そのものが心臓になってしまったのではと勘違いするくらい、鼓動はどきん、どきんと大きな音を立てている。

　御子柴さんは幾分もったいぶった手つきでショーツを下ろした。それは過剰に丁寧なようにも、私を焦らしているようでもある。彼は私の両脚を軽く開くように動かした。

　薄い恥毛を掻き分け、秘裂の両脇に指先を添えて、入り口を剥き出しにする。まだ残暑の季節ゆえに、クーラーの効いた空気が粘膜に触れ、ひんやりと冷たい。ここにはホットローションを塗っていないのに、じんじんするような熱をまとっている。

　御子柴さんに大事な場所を見られている。そんな興奮のせいもあるかもしれない。

　変化の乏しい彼の表情は、女性の局部の前でも同じだった。微かに目を細めてから、今度は指先で直に触れ、そこに十分な潤いがあることを確認する。そうして、テーブルの上のおもちゃに手を伸ばし、再度スイッチを入れた。振動レベルをこれまでと同じ三段階目に調節する。

「ローションは必要ないですね。このまま──」

「っ──……!!」

　言うが早いか、強い悦楽が身体の中心を貫いた。吸引部分がとろとろの愛液に塗れた敏感な突起を吸い上げ、ぶるぶると震えている。

　──何これっ……!?　身体の奥に電気が走ってるみたい……！

　呼吸をするのを忘れてしまいそうな強烈な刺激。実際に、私は少しの間息を止め、その快楽に感じ入ってしまっていたかもしれない。

　『メルティベア』を試したことがあるからこそ、使用感は把握しているつもりだった。けど、全然違う。私が自宅で味わったそれとは快感の程度に差がありすぎる。

「だ、めぇっ……！　これ、だめ、ぁ──……私、もうっ……!!」

　何かに縋りたくて、おもちゃを操作する御子柴さんのスーツの袖口をぎゅっと掴む。

　わずか数秒の出来事だった。私はピンポイントに与えられた鋭利な悦楽によって、高みに押し上げられてしまう。

　息を詰まらせ、吐き出したときにはもう開いた足先をぴんと伸ばして突っ張らせ、びくんびくんと震わせて果てていた。何もわからないまま、猛烈な勢いで襲ってきた高波に掻っ攫われた。そんな気分だ。

「あぁ、もうイってしまいました？」

「はぁっ……ぁあ……あぁっ……」

　おもちゃに吸われていた秘芽を解放され、御子柴さんにそう訊ねられて自覚する。

　──私、イっちゃったんだ。ほんの少ししか当てられてないのに……。

「イった感想、忘れないように訊いておきましょうか」

　驚きと絶頂後の余韻とで、浅い呼吸を貪る私に彼が言った。彼の淡々とした声音に、『メルティベア』の作動音が重なって聞こえている。

「気持ち、よすぎて……何がなんだか、わけがわかりません……」

　思考する余裕などなく、ありのままを伝えるだけに留まる。以前、確かにこのおもちゃを試したはずなのに、そのときよりも遥かに凄まじい快感が襲ってきたのは、どういうことなのだろうか。

　そんな私を見下ろしながら、御子柴さんはあの喉奥を鳴らす笑いをこぼした。

「ちょっとずつ焦らしながら快感を高めていくほうが、より深いエクスタシーを得られるんですよ。覚えておいてください」

「は……はい。次からは気を付けます」

　私の疑問は、頭上の彼が解消してくれた。ただおもちゃを試せばいいのではない。どういう風に試すかが重要であるということらしい。別のおもちゃを試すときには、そのあたりの研究も行ってからのほうが詳しいレポートを書くことができそうだ。

「『次からは』なんて、勝手に終わろうとしてます？　……まだ終わりじゃないですからね」

「え……？　ぁ、やぁあああっ……！」

　御子柴さんはたった今、高みに上りつめたせいでさらに敏感になっている秘芽に、再びおもちゃの吸引部分を押し当てた。『メルティベア』の口が、絶妙な加減の振動とともに私のぐずぐずに蕩けきった秘裂に浮かぶ突起を食む。

「御子柴さん、何してっ──ぁあ、強いぃっ……！」

　強すぎる快感は、場合によっては苦痛として感知されるのだと知った。私は反射的に暴力的とも言える愛撫から逃れるべく激しく身体を捩ってみるけれど、私の身体に跨った御子柴さんがそれを許さない。片手で私の動きを制しつつ、もう片方の手でしっかりと秘芽におもちゃを当て続けながら、こう問いかけた。

「吸引バイブがなぜ売れるのかわかりますか？」

「そん、なぁっ……わかんな、っ、ぁはぁ──！」

　考える余裕も、答える余裕もなかった。声を発することでさえ精いっぱい。少しでも気を抜くと、声色に媚びた響きが交ざり、意味をなさない叫びを上げてしまいそうだった。

「連続イキできるから、なんですよ」

　彼は耳元に妖しい囁きを落としてから、こともあろうか、おもちゃの振動レベルをもう一段階上げた。

「ひぁああっ!?」

　それに合わせて、作動音ももう一段階高くなる。よりいっそう激しくなる震えが秘芽を襲う。

「ぁああああああっ……!!」

　下半身が溶けてなくなりそうな不思議な感覚がしたと思ったら、瞬く間に二回目の絶頂を迎えた。いや。無理やり絶頂させられたという表現のほうが正しいかもしれない。

　無機質なおもちゃは、私の状態を慮ることも、加減をすることもない。定められた強さで吸い付かれ、振動を加えられて──耐えられなくなって、また弾ける。

　お腹の奥にぎゅうっと強い負荷がかかったあと、私が達したことを悟った御子柴さんの手が下肢から離れた。と同時に、苦痛のような快感から解放される。

「……来栖さん。可愛いイキ顔でしたよ」

　真上から聞こえる御子柴さんの声に、そちらへと視線を向ける。本心の見えない笑みを濃くしながら、彼の唇がゆっくりと近づいてきて、また私のそれに重なった。

「ふぁ……んんっ、む、うっ……」

　私の舌を誘い出そうと彼の舌先が伸び、ちろちろと何度も刺激する。さきほど交わしたキスよりも、ずっと濃厚で淫らなキスに溺れた。ざらざらする舌の感触が気持ちいい。

　アルコールに酔っているときみたいに頭がふわふわする。周囲の景色が心なしかぼやけて見えるのも、そのせいなんだろうか。

　……私、どうして社長室にいるんだっけ？

　御子柴さんが私にキスをしているのは何でだっけ？　

　こんなにも素直に彼の唇を受け入れているのが不思議だった。……いや。唇どころの話ではないか。上司である彼に絶頂の瞬間を見られてしまうなんて。仕事を理由にしたとしても、おかしいに決まっている。

　彼の唇が遠ざかるころには、『メルティベア』の振動音も消えていた。

「み、こしば、さん……」

「正しい使い方、わかりました？　……今度こそいいレポート、期待してますよ」

　おもちゃを持つのとは逆の手で、御子柴さんが私の頭をふわりと撫でる。

　その手の優しさに、私を見つめる穏やかな眼差しに、左胸が甘く疼くのを感じた。

　私は疲労のなかに微かな心地よさを覚えながら、「はい」と頷いたのだった。







第三章　専務からの告白！　蕩けるように愛されて……。








　入社してから半月が経過した、ある日のランチどき。

　私と泉さんは某動画配信会社に赴いてコラボ企画の打ち合わせを終えたあと、その近辺のカフェで昼食を済ませたところだった。

　駅前の飲食店が軒を連ねるビルの一階にある、自然派メニューを売りにしたその店は、コンセプトのためか近隣のオフィスで働く女性らしきお客が多い印象だ。私は鶏ささみの生姜焼き定食、泉さんは白身魚のフリット定食をオーダーし、美味しく頂いた。

　定食にはサービスで紅茶かオーガニックコーヒーが付く、ということで、私たちはふたりともコーヒーを頂くことに。食後、女性店員が運んできてくれた温かいコーヒーが目の前に置かれると、香ばしいいい香りがふわりと漂った。

「勤め始めて二週間が経ったけど、うちの会社はどうかな？　慣れた？」

　つい先刻の打ち合わせ内容の確認のあと、泉さんはコーヒーを啜りながらふと思い出したように訊ねた。

「はい、まだわからないこともありますけど、楽しく働かせてもらってます」

「本当？　前職とは内容が全然違うだろうから、困ったことがあったら何でも言ってね」

「ありがとうございます」

　親身になってそう声をかけてくれる彼にお礼を言いながら、ぺこりと頭を下げる。

　入社初日に直感した通り、泉さん──泉圭佐さんは、これ以上ないくらいにいい上司だ。この二週間は、仕事を覚えるため彼と一緒に行動することが多かったのだけど、彼の気配りと面倒見のよさにはただただ感服するばかりだ。業務内容については明確かつ丁寧に指示を出してくれるし、そのなかでわからない専門用語──主に、社会生活のなかでは絶対に耳にしないような俗っぽくて卑猥な言葉とか──を逐一教えてくれる。それに加え、企画部の人のみならず、別の部署の人たちとのコミュニケーションの架け橋になってくれるのは本当に心強い。

　顔は一瞬女性と見紛うほどにたおやかで可愛らしいのに、中身は頼りがいのある紳士そのもの。これで私と同じ二十六歳だというのだから驚いた。

　同い年であるという共通点があるからか、会話を重ねていくうちに、泉さんの口調は当初よりも少し砕けたものになった。彼曰く、「来栖さんも気を使わないでもっと気楽に話してね」とのことだけれど、新参者が上司に対してカジュアルに接するわけにもいかない。とはいえ、彼が私という新入社員を心底歓迎してくれているのは伝わってくる。

　だからもし、今もっとも相談しやすい相手は誰かと問われたら、間違いなく泉さんの名を挙げるだろう。

「あの、正直仕事内容については、まだ面食らうこともありますが……泉さんをはじめ、会社の方々がみなさん親切で、温かくて、それが本当にありがたいです。この会社って、社内の雰囲気がいいですよね」

「そうかな？」

「はい、とても。だから居心地がいいというか、働きやすいなって思ってます。残業もほとんどないですし、何かあったら気軽に相談もさせて頂けるし、社員さん同士が和気藹々としていますよね。……前の職場はいつも空気がピリついていて、胃が痛かったので」

　仲良しの同僚はいたけれど、所詮は表面上に過ぎない。親しくしていた同期に裏切られたのが退職の引き金になった私にとって、職場の雰囲気というのは重要視するもののひとつだ。ここの会社の人たちは、みんなおおらかで優しいし、新しく入ったばかりの私を快く輪の中に入れてくれるので、余計な心配をせずに仕事に集中することができる。

　当時のことを思い出すと、辛い気持ちが蘇るけれど、辞めて三ヶ月も経てばその不快な感情の輪郭が少しずつぼやけてきている。それだけ、自分自身が今の生活に順応し始めているのか。

「……それは大変だったね。うちの会社、とにかく労働環境の満足度を高く設定しようって決めてるから。そこはこれからも安心してもらって大丈夫だよ」

　ソーサーにカップを戻しつつ、彼は私を見つめる瞳を細めながら言った。

「『ＭｏｏｎＴＯＹＳ』はもったいないことをしたと思うよ。こんなに真面目な社員を失うことになって。そのおかげで、うちの会社は優秀な人材を得られてよかったけど」

「やだ、からかわないでくださいよ。全然そんなのじゃないです。社内コンペも全然振るわなかったですし」

　前職での評価は、高めに見積もって中の中といったところか。引き留められなかったことを鑑みるに、私の代わりはいくらでもいそうに思えて、今にしてみればそれもストレスの要因だったかもしれない。首を横に振ると、目の前の彼が負けじと「いや」とかぶりを振った。

「本当に。前職での様子はわからないけど、僕は来栖さんってすごくガッツがあって適応力がある優秀な人だと思うな」

「……えっ、本当ですか？」

　社交辞令と思っていたのに、いやに神妙な口調だ。木製のテーブルに身を乗り出す勢いの私におかしそうな笑みをこぼしつつ、泉さんが頷いた。

「だって未経験の、しかもこういう特殊な職場とは知らずに応募して、そのまま勤め始めて、文句ひとつ言わずに積極的に仕事を覚えようとするなんて……並大抵の覚悟じゃできないよ。すごいと思う」

「そんなに褒めてもらうと恐縮です。むしろ、よくわからなかったから飛び込めたのもあります。だから、覚悟という意味では全然」

　いくら労働条件のよさに惹かれても、最初からアダルトグッズ関連の会社だとわかっていたのなら、確実に応募をしていなかった。私の世界には存在しない選択肢。遠くかけ離れすぎていて、そういう仕事があるということすら考えが及ばなかった職種だ。

　白いカップから立ち上る湯気を視線でなぞりながら、私は微かに笑う。

「──面接のときは焦って、辞退しようって思いましたけど……でも、お世話になると決めて、少しずつこの仕事を知るにつれ、やりがいを感じるようになりました」

「それは、どんな部分に？」

　それまでよりも真剣味のある響きで──ともすれば、鋭さを含んだ口調で、泉さんが問う。直後、彼自身もそう思ったのか一転、朗らかな調子で続けた。

「あ、いや……ほら、この仕事って他人に言いにくいかなと思うんだ。アダルトグッズって、愛好している人は多いんだけど、そういう一面はなるべく他人に知られたくないものだし、だからこそ関心がないふりを貫く人が多いじゃない」

「そうですよね。私もこの会社に入るときに、こういう言い方はしたくないですが、仕事にプライドを持つことができるかとか、周囲に何て説明しようとか……考えたりしました」

　アダルトグッズはいやらしくて後ろ暗いもの。隠れて買って使うもの。女性が率先して興味を示すなんてもってのほか。そういう先入観があって、気が重くなったりした。

「でも実際に働いてみて、意識が変わりました。『Ｍｅｌｔｙ＊ｈｏｎｅｙ』の商品は、『女性がよりハッピーになるために』というテーマに沿って、自分磨きをするためや恋人との時間を楽しむためのアイテムが多くて、イメージががらっと変わったんです」

　自社製品をチェックし、ときには泉さんや大塚さんにも話を聞いたりして、この会社が作っているのは、世の中の女性が明るく人生をエンジョイするためのアイテムであるという確信を得ることができた。それが私の仕事に対するモチベーションを大きく上げ、自分も貢献したいという気持ちを抱くことができたのだ。加えて──

「それに、アダルトグッズって、いろんなアイデアと試行錯誤に満ちていて、私が人生で一番大切にしているものを体現しているなって思ったんです」

「一番大切にしているもの？」

「『ワクワク感』です。おもちゃメーカーで働いていたのは、自分で企画した商品を手にした人に、ワクワクを感じてほしいと思ったからだったんですよね。きっかけはおもちゃ違いでしたけど、アダルトグッズのユーザーさんだって商品にワクワク感を求めていることには変わらないわけですから。努力のしがいがありそうだな、と」

　そこまで言うと、私の言葉に真摯に耳を傾けていた泉さんが、ぱっと表情を明るくした。

「そんな風に思ってもらえてうれしいよ。やっぱり来栖さんは、うちの会社で働くべき人だったってわけだ」

「泉さんにそう言ってもらえるのはうれしいです。期待外れにならないように頑張らないとですね」

「僕の直感って当たるから大丈夫。……来栖さんみたいな人が必要だったんだ」

「そ……そう、ですか」

　彼の弾けるようなフルスマイルが眩しい。その柔和な笑顔を眺めていると、胸に心地よい痛みが駆け抜けていく。

　──私みたいな人が必要。もちろんそれに、『会社にとっては』という注釈がつくのは重々承知のうえだけれど、私のように恋愛経験の乏しい女が、泉さんみたいに素敵な男性からそんな言葉をかけてもらうと、ありがたいやら申し訳ないやらドキドキするやらで赤面してしまう。私は照れながら言った。

　上司としてはもちろん、男性としても極上である泉さんと一緒にいると、周囲からの視線を感じることが多い。現に今この瞬間だって、前後左右の席に座る女性客が、興味津々といった風に泉さんの端整な顔を見つめている。

　彼女たちの気持ちはよく理解できる。何たって、彼は容易には出会えないレベルのイケメンなのだから、目で追いたくなるのは致し方ないだろう。そんな彼と向かい合って座っていることに、優越感を覚えないと言ったら嘘になる。

「来栖さん？」

「あっ、いえ、何でもないです」

　私は頭の片隅にあった傲慢な感情を振り払うように、小さく首を横に振って、湯気の消えたコーヒーカップに手を伸ばした。そして、照れ隠しに中身を一口啜る。

「熱っ……」

「大丈夫？」

「す、すみません、大丈夫です。……そろそろ平気かなって思ったんですが」

　素早くカップを口元から外したせいで、中身をこぼしたかと焦ったけれど、セーフだったようで安心した。カップを慎重にソーサーへと戻す。

「猫舌なんだ。全然コーヒーに手を付けないから、どうしてかなとは思ってたんだけど……火傷しなかった？」

　優しい泉さんは、私のドジに心配そうに声をかけてくれる。私は大きく頷き、平気であるとの意思表示を示してから、小さく息を吐いた。

「……そそっかしいんですよね、私。直そうとは思ってるんですけど」

　件の求人応募のときもそうだったように、どうにも注意力が足りないところがある。自分では真剣に取り組んでいるつもりでも、詰めが甘いというか、視野が狭くなりがちというか。前職でもそういう部分が足を引っ張ったという自覚があるから、公私ともに気を付けたいとは思っているのだけど。

「来栖さんってちゃんとしてるから、そういう人のちょっと抜けたところって、可愛いなと思うけどね」

「っ……」

　あまりにも屈託のない笑顔でさらりと言ってくれるものだから、何て返事をしていいのかがわからなくてまた照れる。私よりも可愛い顔をしている人に言われる「可愛い」の破壊力は半端ない。いや、もちろん彼は深い意味があって発した言葉ではないのはわかっているのだけど、例によって免疫のない私には刺激が強いのだ。

「そういえば、レポートは提出できたの？」

　不意に振られた質問に、心臓がさらに早鐘を打つ。

「あ、はい」

「そうなんだ。社長の──御子柴さんの反応はどうだった？」

「……え、と」

　御子柴さん、という名前を聞いた瞬間、一週間前の社長室での出来事がフラッシュバックした。頭がボン！　と音を立てて爆発しそうなくらいに恥ずかしくなって、言葉に詰まる。

「どうしたの、顔真っ赤だよ」

「あ、えっと……はい……」

　私の様子が変だと気付いた泉さんが、続けざまに不思議そうに訊ねる。

「御子柴さんと、何かあった？」

「いえっ、別に何もっ」

　自分自身も不自然だと感じるくらいの素早い回答に、泉さんが噴き出した。

「その反応じゃ、何かあったって言ってるのと一緒だよ」

　──確かに、説得力のないリアクションをしてしまった。顔に出てしまう性分が恨めしい。

　こうして時間が経つと、あのときの出来事は私の妄想だったのでは──なんて考えが過るほど、現実味のないものに思えてくる。むしろ、そうであればどんなにいいか。

　けれど、目を閉じればあのときの御子柴さんのちょっと熱を孕んだ眼差しが浮かんでくるし、重ねた唇の感触も思い出すことができる。私は間違いなく御子柴さんとキスをして、おもちゃを操る彼の手によって高みに導かれたのだ。

　冷静に考えれば考えるほど、大変なことをしてしまったと顔を赤くしたり青くしたりした。なぜあのとき彼の提案を受け入れてしまったのかと理解に苦しむ。どうにかしてレポートを仕上げたいという焦りがあったのは否定しないけれど、だからといってあんな大胆な方法を許してしまうとは……。

　とはいえ、快感を文章に起こすという羞恥心を克服し、無事レポートを提出できたのは、この一件があったおかげだ。御子柴さんからレポートをシェアしてもらったという大塚さんからは「臨場感があって購買意欲を煽る内容」との評価を頂くことができたし、販売促進も兼ねて販売サイトでレポートを連載したらどうか、なんて話まで出始めている。大塚さんは、産休前に企画書を上げて泉さんに提出すると意気込んでいた。恥ずかしいけど、名前や顔がはっきり出るわけではないから、それが売り上げに繋がるのであれば協力させてもらう所存だ。

「……御子柴さんのほうは、何もなかった、のではないかと」

「どういうこと？」

「……ええと」

　羞恥によって頭の回転が鈍くなった頭で必死に考えながらそう述べると、案の定、泉さんからはさらなる疑問符が投げかけられる。

　あれから御子柴さんとは社内で何回か顔を合わせているけれど、顔を見ただけでドキドキして固まってしまう私に対し、彼はいつも通りのポーカーフェイスを貫いている。

　ということは、彼にとっては何も特別なことはなかった、という認識なのだろう。気にしているのは私だけ。でもそれを核心に触れずに説明するのは難しい。

「……実は、来栖さんが社長室に呼び出されたあと、しばらく帰ってこないのが気になって、心配してたんだ。外から声をかけたりもしたけど、取り込んでるみたいだったし」

「そ、そうだったんですか……」

　泉さんから声をかけられていたなんて、まったく気が付かなかった。……それどころではなかったのだから、当たり前か。その瞬間、ある不安が閃光のように過った。

「もしかして、声とかっ……聞こえましたか？」

　訊ねながら、おそらくそうだろうと確信する。声をかけたということは、扉のそばにいたということだ。そのときの様子を細かくは覚えていないけれど、快楽を覚えるままにはしたない嬌声をあげていた記憶は、ある。

　内心で戦慄しつつ、私は言い訳をするみたいに慌てて口を開いた。

「あ、あれは……違うんです。どうしても恥ずかしさが抜けなくて、御子柴さんに提案されたんです。恥ずかしさを克服するには、より高いハードルを越えればいいと……それで、御子柴さんに手伝ってもらってレポートを書けば、羞恥も薄れるんじゃないかと思って」

　でもそれがよくなかった。それまで怪訝そうに話を聞いていた泉さんが、はっとして問うた。

「──それってまさか、御子柴さんと一緒におもちゃを試したってこと？」

「えっ……」

　彼のリアクションから、早とちりをしたうえに墓穴を掘ってしまったと気付く。

「……いや」

　すっかり動揺した私が絶句していると、泉さんは絞り出すような声音で言った。それから彼は黙々とコーヒーを啜りはじめる。

「…………」

「…………」

　和やかだった空気が一変し、沈黙が耳に痛い。周囲の女性客の楽しそうな声が、わずかにそれを緩和してくれているのが救いだ。

　きっと泉さんは、社長室で何があったのか、おおよそ理解してしまったのだろう。

　軽蔑されただろうか。軽蔑とまではいかなくても、仕事のためとはいえお付き合いもしていない男性に身体を許す私に、嫌悪感を抱いてしまうのは仕方ないだろう。いつになく硬い表情をしている泉さんの顔を盗み見る。

　──せっかくいい関係を築けていたと思ったのに、自分のしでかしたことで信用を失くしてしまうとは、情けない。

　ほんの数分前の失言を悔みながら、私も空白を埋めるためのコーヒーを味わったのだった。
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　入社直後の不安はどこへやら。働き始めて二ヶ月も経つと、私はすっかりこの仕事を楽しみ、職場環境にも順応していた。

　今までなら残業に費やしていた時間も、プライベートの時間に変わったので、友人との食事や、習い事の時間に充てることができるし、職場の人たちとの関係も上手くいっている。

　とにかく、ストレスフリーなのだ。勤務中、程度の差はあれど常に感じていた胃の痛みとは完全にお別れでき、万々歳。転職して本当によかった。

　業務内容についても、無理のない範囲でさまざまな企画に関わらせてもらっている。今現在、私のメインの仕事のひとつになっているのが、週に一度、販売サイトにアップする自社製品の体験レポート。この企画を通す気満々だった大塚さんが泉さんに直談判し、彼女が産休に入る直前にＧＯが出た。いわば彼女からの置き土産というわけだ。大塚さんが不在の間、チェックは泉さんが担当してくれることになっている。

　アダルトグッズ初体験のスタッフが、丁寧かつ率直な感想を発信する……というスタンスがウケたらしく、取り上げた商品への注目が高まり、多少なりとも売り上げを伸ばす助けになっているようだ。商品の口コミに、購入の際に私のレポートが参考になったとの感想を頂くこともあり、それが励みになっている。

「来栖さん、来週分のレポート、もう上がってる？」

　企画部の島は小ぢんまりとしていて、大塚さんが抜けた今は私と泉さんのデスクのみだ。となりの席からの問いかけに、私は「はい」と返事をする。

「──ついさっき、メールで送りましたのでチェックお願いします」

「ありがとう」

　短くお礼を言った泉さんは、手元のノートＰＣを操作する。送ったばかりのレポートを読んでくれているみたいだ。

　今回は電気マッサージャー、いわゆる電マのレポートだ。『Ｍｅｌｔｙ＊ｈｏｎｅｙ』の電マはハンディタイプの美顔器に似せた、スタイリッシュで清潔感のあるデザイン。カモフラージュの利く見た目の割りには、振動パターンも多くパワフルな逸品だ。

　泉さんにチェックされるのは躊躇われたけど、慣れというのは恐ろしいもので、何度か繰り返すうちに羞恥心が薄れてきた。彼のほうも、誤字脱字を指摘する以外はほとんど何も言ってこない。『こういうのは女性の感覚のほうが正しいと思うから、僕は口を出さないようにするよ』と言っていたけれど、実のところは私がやり辛さを感じないようにとの配慮なのだろうと思う。

「うん、問題ないよ。これ、システム部に回しておくね」

「ありがとうございます。よろしくお願いします」

　レポートを読み終わった泉さんにお礼を言って、途中だった他社の担当者充てのメール作成の続きに取りかかる。

　泉さんは、御子柴さんとのことがバレたその日は何となくよそよそしさを感じたけれど、翌日以降はそれまでとまったく変わらない距離感で接してくれている。彼らしい、大人な対応でホッとした。内心で軽い女だと思われている可能性はあるけれど……この際、あからさまにそういう扱いをされなければ御の字だ。

　御子柴さんとの関係にも特に変化はない。レポートの件が終わってからは、直接関わる機会もないので、基本的には社内の廊下ですれ違ったりする程度だけど、気まぐれに様子を覗きに来てくれたりすることもある。

　……そのたびに、あの日のことを思い出してしまって、ドキドキしてしまうわけだけど。

「泉、ちょっと」

　──噂をすれば、だ。心地よい低音の声がフロアの入り口のほうから近づいてきて、泉さんの名前を呼んだ。そちらに視線をやると、御子柴さんの姿があった。泉さんは座ったまま、御子柴さんの仰ぎ見るように反応する。　

「来週月曜の午後一のスケジュール、空けておいてくれ。商談に同行してほしい」

「承知しました」　

　簡潔なやり取りを終えたあと、御子柴さんの視線が私にスライドする。

「お、お疲れさまです」

　立ち上がり、慌てて挨拶をすると、彼の唇が緩く弧を描いた。

「お疲れさまです。レポート、相変わらず評判いいみたいですね。その調子でよろしくお願いします」

　言い終わりに、やや緊張している私の肩を優しく叩く。ほんの一瞬だけ温かな感触を残したあと、彼が踵を返した。

「はいっ。あ、ありがとうございますっ」

　上ずる声でそう返すころには、既に御子柴さんの背中は遠くなっていた。

　社長室での出来事を思えば、肩に触れられるくらい大したことはないのに、御子柴さんに触れられたという事実にドキドキしてしまう。

　彼の背中を視線で追いながら、手が触れた左の肩口にそっと触れてみる。もちろん、そこには彼の温もりなんて残ってはいないのだけれど、そうせずにはいられなかった。

　時間が経てば経つほど考えてしまう。あのとき、御子柴さんはどうしてあんな提案をしたんだろう。悩んでいるのが他の女性社員だったとしても、同じ展開になっていたのだろうか……？

　想像したら、嫌な気持ちになった。御子柴さんが女性をそんな風に扱う人だと思いたくないし、それに……自分ではないその女性のことが、少し疎ましいと感じてしまったりして──

「来栖さん、どうしたの？」

　泉さんの問いかけに思考が断ち切られる。

「あ、いえ、何でもないです」

「そう」

　あまり納得していない口調で相槌を打つと、彼は再び手元のノートＰＣに意識を傾けた。

「…………」

　忙しくキーを叩くその横顔が浮かないように見えるのは、私が意識しすぎているからだろうか。

　この二ヶ月、泉さんと一緒に仕事をしていて気付いたことがある。周囲の誰に対しても柔和な対応をする彼だけど、その場に御子柴さんが現れたときだけは雰囲気が変わるように思う。そこまで露骨ではないけれど、わずかに空気がピリつくというか、不快感が漂うというか……とにかく、御子柴さんをよく思っていないことが伝わってくるのだ。

　この会社は御子柴さんと泉さんのふたりで立ち上げたのだと、大塚さんから聞いた。ゼロからすべてを作り上げたビジネスパートナーに悪感情を抱くことなんてあるのだろうか。

　密かに気になっているけれど、そんな個人的な事情を躊躇なく訊けるほど、泉さんとの関係が深まっているわけではないし、そもそも私の目にそう見えているだけなのかもしれない。

　泉さんには、私と御子柴さんの間に起きたことがバレてしまっている。その後ろめたさのせいである可能性は否めない。

　……いや、他人様の不仲を心配している場合ではないか。まずは、部下として直属の上司である泉さんからの信頼を少しでも取り戻すべく努力しなくては。

　そのためにできることは、仕事に打ち込むことだ。私は頭を仕事モードに切り替えて、となりの泉さんよろしくＰＣの画面に向き合ったのだった。
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「男女ともに満足度の高いコンドーム、ですか？」

　それから二日後の終業間際。泉さんに会議室に呼びされた私は、彼と円卓で向かい合って座っていた。商品の資料を渡されつつ、新たなレポートを題材を告げられる。

「そう。大塚さんが企画して、ユーザーの声を集めながら開発していたものなんだけど、ついにサンプルが上がってきたんだ。レポートで注目を集めて、購買意欲を高めたいところなんだけど、お願いできるかな？」

「はい、それはもちろん。でも……」

　私は手渡されたＡ４サイズのプリントを眺めつつ続ける。

「コンドームって、その……基本的には男性が使用するものですよね。私が使って感想を書くのはまったく構わないんですが、むしろこの場合は男性の意見を積極的に書いた方がいいような気もします」

　『男女ともに』満足度の高い、というコンセプトだから、当然女性側の感想も必要だろう。けれど、装着するのは男性側なわけだから、主体となるのはそちらの感想であるべきだ。

「……そうだね。来栖さんの言う通りだ」

　泉さんは数度頷きを落としつつ、それからちょっと難しい顔をした。

「なら、男性側の感想は僕が書くよ。他に頼める人もいないし」

「そうして頂けるとありがたいです」

　泉さんにそんな仕事をお願いするのも申し訳ない気もするけれど、私が請け負える部分には限度がある。彼の厚意に感謝して、頭を下げた。

　でもさらっと「僕が書くよ」なんて言えるのは、お願いできる相手がいるからなのだろう。彼ほどのイケメンなら彼女のひとりやふたり、間違いなくいるだろうとは思っていたので、驚きはさほどなかった。非の打ちどころのない彼氏を持って、彼女さんは幸せなはずだ。

　……ただ少しだけ、寂しいような気もした。彼のプライベートに干渉するほどの仲ではないにしても、ランチに行ったり、仕事帰りに軽く夕食を取ったりすることはあったし、そのなかで彼が女性の影を露骨に匂わせたことはなかったから、「もしかして今は特定の相手がいないのかも？」なんて、こっそり考えていたからだ。

　たとえ彼がフリーだったとして、私と何かが始まるわけではないし、それを期待しているわけでもないのに。寂しさを感じるなんて、何だかおかしい。

「泉さん、次に彼女さんと会うのはいつですか？　感想だけ投げてもらえればあとはこちらでまとめますので、出来れば来週の頭までには頂けますと助かります」

　不意に吹き込んできたすきま風のような感情をやり過ごしつつ、おそらく週末だろうと見当をつけつつ訊ねる。彼女さんも社会人だろうから、都合がつくのは休日になるだろう、と。ところが──

「彼女なんていないよ」

「…………」

　間髪入れずに否定する泉さん。その返答に安堵にも似た感情を覚える傍ら、はたと考える。じゃあいったい、どうやって試すつもりだというのだろう。

「締め切りが守れるかどうかは、来栖さんの予定次第かな。いつなら都合つきそう？」

「……それって──」

　なぜ私の都合を訊ねるのか。導き出せる答えはひとつしかない。

「いやいやいや、またそんな冗談言ったりして」

「来栖さんさえよかったら、僕と試してみてくれない？」

　笑い交じりに両手を振る私に対して、泉さんはくすりとも笑わずに、真顔でそう訊ねる。

　……残念ながら、冗談である気配はなさそうだ。私は笑みを引っ込めると、毅然と首を横に振る。

「い、いいわけないです。私、泉さんが彼女さんと試してくれるなら、と思ってお願いしたわけで……まさか、相手が私だなんて……」

「だめかな？」

「だめですっ」

「どうして？」

「どうしてって……だって、私と泉さんはお付き合いしているわけでもないしっ……」

　不可解であると首を捻っている泉さんに、どう納得してもらえばいいのか。私と一緒に試すということは、要するに、私とセックスをするということで──どう考えてもだめに決まっている。それがわからない人ではないのに。

「御子柴さんとは一緒におもちゃを試したのに？」

　すると、彼から思いがけない一撃が飛んできた。泉さんだけが知っているだろう、私と御子柴さんとの間に起きた、あの出来事。

「あれは……だって、仕事を進めるために、提案してもらったことで……」

「今回の件だって仕事だよね？　何か違うことがある？」

「…………」　

　そう言われてしまうと、ぐうの音も出ない。

　彼の言う通り、仕事のために自分の身体を許すというのなら、御子柴さんならＯＫで、泉さんはＮＧという言い分は成り立たない。

　だけど、そもそも私は御子柴さんに対してもそういう展開になりたいと積極的に動いたわけではないのだ。気が付いたら、いつの間にか実践的な状況になっていただけ。……流されてしまった私が悪いと言われれば、それまでだけど。

「ごめんね。来栖さんを言い負かしたいわけではないんだ。……ただ、御子柴さんとのことを考えると……どうしても妬けてしまって」

　二の句が継げないでいる私に、泉さんは台詞通りにすまなそうな表情を浮かべて言った。言葉尻で、円卓の上に置いた手を歯がゆそうにきゅっと握る。

　……妬ける？　私が訊ね返すよりも先に、彼は短く息を吐いてから続けた。

「もう隠し通せる自信がないから、言うね。来栖さんのことが好きだ」

　『好きだ』の三文字を聞いた瞬間、頭のなかがぐるっと渦を巻いた。

　えっ、泉さんが私を好きだって──そう聞こえた気がしたけど……？

「初めて見たときから、可愛いなと思っていたけど……一緒に仕事をしていくうちに、何ごとにも前向きで向上心があるところに惹かれて、気が付くといつも君を目で追うようになってた」

　聞き間違いかもしれないと、混乱しながらも彼の言葉を必死に追った。けれどその内容は、例の『好きだ』を裏付けるようなフレーズばかり。何より、私を見つめる真摯な眼差しが、泉さんの想いが本物であると物語っている。

　知らなかった……泉さんが、私をそんな風に思ってくれてたなんて。

「だから、御子柴さんとの話を聞いたときはショックだったよ。でも、同時に取られたくないとも思ったんだ」

　ほんの少し俯いて、悔しげに呟いたあと、泉さんは覚悟を決めたように顔を上げた。

「来栖さんは、御子柴さんのことをどう思ってる？　……好意があったから、提案を受け入れたの？」

「えっ……」

　ストレートな問いかけに戸惑う。そのときの気持ちは、自分でもまだ整理がついていない。私は少し逡巡して答えた。

「あの……私は……さっきも言いましたけど、仕事のために協力して頂いたという認識なんです」

　言いながら、御子柴さんの唇の感触や、低音で囁かれた、煽るような台詞を思い出して、身体が再び熱を帯びていくような錯覚に陥る。それ以外の理由も存在したのかもしれないけれど、嘘はついていない。

「来栖さんがそう思えるのなら、今回のことだって同じじゃない？　コンドームの販促のために、君と僕が協力するっていうだけなんだし」

　けれど、私の回答は泉さんの不満を募らせるだけだったようだ。納得できない様子の彼が畳みかけてくる。

　──販促することと、ふたりで商品を試すこととはイコールではない。まったく別の話だ。それはちゃんとわかっている。

　だけど、じゃあ、御子柴さんとのことはどう説明するの？

　彼の言う通り、仕事だと割り切っているのなら、泉さんの言うことを受け入れるべき……？

　ああ──突然のことで、頭のなかがごちゃごちゃしてまとまらない。

「じゃあ逆に、僕のことが嫌い？」

　問いかけに答えられずにいると、私を見つめる泉さんの顔に影が落ちた。

「そんなことあるわけないです」

　反射的に否定したのは、泉さんが私にとって素晴らしい上司だからだ。この二ヶ月、わからないことだらけの私をそばで支えて、励ましてくれた。そんな彼に感謝こそすれ、嫌うなんてありえない。

「よかった。安心したよ」

「泉さんはいつも私を気遣ってくれるし、仕事のささいなことでも相談に乗ってくれて、本当に感謝してます。私が笑顔で仕事を続けられているのは、泉さんのおかげが大きいと思っていますし、こんなに素敵な上司に巡り合えて、私は幸せです」

　強張っていた彼の表情が微かに緩んだところで、私は日ごろから抱いていた彼への尊敬の念や感謝の気持ちをひと息に巻くし立てた。

　仕事中も、休憩時間も、終業後の食事も……どんなときも絶やすことのない、泉さんの柔らかな笑みに救われている。容姿だけでなく、内面も美しい泉さんと一緒に仕事ができてうれしいと──これからもずっと彼のそばで働けたら、というのが偽らざる本音だ。

「素敵な上司、か……うれしいような、複雑な気持ちだね」

　泉さんは大きく息を吐いて、椅子の背もたれにもたれかかった。けれど、そのあとすぐに前傾して、意志の強い瞳で私を捉える。

「上司としてじゃなくて、異性としてならどうかな？　僕が、来栖さんの彼氏になりたいって言ったら……君は、どう思う？」

「か、彼氏、ですか……」

　──そういえば、泉さんに『好きだ』と告白されたんだった。それよりもびっくりするような提案のおかげで、実感できていなかった。

　泉さんが彼氏になったら──なんて、非現実的すぎてイメージできない。いつも数多の女性から言い寄られているだろう彼が、平凡を地で行く私に興味を持ってくれるなんてこと、ありえないと思っていたし。

「……そんなの、考えたことなかったです。泉さんみたいにキラキラしてる人が、私みたいな女に好意を持ってくれるなんて……」

「考えたことがなかったなら、今考えてみてほしい。僕が、来栖さんにふさわしい男かどうか」

「っ……」

　社内には、泉さんとお付き合いができたらと思っている女子社員も多い。そのなかには、スタイルがよくて可愛らしい、彼と釣り合いそうな人もいる。社外でだって、泉さんのように目立つ男性なら、女性のほうから近づいてくるだろう。そんな彼から、『あなたにふさわしい彼氏になれるかどうか考えてほしい』だなんて、恐縮してしまう。

　……泉さんは私の直属の上司だ。だから、特別な感情を抱くべきではないと思っていたし、実際そういう想いは抱いていないという自負があった。

　でもふと、さっき彼に彼女がいるかもしれないというときに過った寂しさを思い出した。

　そして、いないと知ったときの安堵感も。　

　そんな風に感じたのは、自覚しないまでも、私のなかに彼に対する恋愛感情が存在した証なのだろうか？　

　考えないようにしていただけで、本当は泉さんのことを異性として意識していたって言うの……？

　なら、御子柴さんに感じていたあのドキドキ感は何だったのだろうか。私って、そんなに気が多いタイプだったっけ？

　──自分の気持ちがわからない。いろんなことがいっぺんにありすぎて、頭が全然ついていかないんだけど……！

「困らせちゃってるのかな。だとしたら、ごめん」

　いろんな考えが巡るけれど、まったく結論に辿り着けずに悶々とする。思わず頭を抱えてしまう私に、泉さんが申し訳なさそうに謝った。

「僕が焦ってるだけっていうのはわかってる。でもこのままじゃ、御子柴さんに君を取られてしまいそうで、居ても立ってもいられなくて──わかった。もし君が仕事なら納得できるっていうなら、それでもいい。まずは、新商品の販促に力を貸してほしい」

　泉さんはもどかしそうに口にすると、椅子から腰を上げた。そして、私の前にやってきて、立ち上がるようにそっと促してくる。

　考えごとで脳内が渋滞している私は、促されるがままにゆっくりと立ち上がろうとして──そのまま、力強く抱きすくめられる。

　彼の体温がワイシャツ越しに伝わってきて、どうしようもなく胸が高鳴った。

「君に触れる理由が仕事でも、僕は構わないんだ。……今は、だけどね」

「い、泉さんっ……」

　哀願するような呟きをこぼしたあと、いたずらっぽく付け足す。

　意外だった。スラッとしていて線が細いと思っていた彼の体躯は、ほどよく厚みがあって頼もしい。しっかりと男の人であるのだと実感する。

「来栖さんを振り向かせたい。だからそのチャンスを僕にくれないか」

「…………」

　彼が放つ男性の色香にあてられて、どうにかなってしまいそうだ。

　心から信頼する大好きな上司にここまで言わせて……きっぱりと拒絶なんてできなかった。ドキドキと激しく脈打つ鼓動は、まるで身体そのものが楽器になったみたいだ。私は、ほとんどパンクしかけた思考で頷いてしまった。

　その微かな意思表示を汲んでくれたらしい泉さんは、抱き締めたまま片手で私の頭を優しく撫で、状況を飲み込み切れずにぱっちりと目を開けたままの私の顔を覗き込んで微笑む。それから、掛け時計に視線を滑らせて言った。

「──もう終業時間過ぎたね。一緒に帰ろうか」





◆◇◆






　『エデンの林檎』と名づけられたこのコンドームの特徴をわかりやすく表現すると、薄い、甘い、滑りがいいという三点に尽きる。

　特筆すべきは甘いという要素──フレーバーがついているということ。オーラルセックスに抵抗がある女性も多いことから、爽やかなリンゴの香りと味を取り入れたらしい。好奇心を盾に取ることで、男性側がお願いしやすくなるという狙いがあるようだ。

「…………」

　私は、サイドテーブルの上に置いてある『エデンの林檎』の箱をじっと見つめながら、またしても同じ轍を踏んでしまったことを悔やんでいた。

　退勤後、私と泉さんは会社近くのイタリアンレストランで軽く夕食を取ったあと、タクシーを使い、あえて三駅ほど先にあるシティホテルに向かった。先にシャワーを浴び、白いバスローブをまとった私は、入れ違いにシャワーを浴びている泉さんが戻って来るのを、こうしてダブルベッドで待ちわびているというわけだ。

　彼にコンドームのレポートに誘われたり、好きだと告白されたり、御子柴さんへの嫉妬を匂わされたり──と、次から次へと驚くような発言を受け、キャパオーバーになってしまっていた。けれどひとりになって冷静になると、やはりこれが正しい選択だとは思えなくなってくる。

　職場の上司とことに及ぶなんて不健全極まりない。彼は仕事だと言い張っているけれど、私を好きだというのなら、その時点で私情が絡んでいるわけで。仕事にはならないのではないか。

　……それに、彼の気持ちを疑うわけではないけれど、彼ほどの人が私を好きだというのにも半信半疑だ。出会ってそんなに時間が経っているわけでもないし、自分で言うのも悲しくなるくらい平々凡々の私に、そんなに情熱的に想いをぶつけてくれる理由がわからなかった。

　もしかしたら、レポートにかこつけて、単に身体の関係を迫られただけ？　

　私が御子柴さんとあんなことになったのを知っているから、簡単にオトせると思った、とか？

　泉さんがそんなひどい人だとは考えたくないけれど、そういった真相であるほうが納得できるような気もする。

　……だとしたら、やっぱりだめだ。泉さんとセックスするなんて、絶対にだめ。

　逃げ出したい気持ちが頂点に達したとき、バスルームの扉が開いた。振り向くと、私と同じ白いバスローブ姿の泉さんが出てくる。

「お待たせ」

「あの……やっぱり私、帰っ……」

「だめだよ、帰さない」

　着替えの置いてあるクローゼットに駆け出そうとしたところ、正面から泉さんに抱き留められた。シャワーのあとだからか、会社で触れたときよりも温かくて、心臓がどきんと跳ねた。

　私の動きを制すると、彼は密着していた身体をそっと離して続ける。

「レポートを書くには、男女それぞれの感想が必要なんだよね。それに」

　言葉を途中で止めた彼は、ほんの少しだけ俯くと、私の瞳と視線をかち合わせて微笑んだ。

「──君を振り向かせるチャンスを、僕にくれるんでしょ？」

「……い、泉さんは、私なんかのどこがいいんですか……？」

「さっき言ったよ。何ごとにも前向きで、向上心があるところ。それに、真面目なのにちょっと抜けてるところも可愛いと思う」

　以前、ランチのときにそんなことを言われたことが頭を掠める。私は彼から注がれる温かな眼差しから逃れるようにかぶりを振った。

「それがわからなくて……泉さんなら、もっと素敵な女性のほうが釣り合うのにって」

「来栖さんは素敵だよ。自分ではそうは思わないのかもしれないけど、僕にとってはとても魅力的な女性」

　私をまっすぐ見据える彼の口調はきっぱりとしていて、嘘を言っているようには聞こえない。でも──　

「……仕事で御子柴さんと……ああいうことになってても、ですか？」

　私は意を決して、気になっていた疑問を口にしてみる。

「てっきり軽蔑されてると思ってました。それか、呆れられているか。本当言うと、自分でもどうしてあんなことになったのか、わからないんです。自分のことなのに説明がつかないなんて、おかしいですよね」

　言いながら、なんて幼稚な思考回路なんだろうといたたまれなくなる。これでは、その場の雰囲気に流されてしまったと打ち明けているのと一緒だ。

　台詞の終盤につれ落ち込んでいく私の前髪を、泉さんがくしゃりと掻き混ぜる。

「軽蔑なんてしてないよ。それに、君のほうから御子柴さんにけしかけるなんてことはないと思ってる。……だからこそ、妬けるんだ。御子柴さんも君のことを想っているんじゃないかって」

「そんな、まさか。……簡単に誘いに乗ってくる女だって認識してるだけ、じゃないですかね」

　あの日以来、よくも悪くもそのことについて触れてこない御子柴さんだ。本当にレポートの手助けをしてくれたのでないならば、手軽に遊べる女性を探していたと考えるのが普通だろう。

　すると、泉さんは何かに気付いたように小さく息を飲んだ。

「ね、もしかして、僕のこともそういう風に思ってたりする？　君を都合のいい女にしようとしてる、みたいな」　

「……あの、違うんですか？」

　本人を目の前にして問いかけるべきかどうか悩んだけれど、真実を知りたい気持ちが勝って訊ねてみる。彼はとんでもないとばかりに勢いよく首を横に振った。

「違うに決まってる。……真剣に伝えたつもりだったんだけど、伝わらなかったか。社内の相手に告白するのって、けっこう勇気が要るんだよ」

　言葉でこそ詰らないけれど、泉さんは傷ついたという表情を浮かべている。

　自分の立場に置き換えて考えてみる。……確かに、会社の同僚というのはお互いが辞めない限りずっと関係が続いていくものだし、軽々しくその距離を縮めようなどとは思わないのかもしれない。

　ということは、彼はある程度の覚悟をもって私に気持ちを伝えてくれたんだろうか。

「ご、ごめんなさい……私……」

「いいよ、突然だったし、仕方ないよ。これから信じてくれれば」

　心ない発言をしてしまったと素直に頭を下げると、泉さんは普段通りの優しい笑顔で許してくれた。そして、私の手をそっと取ると、それまで私が座っていたダブルベッドへと導く。清潔感溢れる真っ白なシーツの敷かれた柔らかなマットに、私をそっと横たわらせた。

「あっ……」

「だから帰るなんて言わないで。まだ本題も済ませてないしね」

　彼は片手を仰向けになった私の頭上にあるそれに絡ませると、私の身体を跨ぐようにベッドに膝を着いた。それから愛おしげに私を見つめて、唇を近づけてくる。

「待って──」

「こんな無防備な君の姿を見て、待てると思う？」

　もう片方の手を伸ばして彼を制そうとするけれど、反対にその手を取られてベッドマットに押し付けられてしまい、叶わない。

「こんな……私、やっぱり、間違ってる気がして」

「やっぱり来栖さんは真面目なんだね。難しいことは考えなくていいよ。今はとにかく、レポートと……僕のことだけ考えて」

　優しく囁いた泉さんが、そっとキスをする。御子柴さんと違う唇が、私のそれを味わうように食み、微かなリップ音を立てて離れる。

「来栖さんの唇、柔らかくて美味しい……もっと力抜いて、楽にして？」

「んっ、はぁっ……」

　受け入れてはいけないと思っているのに──唇の艶めかしく柔らかな感触と、差し込まれた舌に口腔をじっくりと掻き回され、頭の芯がじぃんと痺れる。

　──口のなか、気持ちいい……抗わなければという気持ちとは裏腹に、両手にこめた力が徐々に抜けていく。

　やがて完全に勢いを失ったことを確認すると、彼はベッドマットに押し付けていた手を解放し、私のバスローブの結び目に伸ばした。

「だめ、解いちゃっ……」

「どうして？」

　小刻みに首を振り、彼の唇から逃れてから、咄嗟に解かれようとしていた結び目を掴んだ。その手の上に、彼の指先が添えられる。

「見られるの、恥ずかしくて……」

「君のすべてを知りたいんだ。全部、見せて？」

「泉さんっ──ふ、ぁあ……」

　再び彼の形のいい唇が私のそれを塞いだ。舌先同士を擦り合わせてから口蓋をくすぐられると、さきほどよりも繊細で甘美な刺激に感覚が支配される。その隙をつくみたいに、泉さんの手がバスローブの紐を解く。しゅる、と微かな摩擦音がした。

「ここはオフィスじゃないから、名前で呼んでほしいな」

　合わせ目を左右に開きながら、私を真上から見下ろす彼が乞う。

「えっ……」

「ほら、呼んでみて」

　バスローブの下は、生まれたままの姿だ。太腿から脇腹にかけてをさあっと撫で上げる彼に促され、私はぞくぞくとした切ない震えを感じながら、躊躇いがちに口を開いた。

「ぁあ……け……圭佐、さんっ……」

「うれしいよ。すごく、興奮する」

　名前を呼ぶと、泉さんは言葉通りにうれしそうに頬を緩めた。直後、彼の優しい眼差しに、色めいたものが滾った。

「僕も、あやめって呼んでいいかな？」

　泉さんに下の名前で呼ばれた瞬間、快感にも似たじわりとした熱に胸を締め付けられる。自分が彼にとって特別な存在であると示されたような、期待感。

「……は、はいっ……んぁあっ……！」

　思わせぶりに腰や脇腹を撫でていた手が、胸の膨らみに到達した。つい数時間前も、となりの席でＰＣのキーを叩いていた、しなやかで長く伸びた指先が、片側をじわじわと捏ねるように愛撫する。

「あやめは胸が大きいんだね。手のひらに吸い付いてきて、すごく気持ちいい……」

「ぁ、そんな、ことっ……」

　今まであまり意識したことはなかったけれど、Ｅカップというのは大きいほうなのだろうか。ブラを買いに行くとき、サイズの在庫がなくて困ったことはなかったから、普通だと思っていた。

「──いやらしくて、可愛い」

「んっ……ん、ふ、ぁっ……」

　彼の手のひらの動きによって、ぐにゅぐにゅと形を変える膨らみ。片方ずつ同じように緩やかに愛でられ、自ずと呼吸が乱れていく。

　そうしているうちに、彼が私の胸元に顔を埋めた。刹那、胸の先が温かい何かに包まれる。

「っ……!?」

　驚いてその場所に視線を注ぐと、さっきキスをした厚みのある唇が、ピンクに色付く私の胸の飾りに吸い付いている。

「ごめんね、触れてるだけじゃ我慢できなくて……ちゃんと感じさせるから……」

　言葉を交わすために一度勃起しかけたそれを解放したものの、彼の唇はまたすぐに同じ場所を捉える。そして、ちゅくちゅくと湿り気のある音を立てながら軽く吸い上げ、刺激した。

「んっ、んんっ……！」

　彼の唇の動きに合わせて生じる官能的な痺れは、まるで微弱な電気を通されているみたいだ。その切なさに背筋を震わせる。

「感じてる声……可愛いね」

　泉さんは堪らないといった風に呟くと、もう片方の飾りを咥えながら、指先をゆっくりと下肢へと滑らせる。そうして秘部の茂みに到達すると、秘裂を探すみたいに指の腹を這わせた。

「ぁんっ……！」

「あやめの恥ずかしいところ、少し濡れてる」

　恥毛の生えそろうその場所を押し分けて侵入した指が、すでに高ぶりを滲ませる根源を見つけた。揶揄するように複雑な曲線を描く縁をつん、つん、とノックする。

「んっ、それはっ……泉さんが、するからっ……」

　悦びを感じはじめていると知られて恥ずかしい。身を捩っていじわるな手から逃れようとするけれど、逃げようとすればするほど、彼の指先が潤む粘膜を撫で、くすぐってくる。

「圭佐、だよ。……いや、反応してくれてうれしいって思ったんだ」

　言葉とは裏腹に彼の指を受け入れようとしていることに気が付き、泉さんが満足そうに笑って言った。人差し指と薬指で入り口を押し広げ、露出した秘芽を中指で転がされる。

「ふぅっ……んん、ぁあっ……!!」

　鋭い快感が迸り、私は堪らず高らかに啼く。同時に胸の先端に吸い付かれ、また違った性質の快楽を与えられると、喜悦とともに身体が浮き上がってしまうような心許なさを覚えた。

「気持ちいい？　……もっともっと、感じさせてあげたい」

「けい、すけ、さんっ……！　ぁん、はぁっ！」

　頂を舌で突かれ、扱かれながら言葉を紡がれると、その振動で余計に快感が増していくように思う。

　秘芽を嬲られて鮮烈な悦びを享受するうちに、秘裂からは熱い滴りがこぼれ落ち、泉さんの挑発的な指先を濡らしていく。

「ここ……どんどん溢れてくるね。まるで、もっとしてほしいっておねだりしてるみたいだ」

　くちゅくちゅ、と、わざと水音を立てて示され、羞恥心を煽られる。その勢いで入り口に埋め込まれた指先を、彼は揺するように動かした。異物感はあるものの、十分に潤っているため痛みは感じない。

　焦らされているらしく、それはすぐには膣内に侵入してはこなかった。第一関節くらいまでを埋め込むと、浅い場所を緩く掻き混ぜるだけに留まる。

「そんな顔しなくたって、ちゃんと指、挿れてあげるから心配しないで」

　ピンと勃ち上がった頂から顔を上げた泉さんと視線がかち合うと、彼はいたずらっぽく言った。そして、有言実行とばかりに、膣内へゆっくりと中指を鎮めていく。

「んんんっ……！」

　熱い内壁の間を、角度をつけた彼の中指が沈むように進んでいく。根元までを飲み込むと、彼が膣内の感触に陶酔するかのごとく、艶っぽく微笑んだ。

「まだ少しキツいから解さないとね……あやめ、キスしよう」

　誘われるがままに、迫る唇を受け入れる。今度のキスは、それまでよりもずっと強引で乱暴で、でもだからこそ頭をからっぽにして夢中になれた。上下の唇をこじ開けて侵入してくる舌を、自らのそれで受け止める。口腔内で情熱的に絡まる粘膜の感触は、とても甘美で官能的なものだった。

「んっ……ふ、むぅっ……ぁ、ふぅっ……！」

　必死で快楽を貪っているうちに、膣内の指がいつの間にか二本に増えていた。壁を擦りながら、狭い隘路を優しくこじ開けていく。

「……好きだよ、あやめ」

　舌先が擦れて痛くなりそうなほどの激しいキスを終えるころには、ぴっちりと閉じられていた入り口が、彼の手でとろとろに解されていた。彼の手をしとどに濡らし、お互いの体温によって気化した濃い蜜の匂いが立ち込める。

「圭佐さんっ……」

　泉さんのソフトな声で下の名前を呼ばれるのは、やっぱり心地いい。自然と彼を下の名前で呼び返すと、彼はよろこびを隠せないとばかりに破顔する。

「可愛い、堪らないよ……あやめを気持ちよくして、イかせてあげたい……」

「あ、あ、ぁっ、やぁあんっ……!!」

　二本の指をぐちゅくちゅと出したり挿れたりしながら、親指で秘芽を柔く押し潰す泉さん。私を高みに導くと決めてからの所作は、目的の場所へ確実に誘うかのごとく、熱を孕んだ下肢に強烈な愉悦を叩き込んでくる。

　──そんな風に無遠慮に刺激されたら、本当にイっちゃいそうっ……！

「やぁんっ、それ強いいっ──頭、おかしくなるっ……！」

「なってもいいよ。いや、おかしくなってほしい……君のすべてを、僕に曝け出してほしいんだ」

　言いながら、泉さんは内壁を擦る指の動きを速めながら、秘芽をこりこりと弾くように愛撫する。そうすることで、私の身体は一気に絶頂に向かって駆け出していくだろうと、知っているかのように。

「だめ、それ、だめっ──圭佐さんっ……ぁ、ああああっ……!!」

　彼の指の動きを制するよりも早く、ぴくん、ぴくんと秘裂を戦慄かせながら私が達した。頭のてっぺんをきゅうっと掴まれるような独特の感覚に身を任せつつ、より深い喜悦を得るために、無意識のうちに膣内に留まる彼の指を締め付けてしまう。　

「いやらしい声だね。気持ちよくイけたみたいで、よかった」

「ふぁ……」

　緊張していた身体が弛緩すると、呼吸を忘れかけていた身体が酸素を貪り、大きく胸を上下させる。

　その一部始終を真上から眺めていた泉さんが、秘裂からそっと指を引き抜き、私の額に労わるような口付けを落とした。身体中の間隔が敏感になっているせいか、唇が触れるだけでも背中に甘やかな震えが走る。

「もう十分に解れたね。それじゃ……例のもの、試してみようか」

　泉さんの視線が、サイドテーブルの上に置かれた手のひらサイズの箱に注がれる。彼につられるみたいに、パステルカラーでリンゴのシルエットが描かれたパッケージを見つめながら、きっと今以上の悦びを得られるだろうことを想像して、また下肢を疼かせてしまうのだった。

　

「可愛いパッケージだよね。外箱もだけど、個装も品があるって言うか」

「そうですね……まるで化粧品のサンプルみたいな雰囲気で、女の子が持ち運んでも後ろめたさのないデザインだと思います」

　ベッドの上に並んで座る私と泉さんは、『エデンの林檎』の個装パッケージを手に取りながら、それぞれの感想を述べる。白無地に淡いオレンジで『Ｆｏｒｂｉｄｄｅｎ　Ｆｒｕｉｔｓ』と商品名の英訳が記されており、余白に使いかたの英文が所狭しと記載されている。そのデザインが外資系のスキンケア化粧品のサンプルを連想させて、女性は親しみを持ちやすいのではないだろうか。　

「期待値は高そうだね」　

　個装を破ると、甘酸っぱいリンゴの香りがする。表面に塗布されている潤滑ゼリーにフレーバーがついているのだと、さっき見せてもらった資料に書いてあったのを思い出した。

「いい匂いがする」

「そうですね。私もこの香り、好きです」

　キツすぎず、グミやキャンディのようにふわりと香るのが好印象だ。

　泉さんはパッケージから薄紅色の避妊具を取り出し、手に取った。

「……着けてみるね」

　呟くように宣言して、自身のバスローブの結び目を解いた。もう片方の手で合わせ目を

　軽く開いて、下腹部を露出させる。

「……っ」

　凝視するわけにもいかず、私は思わず目を逸らした。彼だって、まじまじと見られるのは本意ではないだろう、と。なのに。

「よそ見しちゃだめだよ」

　それに気付いた泉さんが、すかさず窘める。

「えっ──」

「レポートするんでしょ。ちゃんと見てないと」

「……は、はいっ……」

　これは仕事でもあるのだという彼の言葉に、私はおずおずと目線をその場所に合わせた。

　──わ、大きいっ……それに、どくんどくんって力強く脈打ってる……。

　白いタオル地の合わせ目から覗く彼自身は、その綺麗な顔立ちに似合わずグロテスクなほどに赤黒く、根元のほうから幾筋かの太い血管が浮き出ている。その上の括れた部分に被さる、パンと張り出した笠の表面が、部屋の照明を反射して艶やかに光り、微かに震えていた。　

「食い入るように見られると、それはそれで緊張するけど」

「ごっ、ごめんなさいっ！」

　苦笑する泉さんの台詞に、慌てて謝る。こんなにしっかり視界に収めるつもりはなかったのだけど、いざその逞しいものを目の前にすると、驚きのあまりつい凝視してしまった。

「いいよ、好きなだけ見て。あやめになら、むしろ見てほしいかも」

　そう笑った彼が、自身の剛直に避妊具を宛がった。そして、スムーズな手つきでするするとそれを被せていく。

「けっこうゼリーがたっぷり塗ってあるよ」

「このゼリーって、潤滑剤ですよね。その、挿入しやすくするための」

「そうそう、摩擦を減らすためのものだね」

「オーラルセックスでも使えるって書いてありましたけど、そういうのって舐めても大丈夫なんでしょうか」

「口に入っても大丈夫な成分らしいよね。……どうする、舐めて確認する？」

「！」

　泉さんが人差し指と親指を避妊具を被せた高ぶりの先端に添え、からかうように訊ねるものだから、羞恥で返答に詰まる。

　盲点だった。コンドームはセックスのときに使うものだという頭しかなかったから、オーラルセックスに誘われる可能性もあるということを想定していなかったのだ。

　泉さんのソレを、私が舐める……？　

「──なんて、あやめにいきなりそんなことをさせたくないからね。まずはふたりで、気持ちよくなろう」

「あっ、泉さんっ──」　

　きっと彼は私の反応を愉しむためだけに訊いたのだろう。私と向き合うようにバスローブの袖を引いた。さっきまでのように、適度な弾力のあるマットの上に組み敷かれつつ、彼の手は結び直した私のローブの合わせ目をまた解いてしまう。

「ここでは名前で呼んでくれるんでしょ？」

「は、はい、圭佐さんっ……」

　下の名前で呼び直すと、泉さんはうれしそうに瞳を細めて私の両膝を折り、左右に割り開いた。両手で膝頭を支えながら、その手前に自身も両膝を着き、避妊具を装着した剛直を秘裂に擦りつける。

「あぁっ……！」

　潤滑ゼリーの滑らかな感触のおかげで、熱棒は秘裂の上を抵抗感なくスライドする。体温に触れ、ゼリーの芳香がより強くなった。

「薄いし、その分相手の体温も伝わりやすいかも……擦られてる感覚、わかるよね？」

　前後に腰を揺らしながら、泉さんがやや息を弾ませながら問うた。

「はいっ……圭佐さんの、当たってて……熱いですっ……」

　体温だけじゃなくて、泉さんの形や感触もありありと伝わってきて、顔が熱くなる。柔らかな凹凸を彼のエラ張った剛直が通り過ぎていくたびに、達したことで消えかかっていた欲情の火種を煽られる。

「潤滑ゼリーの感触はどう？」

「んっ──ぬるぬるしてて……するんと挿入っていきそうな感じがしますっ……」

　ふさわしい角度で圧力をかければ、難なく呑み込んでいきそうだ。媚肉を掻き分けてこの張り詰めたものが侵入してくるのを想像しただけで、ぞくぞくと官能的な震えが背筋に走る。

「このぬるぬるって、ゼリーだけなのかな？」

「あぅっ！」

　律動を止めることなく、泉さんは私の入り口に人差し指を押し当てた。つぷ、と微かに音を立てて指先を咥え込んだその場所は、とろみのある滴りを溢れさせる。

「ほら、ゼリーなんて必要ないくらいに濡れてる。擦られて、欲しくなっちゃったのかな」

　一度彼の指先によって解されていた入り口は、外的な刺激によって再び興奮を帯びている。泉さんが指摘する通り、まるで物欲しそうに涎を垂らすみたいに、秘裂全体に淫靡な香りを放つ蜜を滲出させている。

「あはぁっ、圭佐さんっ……！」

　人差し指が遠ざかり、赤く潤んだその場所を、ひたすら彼のもので擦られる。でっぱりの部分が秘芽に引っかかると、腰が砕けてしまいそうな強い快感が湧き上がる。

「御子柴さんとは、セックスもしたの？」

　そのとき、泉さんがふと思い出したように訊ねた。

「しっ、してないですよっ！　するわけないじゃないですか」

　──急に何を訊くのかと思ったら。私は瞬間的に否定した。

「そう、ならよかった」

　もしかしたら、密かに気にしていたのかもしれない。彼の口調は安堵に満ちていた。

「──僕のが欲しいって言ってくれたら、これ……挿れてあげるよ」　

　「これ」と口にしながら、ぐぐっと剛直を押し付ける。頭の片隅で、ほんの少し角度をつけてくれたら、先端だけでも挿入ってくれそうなのに──とか考えてしまう自分があさましい。私は首を横に振った。

「だ、めっ……」

「どうする？　これ、欲しくない？」

　また熱を帯びたかたまりを押し付けられる。

　愛撫らしい愛撫は何も施していないのに、私の身体に触れ、私の反応を窺うことで期待を膨らませている泉さんの剛直。彼のほうこそ、私の膣内に挿入りたいと思っているはずだ。

「やぁ……恥ずかしいっ……」

　私のほうから言わせたいなんて──いつもの優しさはどこへやら、泉さんはいじわるだ。

　顔から火が噴き出そうで、思わず両手で顔を隠した。

「そういう反応、余計にいじめたくなっちゃうな」

　やんわりと私の手を退けて、視線を互いが触れ合う熱い場所へと促しながら、彼が高ぶりによって声を上ずらせながら言う。　

「ね、見てみて。……こんなに擦り合って、もうほとんどセックスしてるのと同じだよ。それでもまだ恥ずかしいって思う？」

　襞を捲るように前後に動かされると、つるつるとした薄い膜に覆われた雁首に、入り口を穿られる感触。身体の内側から溢れてくる欲望の証によって、既にゼリーの存在感は薄れているけれど、だからこそ、その大きな質量を受け入れる準備は整っているように思われる。

　──そうなのかも。恥ずかしい場所を晒し合い、擦り合ってるのだから、ほぼセックスしているのと変わらない。そんな思いが募って、わずかに残っていた最後の一線を越えることへの躊躇や戸惑いの感情が崩壊する。

「ほら、言って。ここに当たってるの、欲しいんでしょ？　あやめの入り口、ひくひくして待ちわびてるみたいだ」

「ぁ、あああっ──」

　侵入の許可を得るかのように、膨張した彼の切っ先が、蜜を滴らせる外門を何回もノックする。柔い肉を掻くその刺激でさえも、私の理性をじわじわと奪っていく。

　──欲しい。切なく戦慄く秘裂に、泉さんの大きくて硬いものを、挿れてほしい。

「挿、れてっ……」

　私は堪らず懇願した。

「圭佐さん、挿れてっ……圭佐さんのが欲しいのっ！」

 はっきりと口にしてしまったら、羞恥心よりもぞくぞくとした興奮が身体中を支配した。会社の上司にいけないことをお願いしている。そんな背徳感が私を激しく高ぶらせたのだ。

「よく言えたね。……約束、守らないと」

　彼の瞳が欲情色に染まったのがわかった。興奮を押し殺した掠れ声で呟くと、刺激を欲してやまない潤んだ襞に狙いを定め、滾ったものを宛がった。そして、ぐっと腰を押し進める。

「ふぁ、あああっ……！」

　鋼でも仕込んだような硬いそれが、内壁を押し広げながら膣内に挿入ってくる。指よりもずっと太いものが身体の内側を擦っていくのを、私は背中を震わせながら感じ入った。

「く、っ……熱くて、とろとろで、膣内……気持ちいいよ」

「ぁ、はぁっ……すご、いっ……」

　何度か腰を揺らしたあと、泉さんの切っ先が最奥に到達すると、甘やかな痺れが全身を包み込んだ。下肢に埋め込まれた彼自身が、すべての不足を満たしてくれるような感覚に陥る。

「挿入ったときの感じ、ちゃんと覚えててね。レポートに書けるように」

「はいっ……」

　正直、レポートのことを考える余裕なんてないくらいだけれど。私は必死に頷いた。

「僕のほうは……すごく、イイよ。ちょっとキツいけど、薄いから膣内に擦れる感じも鮮明だし……フレーバーのおかげでいい香りもするしね」

「……な、なるほど」

　ちょっとキツいと感じるのは、サイズが大きいためではと思ったけど、そういうところに注目していると思われるのは恥ずかしいから、伝えるのは控えておいた。

　というか、コンドームの感想を相対的に述べられる人というのは、これまで様々な種類を試したことがあるに違いないわけだけど……彼ならばぜひ相手をしたいという女性も多いだろうから、不思議ではないのか。

「でも、君の膣内をリアルに感じるからか、じっとはしていられないや──ごめん」

　もどかしそうに言うや否や、泉さんが抽送を始める。括れの部分までを残して引き抜くと、再びぐっと押し込む所作を繰り返す。そのたびに、粘膜が擦れるいやらしい水音と、身体の中心に響く鈍い快感とが共鳴した。

「あっ、ぁ──……！」

　その大きさゆえに、膣内に収めるのに苦労するのではとの思いも過ったけれど、杞憂だったようだ。潤滑ゼリーと劣情のぬかるみのおかげで、猛った剛直は摩擦による痛みなど感じさせずに、蕩けるような悦楽を伴って秘所を往復する。

「あやめも動いてほしかったんだよね」

　最初は確かめる風に慎重な動きだった。けれど、私の快感に酔う表情を目の当たりにしているだろう彼は安心したらしく、次第に動作の間隔を狭めてくる。

「──なかの襞が誘い込むみたいに絡みついてくる」

「やぁっ……言わないでっ」

　無意識での反応を指摘されるのは、貪欲だと思われているようで恥ずかしい。私は泣きそうになりながら言った。

「いやらしい君も好きだよ。僕で気持ちよくなってくれて、うれしい」

　きっと彼の台詞は嘘ではないのだろう。恥じらい、情けない顔をしているだろう私を見たのと同じタイミングで、膣内を穿つものがさらに膨張したように感じたからだ。

　……私の痴態で興奮してくれているのだろうか。

　質量を増した熱棒を幾度も突き立てながら、彼は私の身体を右側に横たえた。膝頭を支えていた両手は腰の位置へと移動して、横向きに寝転んだ状態で背後から挿入する体勢に変わっていく。

「あんっ、やぁあっ！」

　──この体勢、すごくイイところに擦れるっ……！

「……そうだ。ゴムの感想、女性側のも聞きたいな。どんな感じがする？」

　意図しなくても、声のボリュームが増してしまう。明らかに私のリアクションが変わったことに気付いているのに、泉さんはあえてそれに触れなかった。一定のリズムで膣内を擦りながら訊ねてくる。

「んぁあっ！　ぬるぬるで、いっぱい擦れてっ……ぁ、はぁっ、気持ちいいですっ……！」

「抽象的だね。もっと、レポートに書けそうなコメントがいいな」

　鋭い悦楽に思考を乗っ取られそうになっていたため、あまりにも感覚的な表現となってしまうのを、彼がおかしそうに笑った。ともすれば快感を享受することに没頭してしまいそうなところを、何とか頭を働かせる。

「け……圭佐さんのカタチとか、熱さとか、すごく伝わってきてっ……つ、着けてるのに、着けてないみたいな感じがいいですっ……」

　十分な潤いも手伝い、いかにも避妊具を着けているような感覚はなかった。私も泉さんほどではないにしろ、避妊具を着けて行為に及んだことは何度もある。ものによっては擦れて痛かったりして、あとあとになってヒリついたりする場合もあるのだけれど、そういう予感がしないのはとてもいいと思った。余計なことは気にせずに、行為そのものに集中できる気がして。

「あぁ、それは魅力的なコメントだね。着けてるのに着けてないみたい……男性側も、それは同じかも」

「ん、ふぁ──やぁんっ、んはぁっ！」

　冷静に返答しながら、このわずかな時間で私の弱い場所を心得たらしい泉さんが、なだらかなカーブを描く先端で、的確にその場所を刺激してくる。私の理性を完全に奪い去るくらいの、激しい愉悦を迸らせる場所。

　──そこばっかり擦られたら、もうおかしくなっちゃう……!!

「ぁっ──あぁあああんっ……!!」

　執拗な責めの果てに、私はまた気をやってしまった。足の指にぐぐっと力を込めたのも束の間、弛緩するとともに脱力し、散々煮込まれたあとのように、頭のなかのものがどろどろに溶けて流れていってしまうような感じがした。

「またイったんだ」

　愉快そうな泉さんの声が降ってきたので、振り返るようにやや顔を傾けながら、まだ私と繋がったままの彼の顔を見遣る。

「こんなに僕のことをきつく締め付ければわかるよ。蕩けた顔してる」

　愛おしげに瞳を細めて私の乱れた前髪を撫でる泉さん。女性の髪に触れるのは、彼の癖なのだろうか。その所作は、まるで恋人にするかのように甲斐甲斐しい。

「僕もイきたい……あやめの膣内、めちゃくちゃに突いていい？」

「け、いすけ、さ──うごか、ないでっ……！」

　許可を得るようでいて、既に彼は律動を再開させていた。二度の絶頂により、さらに滑らかになった内壁を、ざらざらした性感帯を、遠慮なく侵していく。

「あ──っ、やぁ、許してっ……！　そんなの、すぐっ……！」

　またそこ突かれたら、すぐイっちゃうっ……！

「あやめ、可愛い。たくさん啼いて。僕に感じてる顔を見せて。もっとお互いに、気持ちよくなろう」

　耳元で囁く声音は甘く優しいのに、下半身を貫く怒張は力強く、私にさらなる絶頂を味わわせるために動きが加速していく。

「だめっ……そこ、ぐりぐりって、しちゃっ……！」

「ここがあやめの気持ちよくなれる場所？　いいよ、たくさん擦って、イかせてあげる」

　私が膣内で最も感じる場所を重点的に押し上げられ、身体が弾けそうなくらいの激しい喜悦に感じ入る。

「ぁああっ──それ、イイっ……！」

　──すごい……こんな気持ちいいこと、知らない……！

「だめです、私っ……イく、イっちゃいますっ……！」

「いいよ、僕も君と一緒にっ──……あぁっ……出るっ……！」

　だめ押しとばかりに、彼の片手の指先が、自身の出入りする秘裂の上側にある突起を捉えた。溜まった愛液に浸されたその粒を、二本の指で挟むように刺激される。

「ふぁああああああっ……!!」

「う、ぁっ……!!」

　それを合図に、私はまた上りつめた。その際に生じた収縮で、泉さんも自らの欲望を避妊具のなかに放ったようだった。私は悲鳴に近い嬌声をこぼしながら、ぐったりとマットに身体を投げ出す。

「っ……は、ぁっ……すごかった……」

「気持ちよかったよ、あやめ……」

　しばらくはお互いに絶頂の余韻に浸りつつ、呼吸が落ち着いてきたところで、泉さんがそのままの姿勢で私を後ろから抱き締める。

「──こうして触れ合ってみて改めて確信したよ。僕はやっぱり君のことが好きなんだって。……君さえよければ、僕とお付き合いしてほしい。絶対に大切にする」

「……圭佐さん」

　肩越しに見る彼の表情は、激しい情事のあとだというのに凛としていて、彼の気持ちが確固たるものであると示していた。

　誰にでも分け隔てなく優しくて面倒見のいい泉さん。きっと、お付き合いを始めたなら、私のことを大切にしてくれるに違いない。上司としてはこれ以上ないくらいの好感を抱いているし、男性としても申し分なく素敵だし。すぐにＯＫの返事をしたくなる自分がいるのも確かだ。

　──でも……。

「あの……もちろん泉さんのことは素敵だと思います。こんな風になっておいて、今さらなんですけど……少しだけ、冷静に考える時間を頂けないでしょうか」

　どうしてか、脳裏に御子柴さんの顔が浮かんできた。私と御子柴さんこそ上司と部下の関係でしかないのに、彼を差し置いて泉さんとお付き合いをしてはいけないような気持ちになってしまったのだ。……自分でも、その理由がわからないのだけれど。

　でもとにかく、自分の気持ちがはっきりするまでは、結論を出すべきではないと思った。

「……そうかもしれないね。今日の今日では、急だったかもしれない」

「んっ……」

　彼は私の膣内から自身を引き抜くと、私を抱き起こし、向かい合って座りながら頷いた。

「わかった。あやめの答えが出るまで待つよ。また今度改めて、気持ちを聞かせてほしい」

「すみません……ありがとうございます」

　自分でも中途半端で潔くない返事たと思ったから、深々と頭を下げる。

「謝らないで。それくらい真剣に考えてくれてるってことなんでしょ」

　それでも彼は我儘な私を詰ることなく、いつも会社で見せてくれているのと同じ優しい微笑みを向けてくれる。

「もう遅いし、どちらにせよ今夜は泊まって行こう。……なるべく何もしないように頑張るから、心配しないで」

　サイドテーブルにある備え付けの時計で時刻を確認して彼が言う。もう二十二時になろうとしているところだ。翌日が平日ならば何があっても帰宅しているところだけど、幸か不幸か今日は金曜日。仕事の心配をしなくていいのなら、泊まっていってもいいのかもしれない。

　……それに、せっかくだから、もう少しだけ泉さんと一緒に過ごしたいという気持ちもあった。曖昧な返事をしておいてずるいけれど、それが本音なのだから仕方がない。

「……じゃあ、そうします」

「よかった。もう少し一緒にいられるね」

　私が断ることも予想していたのか、泉さんは私の返事を聞くと、明るいトーンでそう言った。それから、シーツを引き寄せて私の身体にかけてくれる。

「先にシャワー浴びておいで。その格好で傍に居ると、僕の理性がもたないから」

「は、はいっ」

　使用済みの避妊具の処理をしたあと、泉さんは本気なのか冗談なのかわからないことを笑い交じりに口にして、私をバスルームに促した。彼の気遣いに感謝しつつ、私はシーツで身体を隠し、すぐさまバスルームに向かったのだった。
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　目が覚めたのは、スマホのアラームのせいだった。僕は断続的に鳴り響く電子音を頼りに、目を閉じたまま傍らに置いた自身のスマホに手を伸ばした。

　現在時刻は七時。平日はこの時間に起床している。アラームを解除している間に、ここが見慣れた自室の風景でないことと、そうなるに至った経緯が次々と頭を過る。

　スマホを置いていたのとは反対側に身体を向けると、微かな寝息を立てて気持ちよさそうに眠っている来栖さんの姿があった。

　無邪気な寝顔は、昨夜、僕の腕のなかで乱れていた彼女とは別人みたいだ。とはいえ、どちらの彼女も可愛くて、抱き締めたい衝動に駆られるけれど、無理やり起こしてしまうのは本意ではないから堪える。

　よくもまあ、あんな大胆な誘い方ができたものだと自分でも思う。案の定、最初は拒まれたけれど、強引に押し切ったのは、来栖さんを他の誰にも盗られたくない一心だった。……当然、『彼』にも。

　レポートの件で、来栖さんと『彼』が性的な接触を持ったと知らされたときは、本当に辛かった。好きな女性に、別の男の手で快感を刻まれたなんて我慢ならない。しかも相手はあの『彼』なのだから、なおさら胸がモヤモヤした。

　会社に入ったばかりの、直属の部下に恋愛感情を抱くべきではないのは承知の上。好きになってはいけないと思いつつ、それでも好きになってしまうのが恋なのだ。

　僕はまぎれもなく来栖さんに恋をしている。可愛らしく、誠実でいて人懐っこい明るさを持ち合わせている彼女と話していると、日々、無意識のうちに張り巡らせている心の緊張が緩む感覚があった。それが心地よくて、ランチや勤務後の食事に誘ったりした。来栖さんのほうも、嫌な顔をせずに快く付いてきてくれたから、「少なくとも嫌がられてはいないんだな」と安心したものだ。いや、もっと言えば、「もしかしたら彼女も僕と似た感情を抱いてくれているかも」なんて期待も、少しだけした。

　だからこそ、社長室での一件がショックだったのだ。来栖さんの気持ちは、既に『彼』に向けられているのではないかと、不安になった。

「う……ん」

　仰向けになって、胸の上までシーツを被っていた来栖さんが、こちら側に寝返りを打った。その拍子に、来栖さんがそっと目を開ける。

「おはよう、あやめ」

　上体を起こしつつ、目覚めたばかりの彼女の名前を呼んだ。昨夜そうだったように、ふたりだけの空間であれば、下の名前で呼んでも構わないだろうと思って。

「いっ……泉さんっ──私……あれっ……？」

　まだ寝ぼけているらしい来栖さんは、現状を把握できていないらしい。何度か二重の目を瞬いたあと、僕の名前を呼びながら飛び起きた。と同時に、胸にかかっていたシーツが大きく捲れる。

「思い出した？　昨日の夜のこと」

　固まったまま視線だけを泳がせる様子を見ていると、昨夜の記憶を辿っているのがよくわかる。僕は静かに問いかけた。来栖さんが躊躇いがちに頷く。

「……お、思い出しましたっ……」

「顔、真っ赤だよ。大丈夫？」

「だ、大丈夫です……！」

　来栖さんのなかで、僕とのセックスは完全に予定外の出来事だったに違いない。それゆえの恥ずかしさに赤面する彼女をからかうように訊ねつつ、僕の視線はもっと下の方に注がれる。

「気付いてる？　バスローブの前、撓んでる」

　眠っているうちに着崩れたのだろう。彼女のバスローブの前は、合わせ目のと部分が大きく撓んでいて、そこに隠れるべきふたつの膨らみがこぼれ落ちそうなほどだった。

「っ──ごめんなさいっ……」

　僕が指摘すると、来栖さんは焦ったように合わせ目を左右から引き寄せ胸元を覆い隠した。

「……参ったな。せっかく朝まで我慢したのに」

　彼女の白く豊かなバストが脳裏をチラついて、僕は自虐的に笑った。

　少しでも長く来栖さんと一緒にいられたら──と、時間が遅いことを口実に、ホテルに宿泊するのを提案したけれど、僕の告白に対する返事をもらうまでは何もしないと約束したから、昨夜は必死に気を逸らしていたのだ。その努力を、こんな形で反故にされるだなんて。

　余計に狼狽している来栖さんの顎をそっと持ち上げながら、僕はおもむろに顔を近づけた。

「あやめのせいだよ。まだ返事をもらえてないから、求めちゃいけないってわかってるけど……でも、そんな無防備な姿見せられると堪らないな」

「……あっ、泉、さ……、んっ」

　来栖さんの唇を自身のそれでそっと塞いだ。昨夜、何度も触れては離れた彼女の唇の感触はこんな感じだったと思い出しながら、縮こまった舌先を誘うように絡ませる。

「ん……ふぁ……」

　来栖さんは僕にされるがままになって、小さく呻いた。昨夜の甘い啼き声を想像させる声音は、僕の情欲を強く揺さぶってくる。

「っ──い、ずみさんっ……」

　唇を解放すると、彼女は早くも蕩けた顔で僕を見つめている。

「約束守れなくてごめん。でも、あやめがとなりにいると思うと、気持ちが抑えられないんだ」

　次に来栖さんと身体を重ねるのは、彼女から正式にお付き合いの了承を得てから。そう決めていたのに、好きな女性の肢体を前にしては、そんな決意も空しく崩れ去ってしまう。そんな自分を情けなく思いつつも、湧き上がる衝動を押さえ込むことができなかった。

「泉さん、でも私……」

「わかってる。すぐに答えがほしいなんて無粋なことは言わないよ」

　僕が来栖さんの彼氏として相応しいかどうか、考えてほしいと伝えてある。ゆえに、考える時間は十分に取ってもらいたいのだけれど、真面目な彼女には僕と触れ合う理由が必要なのだろう。

「──『エデンの林檎』のレポート、まだ試してないことがあったよね？　仕事としてなら受け入れてくれるのかな」

「えっ──んんっ……！」

　断る隙を与えないように、素早く来栖さんの手首を引き、もう一度彼女の唇に深く口付けた。ちょっと卑怯な気もするけれど、業務を理由にすれば、彼女ならきっと応えてくれる。そう思ったのだ。

　

「……じゃあ、あの……させてもらいますね」

　シーツを捲り、両脚を投げ出してベッドに座る僕。その脚の間に両膝を着くと、来栖さんは遠慮がちにそう言い、僕の下腹部に顔を埋めた。薄紅色の薄い膜に覆われた怒張の根元に手を添え、恐る恐る先端をひと舐めする。

「んっ……」

　薄いゴム越しにも、彼女の柔らかくて温かい舌の感触をしっかりと感じることができる。不覚ながら、僕がわずかに声をもらしたのと同時に、下腹部で熱を保つそれもぴくんと跳ねた。

　すると、来栖さんが顔を上げて、少し心配そうに眉根を寄せて僕の様子を窺ってくる。

「あやめの舌が気持ちよくて。……どう、リンゴの味はする？」

　不快だったわけではなく、むしろその逆であるからこその反応であると告げてから問うと、来栖さんはホッとした風に表情を綻ばせた。

「はい、甘くて、ちょっと酸っぱくて……リンゴの飴の味そのものって感じがします。口でするのはちょっと……っていう人も、これならかなり抵抗感が薄れると思います」

　──なるほど。狙い通りのできと言うわけか。　

「……じゃあ、そのまま……潤滑ゼリーの部分を舐め取るみたいにして……続けてもらってもいいかな？」

「は──はいっ……」

　真面目な来栖さんは、僕の指示通りに再び怒張に舌を這わせた。彼女の舌がゼリーを掬いながら敏感なその場所を滑るたびに、僕の下肢に甘美な疼きが生じ、それに堪えるみたいに奥歯を噛んだ。ただでさえ快感を覚える行為であるのに、愛撫してくれているのは僕の想い人だから、輪をかけて鋭い刺激であると感じる。

「ふ……っ、く……気持ちいいよ……っ」

　ゴムに塗布されたゼリーをほぼ舐め終えたころには、来栖さんの愛撫に応えるかのように、僕のそれは膨張して力強く上を向いていた。

「……こんなに大きくなって……すごい……」

　根元の方から先端に向かって舐め上げながら、頬を紅潮させた来栖さんが呟く。僕のものを舐めるうちに、彼女自身も興奮したのだろう。指先を添える怒張を見つめる瞳は熱を帯びている。

「薄いから、舌の感触がダイレクトに伝わるんだよね。……っていうのが、レポートを意識した回答だけど、でも本当は」

　僕は彼女の艶のある茶色い髪を梳くように撫で、続けた。

「──あやめがこうやって舐めてくれてるからだよ。好きな子に舐めてもらえるの、うれしいし」

「っ……」

　自分の気持ちをストレートに伝えると、来栖さんは恥ずかしそうに言葉を詰まらせた。

　欲を言えば、僕と彼女との間を隔てるものを取り払って愛撫してほしいと思うけれど、そうでなくても十分に気持ちよかった。それに、まだ僕に対しての気持ちが固まっていない彼女に対して、これ以上の無理押しはしたくないのもある。……彼女がこうして口淫を許してくれたのは、業務の一環であるのだから。それを忘れてはいけない。

「僕が毎週どんな気持ちで、君から送られてくるレポートをチェックしていたかわかる？」

「えっ……？」

「レポートを読みながら、あやめの気持ちよさそうな顔を想像するだけで堪らなかったよ」

「だ……だから……こんなに、感じてくれてるんですね……」

　高ぶりに打ち震える剛直を、指先でなぞりながら来栖さんが恥ずかしそうに言った。

　彼女が書いたレポートには、商品を使ってどのように快感を得たか、オーガズムを味わったかがこと細かに書かれていた。会社だからとどうにか平静を装っていたけれど、理性とは裏腹に身体が反応してしまうこともあって、それを隠すのに苦労したものだ。

「苦しいですよね……このままだと」

　彼女は少しの間躊躇っていたけれど、覚悟を決めたようにごくりと喉を鳴らし、欲望のままに膨れ上がった先端を口に含んだ。……温かくて、思わず湿った吐息がこぼれる。

「んっ……ゴム越し、れも、もっと気持ひよく……なれそうれすか……？」

　上目遣いでこちらを窺う表情はうっとりとしていて艶めかしい。僕のものを口に含みながら不明瞭に問いかける彼女の姿に、激しく劣情を駆り立てられる。

　口のなかいっぱいに僕を受け入れた来栖さんは、唇と舌を使ってゆっくりと高ぶりを扱き始めた。

「……それ、イイ……気持ちいいっ……」

　吸い付く力が徐々に強まると、腰が砕けそうになるほどの強い快楽が生じる。一枚の隔たりがある分、直にそうされるよりも刺激が必要だと思ったのかもしれない。彼女の思惑は当たっていて、めいっぱいの悦びを与えられた怒張は、硬さや大きさを増していく一方だ。

「泉さんの……気持ひよさそうな顔見へたらぁ……ぞくぞくしてきひゃいまひたっ……もっと、感じてほしぃっ……」

　じゅぽじゅぽと、淫靡な水音を立てながら、その合間に、唾液とともに興奮で上ずった言葉が唇からこぼれる。その様が淫猥なのに美しくて、目が離せなくなる。

「う、ぁっ……！」

　ものすごい勢いで、、身体の中心に熱が集まってくるのがわかる。彼女の隘路に見立てた柔らかな口腔内で追い立てられると、否応なく高みへと手を引かれる。

「ぁっ……あやめ、もう──……っ!!」

　その瞬間はすぐにやってきた。口蓋と舌の表面とでごしごしと扱かれる。並行して、ちゅうっと強く吸い付かれると、僕はびくんと身体を揺らし、あっけなく絶頂を迎えた。怒張を包むゴム膜が、熱い迸りを受け止める。

「……ぃ、ずみさんっ……」

　僕自身に触れる指先から、僕が達したことを感じ取ったのだろう。来栖さんは動きを止めてから、そっと口腔内から欲望を解き放ったばかりのそれを引き抜いた。そして、先端の精液溜まりに白濁したものを溢れさせ、細かく震える怒張をぼんやりと見つめている。

「あやめ……」

　胸を大きく上下させていると、脳裏に昨夜の蕩けきった来栖さんの顔が浮かんできた。

　……あの淫らで可愛らしい顔を、『彼』も知っている。その事実が、僕の独占欲を猛烈に煽ってくる。

　来栖さんのように真っ直ぐな人が、たとえ仕事とはいえ性的な一線を越えた相手を、意識しないなんてことがあり得るだろうか。彼女が僕の告白に対する答えに迷っているのは、『彼』とのあの出来事のせいなんじゃないだろうか？

　だとしたら──来栖さんを取られたくないし、彼女にもよそ見をしてほしくない。

　僕は彼女の両肩に手を乗せて、こちらを向かせると、キスをする。リンゴ飴の味がする甘い唇を吸ったあと、彼女の背中に腕を回す。

「ごめん、やっぱり抑えられない──あやめが欲しい」

「泉さんっ……」

　これ以上求めてはいけないのは百も承知で。それでも、彼女が欲しい。

「僕を焚き付けたのは君だよ。今だけは、僕のことだけ考えて。僕のことだけ感じて？」

　自覚している以上に、僕は来栖さんに溺れているらしい。彼女が何か言葉を紡ごうとしている唇をまた塞いでしまうと、汗ばんだ身体をその場に組み敷いたのだった。








第四章　ふたりの確執。社長の色香に酔わされて……。








「はぁ……」

　週明け、火曜日の七時半。がらんとしたオフィススペースの自身のデスクで、私は通勤用のトートバッグに突っ伏したままため息を吐いた。

　出勤時間は九時だというのにすでに出勤しているのは、仕事のためではない。昨夜、ここ最近の迷走する自分の気持ちを見極めようと考えていたら、ぐっすり眠ることができず、普段よりも二時間も早く目覚めてしまったせい。二度寝する気にもならず、そのまま家を出てきたというわけだ。

　これまでの人生において、私は何かを決断するときに迷うことはほとんどなかった。進学の際はゆくゆくの選択肢を広げるために少しでも偏差値の高い学校を選ぶようにしていたし、就活の際は自身の『ワクワク感』をより満たすことのできる場所に就職したいという強い信念があった。

　恋人も同様で、私自身が心から尊敬できる部分がある人に惹かれる傾向があり、そうでなければ恋愛対象外、とはっきりしていたはず。こんな風にどっちつかずの状態で返事は保留──なんてことには、まずならなかったのに。

　もう、全部に驚きだ。新商品を一緒に試さないかと誘われたのも。その誘いを断り切れなかったことも。泉さんに告白されてお付き合いを申し込まれたことも。そのとき御子柴さんの顔が視界にチラついてしまったことも。

　開いたままのノートＰＣの画面には、編集中の『エデンの林檎』のレポートが映し出されている。

　金曜日の夜こそ、あれ以上は何もなく就寝したものの、明くる土曜日の朝、私と泉さんはまた関係を持ってしまった。

　彼の情熱的な誘いになし崩し的に応じてしまっただけではなく、『エデンの林檎』の最たるセールスポイントであるフレーバーのクオリティのチェックを怠るわけにはいかないという大義名分もあり、結局、促されるがままに、避妊具を装着したままのオーラルセックスに応じ、セックスまでしてしまった。

　おかげでレポートの内容は充実したけれど、本当にこれでよかったのかという罪悪感がつきまとうことになってしまった。

　私ってこんなに優柔不断だったの？　自分で自分が信じられない。

　昨日、オフィスで顔を合わせた泉さんは、表向きはいつも通りに接してくれているけれど、同じ空間でふたりきりになるタイミングには私を下の名前で呼ぶうえ、「可愛いね」、「好きだよ」なんてフレーズをさらりと織り交ぜてきたりして、そのたびに照れてしまう。

　──泉さんはカッコいいし、人間的にも魅力があるし、お付き合いしたいと思うのに……御子柴さんの顔が頭に浮かぶと、決心できなくなるのも謎だ。

　泉さんへの返事に期限をつけられたわけではないにしろ、あんまり返事を引き延ばすっていうのは失礼だ。だから、なるべく早く自分の気持ちをはっきりさせたいところなのだけど……。

　そのとき、オフィススペースの入り口の扉が開いて、誰かが入ってきた。踵の細そうなヒールの音に顔を上げ、その人物を確認する。

「おはようございます。あれっ、来栖ちゃん、早いね」

「おはようございます。喜き田ださんこそ」

　喜田さんはうちの会社の営業兼広報の女性。年齢は私よりも少し上で、御子柴さんの紹介で会社の立ち上げとほぼ同時期から働いているのだという。

　ハーフっぽい、目鼻立ちのはっきりした顔立ちをしているため、美人広報さんとして会社のウェブにも顔出しをしたり、ＳＮＳで商品の宣伝をしたりしている。年齢が近い同性と言うことで、他部署の人のなかではよく話すほうだ。

「私は毎朝これくらいの時間だよ。朝ごはんは始業前に会社で食べるようにしてるから」

「そうだったんですね」

　喜田さんは自分のデスクにバッグを下ろし、コンビニで買ったらしき朝食の入ったビニール袋を持って私のとなり──泉さんのデスクにやってくる。そして、「借りちゃお」と小さく呟いてから椅子にかけ、袋の中身をデスクの上に取り出した。

「来栖ちゃんはどうしたの？」

「私は……えっと、始業前までに確認したいことがあったので、それで」

　咄嗟に嘘をついたのは、用事もないのに早く来たなんて知られたら、変に思われそうだったからだ。

「そっか」

　彼女は特に気に留めるでもなく頷くと、豆乳飲料の紙パックにストローを差し、ミックスサンドの包みを開けながら嘆息した。

「──はぁ、それにしても昨日は大変だったー。御子柴さんと泉さんとの同行で、もうくたくた」

「え、何かありました？」

　そういえば先週、御子柴さんと泉さんとの間で、月曜午後の予定を開けておくようにとの会話が交わされていたことを思い出す。彼女もそこにいたということか。

「道中、ふたりとも全っ然喋んないから。ほら、ずっと無言なのも気まずいじゃない。ほとんど私が喋って終わった感じ」

「御子柴さんと泉さんの仲って、険悪なんですか？」

「最近はお互い必要ない限り話さないようにしてるみたいだね。あのふたり、考え方が違ってぶつかることが多いじゃない？　って、来栖ちゃんは最近入ってきたから知らないか」

　時折、たまごサンドにかぶりつきながら、喜田さんが頷く。やはり私が感じていた泉さんのピリついた雰囲気は、気のせいではなかったみたいだ。

「ま、とにかくそんな感じ。ただの兄弟喧嘩で終わればいいけど、泉さんは結構ストレス溜めてるみたいだし、ちょっと心配だな」

「……きょう、だい？」

「あれ、知らない？　腹違いだけど兄弟だよ」

「し、知らないですっ！　それ、本当ですか？」

　──そんなの初めて聞いた！　と、内心で叫ぶ。御子柴さんと泉さんが……兄弟？

　喜田さん情報によると、御子柴さんのお母様は御子柴さんを産んですぐに亡くなってしまったそうで、それからお父様は泉さんのお母様と出会い、再婚。泉さんが産まれた、ということらしい。苗字が違うのは、御子柴さんが資産家だという亡きお母様のお家を継ぐため、形式上養子に出されているからのようだ。

「会社を始めたばかりのときは、雰囲気よかったんだけど……いつの間にか変な感じになっちゃってるんだよね」

「そうなんですか……」

　何だか寂しい話だ。一緒に事業を立ち上げるくらい、お互いを信頼していたはず。ましてや半分血が繋がっているというのなら、結束力は強そうだけど……。

「何、真面目な顔して。来栖ちゃん、どっちかに興味あるとか？」

　すっかり食べ終わったサンドイッチの包みをくるくると丸め、空になった豆乳飲料の紙パックと一緒にビニール袋に入れた喜田さんは、袋の口を縛りつついたずらっぽく訊ねる。

「い、いえいえ。そんな、滅相もない」

「ふたりとも見ての通り男としては極上だけど、この狭い社内でも狙ってる子多いから。もしそうなら、苦労しそうだよ」

　ふたりが周囲の女性たちから熱視線を浴びているのは重々承知している。だからこそ、そのふたりと妙な距離感にあることは口が裂けても言えない。

「き、喜田さんこそ、一緒に働いてきてふたりに魅力感じたりしないんですか？」

「私は彼氏ひとすじだから」

　得意げに言う彼女の右手の薬指には、一粒石がキラリと光るゴールドのリングが。多分、彼氏さんからもらったものなのだろう。

「でもフリーだったら興味湧いたかも。あのルックスに、うちの会社、業績もぐんぐん伸びてるから経営手腕も見事なわけでしょ。好きにならないほうが不自然だよね」

「……そうですよね」

　ふたりは客観的に見ても、とても魅力的な男性だ。だから、そんな彼らに惹かれてしまうのは仕方がないのかもしれない。

　……なんて、自分の意志の薄弱さをふたりのせいにしてはよくないか。

　しばらく世間話を交わしたあと、喜田さんは自分のデスクへと戻って行った。　
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　その日の夜、二十時。私はまだ会社にいた。もう半日以上会社にいることになる。

　残業ほぼなしを謳う会社なので、終業時間の十八時を過ぎると、オフィスの社員たちは波が引くように去っていく。前職では考えられなかった光景も、今や日常だ。

　私もその波に乗って帰宅すればよかったのだけど、家に帰るとまたあれこれ考えごとをしてしまいそうで、別段急ぎでもない、『Ｍｅｌｔｙ＊ｈｏｎｅｙ』の新商品企画案に着手していた。

　せっかく自分の時間ができたのに、これでは意味がない──と思うけど、今は仕事に向き合っているほうがずっと楽なのだ。

　──それにしても、御子柴さんと泉さんが異母兄弟だったとは知らなかった。ふたりは見た目も雰囲気も全然違うし、親しげでもないから、考えもしなかった。

　でも言われてみれば……御子柴さんが泉さんにだけ口調や振る舞いが違うなぁ、とは思っていたのだけど、それが弟だからということなら説明がつく気がした。

　今日の午後一は、泉さんと某動画配信会社で打ち合わせ。早めに出て件のカフェでランチをしたとき、思い切って兄弟の話を振ってみた。興味本位で訊くのもどうかとは思ったけれど、にわかに信じがたかったことと（喜田さんを疑っているわけではないけれど）、もし本当だとして泉さんが御子柴さんのことをどう思っているのか、本人の口から聞いてみたいという好奇心に負けたのだ。

　ところが、泉さんの反応は芳しくなかった。『兄弟はいる』とは答えてくれたものの、多くを語りたがらずに別の話題へとすり替えられてしまった。

　……話題にしたくないほど、ふたりの仲は険悪なのだろうか？　

「まだ残っていたんですか」

「ひゃっ！」

　誰もいないはずの空間に響いた男性の声。驚きに任せて悲鳴を上げて立ち上がると、入り口のガラス扉に手をかけたまま、ほんの少し驚いた御子柴さんの姿があった。

「来栖さん？　……何か急ぎの仕事でも？」

「あっ、いえ……キリのいいところまで進めたかっただけです。御子柴さんこそ、珍しいですね。この時間に会社にいらっしゃるのは」

「取引先から直帰する予定だったんですが、忘れ物をしてしまったことに気付いて、一度戻ってきたんです。驚かせてしまったならすみません」

「い、いえっ。そうだったんですね」

　彼が定時を過ぎて社内をウロウロしていることはまずない。それこそ、こんな風にイレギュラーなことが起こる以外は。

　御子柴さんは私のデスクにやってくると、棒立ちしている私に対峙する形で足を止める。

「その後、仕事は順調ですか？」

「は、はいっ。滞りなく」

　『その後』というのは、社長室での一件のことを示しているのだろうか。思い出すだけで恥ずかしくてどうにかなりそうだけど、別段含みもなくあっさりと訊ねる様子に、意識してはいけないと唇をきゅっと引き締めて答える。

「それならよかった。仕事の分量も適切でしょうか？」

「はい。あの、いつもはほぼ定時で上がらせてもらっているので、大丈夫です」

　きっと、働きすぎなのではと気にかけてくれたのだろう。安心してもらう意味も込め、大きく頷いた。

　不要な残業を抑制するためなのか、この会社は定時を過ぎると自分の部署の真上にあたる照明を消してから帰宅する習慣がある。ゆえに、このフロアの明かりは今、私の頭上にあるものだけが点っている状態だ。普段よりも淡い明かりが、御子柴さんのシャープなフェイスラインを映し出しており、それが妙に色っぽく見えてしまい──ドキドキする。

「ところで来栖さん、食事は済ませてますか？」

「えっ？　いえ、まだですけど」

「もし差し支えなければ、夕食に付き合ってもらえませんか？」

「わ、私が、ですか？」

　まさかそんな誘いを受けるとは思わずに、私は自分を指差して訊いた。

「毎回ひとりで食べるのも味気なくて。……といっても、無理強いはしません。今は異性の上司からこの手の誘いをかけると、セクハラやパワハラ認定されてしまうみたいですし」

「い、いえっ、そうは思わないですけど」

　ちょっと困った風にボヤく御子柴さんの台詞に否定しつつ、セクハラとかパワハラとか言うのであれば、社長室でのあの出来事がまさにそうなのでは──と思ったけれど、口には出さなかった。……あれは、私が受け入れてしまったせいでもあるから。

「──じゃあ、よかったらご一緒させてください」

　普段、御子柴さんとの接点はあまりないし、会話の機会もないから、純粋にもっと彼と関わってみたいという気持ちがあった。私は迷うことなくお誘いを受けることにした。

「ありがとうございます」

　御子柴さんはふっと表情を和らげつつ、傍らで私の支度が終わるのを待ってくれた。
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　出がけに、とっておきの場所がある──と言われていたので、どこに連れていってくれるのだろうと緊張したけれど、辿り着いたのは会社から徒歩五分圏内にある小さな食堂だった。年季の入った扉の先からは、賑やかな声が漏れ聞こえてくる。

「あら、御子柴さんいらっしゃい」

　店に入る私たちに気が付くなり、割烹着姿の年配の女性が明るく声をかけてくれる。

「こんばんは。席は空いていますか？」

「ええ、奥の席が。……あら、素敵な方。ガールフレンド？」

「彼女はうちの会社の従業員です」

「あらそうなの。ごめんなさいね、うふふ」

　女性は御子柴さんの後ろに控えていた私の姿を見つけると、忍び笑いで彼に訊ねた。訂正する様子が少し慌てていて、それを見た女性が笑みをさらに濃くする。どうやら、畏れ多くも彼女だと勘違いされかけたらしい。

「好きなものを選んでください。私は決まっているので」

　奥の席に案内され、簡素な丸椅子に腰を下ろすと、御子柴さんは私の荷物を受け取って足元の籠に入れたあと、お品書きを手渡してくれる。使い込んだそれを開くと、所狭しと様々なメニューが書かれている。

　鯖の味噌煮定食、唐揚げ定食、ミックスフライ定食……などなど、どれも美味しそうだ。

「御子柴さんはどれにするんですか？」

「肉野菜炒め定食です。いろいろ頼んでみた結果、これが一番美味しくて」

「なら、私もそれがいいです。初めてのお店は、常連さんの言うことを聞いておけば間違いないので」

　こういうのは、おススメを頂くに限る。御子柴さんは慣れた所作でオーダーを済ませると、私からお品書きを受け取って元の場所に戻してくれる。

「でも何だか意外でした」

「意外とは？」

「御子柴さん、こういうお店が好きなんですね。……こう、もっとカタい感じのお店を行きつけにしているイメージがあったので」

「ひとり暮らしだと食事に無頓着になってしまうんです。ここは会社からも近くて、おばさんもあの通り愛嬌のある人なので、居心地がよくて。気に入ってるんですよ」

「そんなお気に入りの場所を紹介して頂けてうれしいです」

　彼のクールな雰囲気や社長という肩書きと、こういう庶民的なお店がミスマッチなような気がするけれど、確かに実家に帰ってきたときのような居心地のよさが漂っていて、とても好感が持てた。

　席に通されたとき、空のコップとおしぼりがふたり分、私の席に置かれていたのだけど、御子柴さんは何も言わずにそれらを自分のほうへ引き寄せた。そして、テーブルごとに備え付けてあるピッチャーからふたつのコップにお茶を注ぎ、おしぼりと一緒に片方を私に差し出してくれる。

「──あっ、すみません！　気が利かなくて」

　本来なら私が動かなければいけないのに、彼にさせてしまうとは申し訳ない。はっとして謝ると、彼は何でもないように静かに首を横に振った。

「気を使わないでください。……と言っても、立場的に難しいですかね。でも、今は勤務外の時間ですから、来栖さんにもリラックスしてもらえればと思います」

「あ、ありがとうございます」

　彼の懐の広い応対にお礼を言いつつ、お店のことを話していると、さきほどの女性が再度現れて、私と御子柴さんの前に定食の乗ったトレイを置いた。

「はい、おまたせ～、どうぞ」

「わ、早い。……もう出来たんですね」

　着席してから、長く見積もっても五分程度で食事が出てくるとは。

「ここは早い、美味い、安いの三拍子がウリなんです。スケジュールが詰まっているときも利用しやすいのがありがたいんですよね」

「なるほど。……では、いただきます」

　御子柴さんのように、時間に追われている人にはそういう部分も魅力的なのだろう。手を合わせてから、割りばしを手に取り、メインの肉野菜炒めに手を付ける。

「わ、美味しい！」

「でしょう」

　感動して小さく叫ぶと、御子柴さんがちょっと得意げに言った。

　小鉢のほうれん草の胡麻和えや、高野豆腐の煮物、ナスの味噌汁なども、初めて食べるのに懐かしくてホッとするみたいな、すごく温かい味がする。私もだけど、ひとり暮らしが長くて家庭料理が恋しい人間には堪らない味だ。

「御子柴さんが気に入るのがわかる気がします。私も、通いたくなりました」　

「そうですか。よろこんでもらえてよかったです」

　私の言葉に、普段彼が見せることのない満面の笑みを見た。それがふと、誰かに似ていて──誰だろうと考えたその次の瞬間、それが泉さんであると思い至る。

　まったく似ていないようで、やっぱりふたりは血の繋がった兄弟なのだと、確信を得た気がした。

　美味しい食事を楽しみながら、何気なく、品よく綺麗に箸を扱う彼の手元を見遣る。

　──あの手が操るおもちゃで、達してしまったんだっけ。

　いろんなことがありすぎて、ずいぶん昔のことのようにさえ思えてくる。あれは確かに現実だったはずだ。そのあと、泉さんとの間に起きたことも、全部。

「……あの、今はプライベートの時間って仰いましたよね。でしたら、プライベートな話題を訊ねてもいいですか？」

　私は今朝の喜田さんとの会話を思い出し、そう切り出してみる。きっとこのタイミングを逃したら、御子柴さんに訊ける機会はなかなかやってこないだろう、と。

「ええ、何ですか？」

「……噂で、御子柴さんと泉さんがご兄弟だって聞いたんですけど、本当ですか？」

　一瞬、彼の箸が止まった。軽く目を瞠ったあと、それまでと同じトーンで続ける。

「本当ですよ。母親は違うんですけどね」

「その割りには、あまり社内でお話しする姿を見かけないなぁ、と」

「会社では、あえてビジネスライクに接しているところもありますよ。だんだん会社の規模も大きくなってきて、周りの社員の目もあるので」

　彼が他人行儀に泉さんを苗字で呼ぶのは、仕事とプライベートの境界線を引くためらしい。答えたあと、彼は少し自嘲的に笑った。

「──なんて、来栖さんが訊きたいのはそういうことではないんですよね、きっと。会社の雰囲気を悪くしていたりしますか？　そうでしたら、すみません」

「い、いえいえ、そんなことは！　私はいつも泉さんと一緒にお仕事してるので、何となく、雰囲気で察してしまったというか……」

　御子柴さんを責める意図なんてまったくない。申し訳なさそうに眉を下げる彼に、私は首を横に振った。

「……私自身、よくわからないんです。どうして圭佐と上手くいかなくなってしまったのか。こう見えても、以前までは仲がよかったんですよね。それが、仕事でお互いに意見を出し合ううちにギクシャクしていって」

　箸を置くと、御子柴さんはことの経緯をぽつぽつと話し始めたので、私も一度食べる手を止めて彼の話に耳を傾けた。

　御子柴さんは即断即決タイプで、自分がいいと思ったことは周囲に反対されても押し通す傾向にある。対して、泉さんは周囲との調和を重んじ、物事を慎重に考えてから結論を出すタイプ。この両極端な考え方がプライベートではいいように作用していたみたいだけれど、仕事となるとそうはいかなかったらしい。

　決断力のある御子柴さんが主体になって経営を進めることで、会社は徐々に大きく発展していったけれど、正しいと思ったことを妥協せずに無理押しすることも多かったため、対立するスタッフが離れてしまうことも少なくなかった。泉さんからは、「少しは妥協することを覚えてほしい」と指摘を受けていたものの、御子柴さんとしては「仕方がないこと」という思いが強く、取り合わなかったらしい。

「何度か同じやり取りがあってからは、何も言われなくなりましたね。多分、言うだけ無駄だと思ったのでしょう。もしかしたら、愛想をつかしているのかもしれません。でもだからと言って、やり方を変える気はないんです。そのために自分が正しいと思うことを曲げるのは違うと思いますし、こうして会社が軌道に乗ってきたのは、自分のやってきたことが間違っていなかったことの何よりの証明だと感じているので。……ただ、あとあとになって圭佐の判断が正しかったと思う出来事があったのもまた、事実です。もっと彼の話に耳を傾ければよかった、と」

　彼はそこまで話すと、かすかに苦笑を浮かべた。

「すみません、食事に付き合ってもらった上にこんな話をして。……困りますよね」

「いえ、全然！」

　私は力強くかぶりを振った。

「私でよければ、話してください。……気の利いたことを言える自信はないですけど、話を聞くくらいでしたらできるので」

　きっと御子柴さんは、この話を誰かに打ち明けたいと思っていたに違いない。けれど多忙な彼は、その機会を得られないまま、思いを燻らせていた。ならば、何の解決にもならなかったとしても、少しだけでも楽にしてあげたい。

　彼が私を採用してくれたおかげで、とてもいい環境で仕事ができているわけだから、その恩返しをしたいと思うのは当然だろう。

「……来栖さん」

　彼は真面目な顔で私の名前を呼んだ。そして、彼の手が私の顎にすっと伸びてくる。

　……？

「ついてますよ、口」

「あっ」

　唇の端に付いてたご飯粒を、彼が薄く微笑みながら摘んで取り除いてくれる。

「──すみません、お恥ずかしいです」

「しっかりしてそうでいて、そういう可愛らしいところもあるんですね」

　社長に食べかすを取ってもらうなんて、私ってばなんて図々しい……！

　羞恥と情けなさによって、顔だけでなく首まで熱くなってくる。顔を隠すみたいに両手で頬を覆う私に、くすっとおかしそうな笑いをこぼした。

「……では、お言葉に甘えてもいいですか」

「は、はいっ、もちろんです！」

　私が勢いよく答えると、彼は再び少し困惑したトーンで話し出した。

「本当は、圭佐と前のように、何でも話し合える関係に戻りたいと思っているんです。向こうは、そうは思っていないかもしれませんが」

　そのときふと、御子柴さんは何かを思い出したように続けた。

「──私の名前は、人偏に右と書いて佑たすくと読むんですが、人の右に出るようにという、亡き母の想いが込められています。それになぞらえて、父が弟に圭佐と名づけたそうです」

「だから泉さんの佐すけの字は、人偏に左、なんですね」

　珍しいとは言わないまでも、他の字を充てる人が多い名前だから、印象に残っていた。

「兄弟仲良く支え合ってほしい──そういう意味なんだと思います。今まではずっとそうでした。幼少期も、学生時代も、社会に出てからも、圭佐はずっととなりで見守ってくれていましたから。……そういう関係に戻れたらいいと思うんですが、どうしたらいいのかがわからなくて」

「御子柴さんがそう思っているのって、泉さんに伝えたことはありますか？」

「いえ。こういう話は、面と向かってはしづらいですしね」

　兄弟というのはそういうものなのだろうか。私はひとりっ子なので、その辺りのことは想像するしかない。少し考えてから口を開いた。

「おふたりのことをよく知っているわけではないので、私が意見するのはおこがましいんですが……泉さんはとても優しくて面倒見のいい、素敵な上司ですし、私と同い年とは思えないくらいちゃんとしている人です。言いづらい気持ちはわかるんですが、御子柴さんがきちんと言葉にして伝えれば、受け止めてくれるんじゃないかと思います」

　私から見た泉さんは、穏やかで人当たりがよく、話のわかる人という印象が強い。そんな彼なら、御子柴さんの思いを汲んでくれるはずだ。私はさらに続けた。

「ＧＡＴ株式会社は働く私たちにとっても素晴らしい会社です。面接のとき、御子柴さんからまず人材ありきという信念で労働環境を整えているというお話を聞いたときも、心から素敵だなと思いました。泉さんも、その点に関してはこれからも大丈夫って太鼓判を押してくださっていましたし。そういうおふたりの気持ちがベースにあるのはわかっているので、きっと意見の対立が頻繁に起きているのも、会社をよりよくしたいという気持ちがうまくかみ合っていないだけなんじゃないでしょうか」

　あくまで私の主観だけれど、根底にあるのは会社のため、という気持ちの強さであるような気がする。今はその形が違って見えるタイミングでも、本当は同じ形であると気が付くきっかけさえあれば、またふたりが一緒の方向を見て前に進むことができるように思う。

「言いにくいかもしれませんが、仲直りって意外と先に謝る側のほうが楽だったりしますよ。言葉で上手く伝える自信がなくても、とりあえず歩み寄ってみる、というのはアリかもしれません」

「弟に謝るのは、どうも苦手で」

「どうしてですか？」

「昔からそうなんですが、兄としての意地ってありますよね。その感じを大人になった今も引きずっているのかもしれません」

「だったらなおさら、謝ったほうがいいですよ。あまりないことなら、その分泉さんの心を動かせる可能性も高いです」

「……そうかもしれないですね」

　御子柴さんが感心したように相槌を打ってくれる。そこでやっと、夢中になって話し過ぎてしまったことを自覚し、反省した。

「すみません、私なんかが偉そうに」

「いや、ありがとうございます。……参考にさせて頂きますね」

　不躾な勢いに気分を害してしまったかと焦ったけれど、御子柴さんはむしろそれまでよりもうれしそうに瞳を細めている。

　まるで私を慈しむかのようにも思える、優しい表情。……そんな顔で見つめられると、否応なく胸が甘苦しくなる。

「──申し訳ない。せっかくの食事が冷めてしまいましたね。食べましょうか」

「はいっ」

　食事が途中だったことを思い出した私たちは、それぞれ箸を手に取り、冷えても美味しい定食を頂いたのだった。

　

「ごちそうになってしまって、すみません。ありがとうございました」

「これくらい、全然気にしないでください。こちらこそ、話し相手になってもらえてありがたかったです」

　食事を終え、割烹着の女性と少し会話を交わしたあと、私たちはお店を出た。誘ったのは自分だからと、支払いは私の分も御子柴さんが済ませてくれた。

「御子柴さんは普段、愚痴を言いたいときはどうしてるんですか？」

　駅までの道を横並びに歩き出しながら、気になって彼に訊ねてみる。

「あんまり言わないようにしていますね。言ってもどうにかなるわけではないですし」

　彼はパンプスを履いている私に歩調を合わせてくれながら、首を傾げながら答えた。

「──だから今日は、変な気分でした。あなたと一緒にいると、心がふっと軽くなって……いつもなら誰にも話さないようなことを、ついこぼしてしまった、というか」

　取りようによっては、私だから話した、というようにも聞こえなくはないので、ドキっとしたのだけれど……それは傲慢というものだろう。

「立場的に弱音を吐けないのかもしれませんが、ガス抜きは必要なんだと思いますよ。御子柴さんの愚痴ならいくらでも聞きたいって女性は多いんじゃないでしょうか」

「さあ、どうでしょうね」

　となりに視線をやると、御子柴さんは肩を竦めたりしているけれど、彼がモテるだろうことは明々白々だ。……かく言う私だって、仕事を理由に彼に身体を投げ出してしまったわけで。

「お付き合いされている方には、弱みを見せないタイプなんですか？　御子柴さんって」

「相手がいるときは、仕事や個人的な悩みは話さないほうかもしれませんね」

　──相手がいるときは。それって、暗に現在はそうではないという意味に読み取れる。

「……？　何か？」

　私が急に黙ったことで、変に思ったらしい御子柴さんがこちらを向き、私の顔を覗き込むようにして訊ねる。

「あ、いえ。御子柴さんは常に女性に言い寄られてるかな、と思ったので、今お付き合いしている女性がいないのが意外で」

　私は両手をぶんぶんと振りながら、素直な気持ちを伝える。社長室での一件を考えると、何なら同時進行で複数人の女性と親密な関係になっていることもあり得るのかも、なんてことも想像してしまったから。

　すると御子柴さんは、やや目を瞠ってから、深くため息を吐いた。

「相手がいるなら、女性を誘ってふたりきりで食事をしたりしませんよ。たとえそれが、よく行く近所の食堂だとしても。……ついでに言うと、興味のない女性を食事に誘ったりもしないんですけどね」

「えっ……」

　それってどういう意味だろう、と一瞬考えてしまう。私が答えを導き出すより先に、御子柴さんがその場に立ち止まった。

「あなたとの面接での会話、とても印象深く記憶に残っています」

「そ、それは私がアダルトグッズの会社と知らずに入社したから、ですよね」

　彼に倣って、私も足を止めると、私の腕を取り、歩道の端に引き寄せた。触れていたのはほんのわずかな間だったけれど、彼の手が離れてもその場所が熱をもっているように感じる。

「まぁ、理由のひとつではありますけど……あなたの言った『どんな商品を作る上でも、もっとも重要な動機はワクワク感だから、仕事に関して抵抗はない』という言葉が、とても響きました。もちろん、あなたがうちでの業務内容を勘違いしたままそう言ったのは理解していますけど、それを差し引いてもうれしい言葉でしたよ」

「うれしい……？」

「こういう商品を扱う仕事をしていると、ふとしたときにすごく背徳的な気分になったりするんです。それ以外にも、プライベートで知り合った人に対して仕事の内容を打ち明けにくかったり、親しい人──取り分け女性からの反応が悪かったり。決して卑屈に思ったりはしませんが、少し心許なく思う瞬間があるのは否めません」

　至近距離で向き合うような形になっているため、御子柴さんの表情の変化をつぶさに感じ取ることができる。彼はほんのちょっとだけ寂しそうに瞳を揺らして「でも」と言った。

「あなたの言葉を聞いて、手にした人を満足させるという意味では同じだと、改めて思うことができました。そういう素晴らしい考え方ができる女性だと……頼もしく思ったのです」

　面接のときの発言を、彼がそんな風に捉えてくれているとは思わなかった。

「私、このお仕事好きですよ。今ではやりがいを感じてますし、こういうものを必要としている人たちがたくさんいて、多くのハッピーを生んでいることが素敵だなって思います」

　泉さんにも伝えたことがある言葉は、嘘偽りのない本心だ。御子柴さんの抱えている不安ももちろん理解できるけれど、このビジネスによって笑顔になる人がいるのもまた事実なのだから、もっと胸を張っていい──なんて思ってしまうのは、私が楽観的すぎるのだろうか。

「そんな風に、正面からこの仕事と向き合ってくれる人だからこそ、惹かれたのかもしれませんね」

「御子柴さん？」

　御子柴さんはひとりごとのようにそう言うと、私の肩を抱き寄せ、背中に腕を回した。

　──ん？　これって、どういう状態？

　……もしかしなくても、御子柴さんに抱き締められてしまっている？

「……社長室でのこと、覚えてますか？」

「も、もちろんですっ……忘れられるわけありません」

　件の出来事以来、彼本人からその話題に触れられるのは初めてだった。私は二重の意味で激しく狼狽しつつ答えた。

「あのとき私は、仕事を建前にしてあなたに触れました。でも白状します。心のどこかで、個人的な感情が働いていました」

「個人的な感情、ですか……？」

　急激に加速する鼓動の音は、きっと私を抱きすくめている彼の耳にも届いているに違いない。話の行く先が、私が「まさか」と思っている場所に向かっているような気がして、身体が石化したように動かなくなる。それなのに、御子柴さんは追い打ちをかけるみたいに、妖しく響く低音での囁き攻撃を続ける。

「快感に溺れるあなたの顔を見たい。……普段は誰にも見せないであろうあなたの一面を、覗き見たいと思ってしまったんです」

　大きな路地ではないとはいえ、それなりに人の往来がある場所だ。目立つルックスの御子柴さんにハグされているのを、通りがかりの人たちが好奇の目で見てくるけれど、当の御子柴さんはお構いなしだ。私の背中に回す腕に、力を込めた。

「……もっと一緒にいたい。あなたを帰したくない」

　──どういうこと？　御子柴さんてば、どうして急にこんな……？

「御子柴さん、私──」

　麻痺したように動かなかった両手を動かし、御子柴さんの胸を軽く押して離れようとした。けれど、その動きを封じるかのごとく、彼の唇が私のそれを奪った。

「んっ……！」

　早く逃れなくてはと思うのに、柔らかい舌に口のなかを探られ、淡い刺激を重ねて与えられるたびに頭の奥がびりびりと痺れる。そうして、しっとりとした快感が、徐々に私の思考能力を奪っていく。

「ふ、ぁ……」

　丁寧に口腔を舐め尽くされ、唇を解放されるころには、私はすっかり蕩けさせられていた。だらしなく開いた唇と、彼のそれとの間に銀色の糸が引いている。

「可愛い。……私の一方的な思いであるのは承知で、もっとあなたのことを知りたいし、同じくらい、私のことも知ってほしい」

　溶けるように断ち切れたその糸を眺めながら、御子柴さんがさらに囁く。

　──頭がぐらぐらする。……でも、だめ。しっかりしなきゃ。

　私のことを想い、お付き合いを申し込んでくれた泉さんのことが脳裏に浮かぶ。

　御子柴さんの要求に応えるということは、泉さんを裏切ることになる。不誠実なことはしたくない。そう思うのに、一方で「私も御子柴さんのことが知りたい」と呼応する自分もいる。

　社長室で、どうして彼に誘われるがままに身を委ねてしまったのか、ずっと不思議だったけれど──やっとわかった。

　私も御子柴さんに惹かれていたんだ。勤め先の社長だからと考えないようにしていたけれど、本当はずっと、私も彼のことが知りたかった。

　どうしよう。自分の気持ちに気付いてしまったら、私の背中に回る腕を振り解けなくなってしまった。

「私の部屋に来てほしい。……構いませんか？」

　ぞくぞくするほどセクシーな声音に、私は頷くことしかできなかった。





◆◇◆






　御子柴さんの住むマンションは、オフィスビルの立ち並ぶ都心にあった。四十階建ての三十五階なら、さぞかし夜景が綺麗に見えるのだろうと思い、広々としたリビングの窓際に立ったところで──背後から抱きすくめられる。

「み、御子柴さんっ……」

　背中越しに彼の体温を感じて、自分の身体が発熱したかのように熱くなるのがわかる。

「……こっちに来て」

　囁き声で促され、リビングのとなりにある寝室に連れていかれる。八畳くらいのスペースに、ベッドとワーキングデスクだけが置かれた、機能的なお部屋だ。忙しい彼は、おそらく多くの時間をここで過ごしているだろうことが想像できる。

「来てくれてうれしいですよ。……社内で圭佐と親しそうにしているあなたをよく見かけていたので、断られるかもしれないと思っていました」

「そのことなんですけど、あの、私」

　圭佐さんとのことを、御子柴さんに伝えなければいけない。そう思って彼のほうへ向き直るけれど、彼は私の唇の前に人差し指を立てた。

「──今は何も言わなくていいです。ここに来てくれたのは、来栖さんも少なからず私に対する興味があったと捉えていますから、これ以上は聞きません。……卑怯なのかもしれませんが」

　もしかしたら、御子柴さんは薄々勘付いているのかもしれない。私と圭佐さんが、ただの上司と部下ではないということに。それでも、それに気付かないふりを決め込もうということなのかも。

　本当なら、正直に話して帰るべきなのはわかっている。でも、自分の願望に気付いてしまったあとでは、行動に移すことができないでいた。

　──目の前のこの人のことをもっと知りたい。理屈じゃなく、本能的な部分で彼に惹かれているのだ。制御なんて、できそうになかった。

「あんっ……！」

　御子柴さんが今度は正面から私を抱き締める。ほんの少し上体を屈め、私の耳朶に唇を這わせた。舌先を耳垂に押し当てるようにして吸い付いてから、唾液を塗したその場所に軽く歯を立てる。

　うっとりとその刺激に身を委ねつつ、ベッドにゆっくりと押し倒される。ほどよい硬さのマットに身体を押し付けられながら、耳垂を重点的に舐められ、甘噛みされた。

　彼の部屋に来たのなら、おそらくそういう展開になるだろうと覚悟はしていたけれど──いざ、そのときを迎えると、すんなりとは抜け出せない深みに嵌まりそうな心細さを感じて、躊躇してしまう。

「大丈夫。難しいことは何も考えなくていい。……来栖さんは、私のことだけ考えていればいいですから」

「ぁあっ……」

　私の思考を見透かしたように、御子柴さんがそう言葉をかけてくれる。それで胸のなかのモヤモヤが消えたわけではないけれど、少しだけ薄らいだのは確かだ。

「今まで、仕事でどれくらいのグッズを試したんですか？」

　スーツの上を脱いだ後、私のブラウスのボタンを外しながら、彼が問う。

「……八個？　いえ、九個ですかね……」

「けっこう試しましたね」

「毎週レポートをあげているので」

　思ったより多い。彼の目がそう語っていたので、あくまで仕事のためであることを強調した。……確かに、なかなかのハイペースなのかもしれない。

　肌着とともにブラウスを脱がされ、スカートのジッパーを下ろされる。上下淡いブルーのブラセットのみの頼りない装備になった私は、自分で自分を抱き締めるような体勢になる。

「そのなかで、お気に入りのグッズはありましたか？」

「お気に入り、ですか……」

　頭のなかのスクリーンの端から端を、これまで試した様々なグッズが駆け抜けていく。

「そ、それ、言わなきゃだめですか？　すっごく恥ずかしいんですけど……」

「羞恥心は克服したんでしょう。参考までに、自社製品の率直な評価を聞いてみたいな、と」

　本当にそうだろうか。御子柴さんは、わざと私が恥ずかしがるようなことを言わせたい風にも見えるのだけど。ちょっと納得がいかないと思いつつ、私は照れながらも少し考えて答える。

「……その、一番気持ちよかったのは、やっぱり『メルティベア』ですかね。一番最初に使ったアダルトグッズだからっていうのもありますけど……」

「けど？」

「……み、御子柴さんに教えてもらった使い方が、すごく気持ちよくて。気持ちよすぎて怖いって思ったくらいです」

　気が遠くなりそうなくらいの、強烈な快感だった。思い出そうとするだけで、はしたなくも下肢がきゅんきゅんと疼いてきてしまう。

「それはよかった。来栖さんがまたしてほしいって言うなら、次は持ってきますね」

「っ……つ、次って……」

　──さらりと言ったけど、果たして次回はあるんだろうか。そんなの、いよいよドツボに嵌まってしまいそうだ。

　言葉を交わしながら、御子柴さんの手が私の背中とマットの間に差し入れられる。ブラのホックをすんなりと外したあと、片腕ずつ肩ひもを外していく。

「ん、あぁっ……」

　ブラを外してベッドの脇に置いた御子柴さんが、私の膨らみの片側に手を伸ばし、感触を確かめるように触れた。乾いた皮膚の感触が心地いい。

「あのときも思っていましたが、綺麗な胸ですよね。とても魅力的だ」

「そ、そんなことないですっ……んんっ……！」

　片方だけでは飽き足らず、彼が両手で膨らみを捏ね始める。いつものポーカーフェイスが、うっすらと興奮を滲ませてくるのがわかった。

　御子柴さんが、私の身体に触れて興奮してくれている。滅多なことでは余裕を崩さない、淡々とした表情のなかに。感情の揺れを見つけられたことが妙にうれしい。

「あっ、そこっ……！」

「もう尖ってますね。……こうされたくて、期待してました？」

　胸の飾りをきゅっと摘まれ、ワントーン高い声がこぼれた。御子柴さんは両手の親指と人差し指で、乳首の先を柔く擦り潰すように刺激してくる。

　──それ、肌が粟立って、ぞくぞくするっ……！

「もう咥えてほしそうにピンと勃って……」

「ふぁあっ……！」

　しばらくふたつの飾りを指先で弄んだあと、御子柴さんは片側の手を引いた。その代わりに、ぴちゃ、とわざと音を立て、胸の先を舐めた。十分に唾液を塗したところで、上下の唇で挟み、さきほどとは違った快感を与えてくる。

「んっ、ふ、ぁあっ……！」

　喘ぐ私を見下ろしながら、御子柴さんは空いた手を遊ばせることなく、ショーツのクロッチに這わせた。布越しに恥丘を何度も撫でながら、じわじわとした愉悦を煽ってくる。

「腰が動いてますよ」

「っ……！」

　無意識のうちに腰を揺らしてしまっていることを指摘されて、途端に恥ずかしくなる。

「もっとちゃんと触ってほしいですか？」

　訊ねながら、御子柴さんはショーツに当てた人差し指を、秘裂の溝に押し当てるように動かして、私の興奮を高めようとしてくる。

「あっ、それっ……！」

　布越しに秘芽を突かれて、それだけで鋭い悦楽が迸る。突かれると無条件に降伏せざるを得なくなる、敏感すぎるその場所を、彼はからかうように突いた。

「ここ、濡れてきたので──汚れる前に、脱いでしまいましょうか」

　了承を得るような言い方でいて、そうしてしまおうと決めていたようだ。彼は割れ目をなぞっていた手をショーツにかけて、膝まで下ろしてしまう。彼に一度だけ晒したことのある、その秘められた場所が露になる。

「濃い蜜がたくさん溢れてきてますね。妖しく光って……美味しそうです」

　ワイン色のネクタイをもどかしそうに緩めながら、御子柴さんがぺろりと唇を舐めた。その仕草が煽情的で、どうしようもなくドキドキした。

　期待に戦慄く入り口から、高ぶりの証が滴っている。彼はその筋をつっとなぞってから、とめどなく熱い蜜を吐き出しているその場所に顔を埋めた。

「ぁああっ……！」

　柔らかくてざらざらした表面が、愛液をまとった粘膜を撫でつける。その独特の感触がたまらなくて、私は高らかに喘ぎながら背を撓らせた。

「御子柴さん、そこ、やぁっ……！」

「ここ、嫌いですか？」

「嫌いとかじゃ──だって、汚いっ……！」

　百歩譲って、シャワーのあとならもう少し拒否感なく受け入れられたのかな、と思う。一日過ごしたあとの、決して綺麗とはいえない場所を彼の唇で愛撫されるのは、非常に申し訳ない気持ちがする。

「汚くなんてないですよ。嫌じゃないなら、甘んじて受け入れてください」

「ふ、ぁ、あああっ……！」

　どうやら気にしているのは私だけのようだ。彼は躊躇うことなく入り口を舌先で押し広げ、秘芽を舐め上げ、時折襞に吸い付いたりしている。そのたびに、下半身を稲妻に貫かれたような強い喜悦が走り、腰が砕けそうになった。

「やぁ、き、もちいいっ……御子柴さぁ、んっ……！」

「いい声になってきましたね。感じすぎて堪らないって声、可愛いです」

　時折私の様子を窺いながら、御子柴さんが小さく笑う。

　『メルティベア』より気持ちよくなれる方法はないのではないかと思っていたけれど、機械ではないからこその微妙な力加減の変化が絶妙で、私はあっという間に御子柴さんの舌技に魅了された。彼の舌や唇が触れる場所、全部が気持ちよくて、艶めかしい声を上げずにはいられない。

「い、やぁっ……こんなの、変になっちゃ──ぁあっ……！」

「本当に嫌って思ってます？　……ここはもっとしてほしいって、涎垂らしてますよ」

　愛撫されればされるほど、身体はその刺激に反応して、甘く濃い匂いを放つ蜜が湧いてくる。彼がその滴りを啜っても、あとからあとから溢れて止まらない。

「いろんなおもちゃを試したいやらしい身体には、もっと強い刺激が必要ですよね」

　言いながら、御子柴さんは舌先を入り口に宛がい、性器に見立てて膣内に挿れたり出したりし始める。時折、とろみのある蜜でより滑りがよくなった舌先全体を使って、挑発するみたいに秘芽を撫で上げたり、圧し潰したりする。

「挿れちゃ──はぁ、だめぇっ……！」

　最早、否定の言葉を紡いだとて、御子柴さんは取り合わない。それが意味を伴なわないものであると気付いているからだ。

　膣内に尖らせた舌先を突き立てながら、彼が愉快そうに微笑む。

「わかってますよ。本当は、舌でもなく、指でもなく、おもちゃでもないもので、ここ……塞がれたいんですよね。来栖さんは」

「ぁあ……」

　見抜かれている、と思った。じれったさから湿ったため息がこぼれる。

　柔らかな舌を使い、あらゆる愛撫をされるのは気持ちいいけれど、私は自分の欲望をより満たせる方法を、既に知ってしまっている。

　──舌でも指でもおもちゃでもない、もっと圧倒的な質量で、塞いでほしい。

「御子柴さんっ……私っ……」

「ええ。いま挿れてあげますよ。来栖さんが欲しがっているもの」

　

　男性が避妊具を装着しているところは、極力見ないようにしているけれど、同じベッドの上にいる以上、どうしても視界に入ってきてしまう。枕元に置かれた、破かれたあとのパッケージにより、彼が今、自身に装着したのが自社製品のＸＬサイズの避妊具であると知ってしまって、内心で動揺する。私はそれを押し隠し、意識を彼の体躯に向けた。

　衣服を脱ぎ払った御子柴さんの身体は、想像通りの美しさだ。まるでそのまま彫刻にしても違和感がないほど、逞しく隆起した筋肉が魅力的に映る。

「そういえば来栖さんは、バイブは試しました？」

　御子柴さんに組み敷かれ、間近で見つめられている。私はこくりと頷いた。

「気持ちよかったですか？」

「は、はい……そう、ですね」

　スイングしたり、激しく震えたりするのを見て、当初は「勢いがよすぎじゃない？」と恐れおののいたけれど、いざ自分が試してみると、おもちゃの動きによって痛みや不快感が生じることはなく、むしろ新鮮な快感を得ることができた。

「おもちゃと本物と、どっちのほうが好きですか？」

「え……と、それはどういう意味ですか？」

　御子柴さんがどんな意図でその質問をしているのかがわからない。素直に訊ね返すと、彼は私の腰を引き寄せ、両膝を割ると、剛直を私の秘裂に宛がって言った。

「私は女性ではないので、あくまで推論ですが、その手のおもちゃは人肌に温める機能がついていたり、感触や質感を男性のそれに近づけたりと、ありとあらゆる工夫が成されているんです。つまり、何が言いたいのかというと」

　彼は意味深な視線を私にくれながら、私の腰をぐっと掴んだ。

「──結局、本物が一番気持ちいい、ってことなんですよね」

　そう言った直後、剛直を膣内に向かってずぶりと突き入れる。

「はぁあっ──……!!」

　私自身の潤いと、避妊具に施されている潤滑ゼリーとのおかげで、御子柴さんの太やかなものでも、先端から括れまで、括れから中ほどまで、そして根元までと、苦心なく呑み込むことができた。

「……大丈夫ですか？　苦しくないです？」

「は、はい──……なん、とか」

　苦しくはないけれど、お腹にすごく大きいものが居座っている感覚はある。彼は私の違和感が薄れるまで、その場に留まっていてくれた。

「目が眩みそうなくらい、気持ちいいですよ……来栖さんの膣内、狭くて……食いちぎられそうです」

　本当はすぐにでも動きたいだろうに、彼は私を慮ってか衝動を抑えてくれているらしい。その優しさがうれしいけれど、もっと自由にしてほしいと思う。

「もう……平気です。動いてください、御子柴さんっ……」

　めいっぱいに広げられた膣内。決して余裕なんてないのだけれど、彼の涼しい顔が快感によってやや切迫した雰囲気になっているのが珍しくて、その表情をもっと見たくなった。

「本当ですか？　無理はしなくていいんですよ」

「大丈夫です……お、お願いします」

　大きすぎるそれが相手に圧迫感を与えると知っているのだろう、気遣わしげな声をかけてくれるけれど、私が先を促すと、彼は少し迷ってから「わかりました」と答えた。

「……辛かったら、すぐ言ってくださいね」

　その宣言とともに、ゆっくりと律動が始まる。

「ひ、ぁ……！　ん、あはぁっ、はぁあ──」

　ずっしりとした質量で内壁を擦られると、お腹の底から掻き回されるような強烈な感覚が脊髄に走る。いまだかつて感じたことのない、初めて味わうものだ

　ほどなくして、遠慮がちだった抽送が、明確な目的を持って成されるようになる。おそらく、私が激しく反応するだろうポイントを探り当てようとしているのだ。

「んぁあ、それ、イイっ……！」

　御子柴さんはいともたやすくその場所を見つけ、怒張の先で突いてくる。彼の膨らみが弱い場所を捉えるたびに、膣内が焼け付きそうになるほどの悦楽が弾ける。繰り返し刺激を施したおかげで、私の膣内を往復する彼の動きは、かなりスムーズになってきた。

「だいぶ馴染んできましたね……もう少し、激しくしますよ……？」

「あんっ、はぁ、やぁ！」

　そう言うや否や、彼は腰の動きを少しずつ速める。自分自身の快楽を得るためか、次第に最奥を狙い、接合部に腰を深く押し付ける。まるで粗相をしたかのように溢れる私の愛液によって、一突きごとに濡れた肌を打つ音が響く。

「それ、すご──はぁ、そんなに突かれたらっ……！」

　奥深くに侵入してくる御子柴さんの先端が、子宮口をノックする。そこでしか感じ得ない濁流みたいなよろこびが、突如襲ってきた。

「気持ちいいのは、ここ……ですよね？」

　快楽に忠実な反応をする私に気をよくして、御子柴さんはそこばかりを重点的に責めてくるようになる。コリっとした気持ちいい場所を、何度も何度も突かれると、身体が宙に浮いて、どこかに飛んでいってしまいそうな恐怖感を覚えるほどの喜悦に感覚を乗っ取られる。

　こんなの耐えられない、すぐイっちゃうっ……！　

「あ──……！　奥、やぁ……イく、イくっ……！」

　絶えず最奥を叩く勢いに、私は御子柴さんの手首を縋ってぎゅっと掴みながら、絶頂を迎えた。頭のなかで弾ける何かがおさまるころに、ようやくその手に込めた力を緩める。

　凄まじい快感は、自分が自分でなくなりそうなほどだった。

「そのまま、私の上に乗って」

「ふぇ……？」

　私の指のあとが付いた彼の手首をぼんやりと眺めていると、彼は身体を繋げたまま呆けている私の上体を抱き起こし、向き合う形で私を跨らせた。そして、下から膣内を掻き混ぜ、突き上げてくる。

「ぁん！　ぁあっ、やぁああっ……！」

　体勢が変わり、御子柴さんのものがより深くまで到達するようになったため、さっき打ち付けられて気持ちよかった場所により当たりやすくなる。

「み、こしば、さんっ！　これ、ほん、とっ、だめぇえっ……！」

　絶頂を味わい、敏感になっている身体には強すぎる刺激に、私はわけもわからず叫んだ。そうでないと、自我を保てない気がしたからだ。

「来栖さん、最高に可愛いですよ。蕩けた顔も、声も、すべてが愛しいっ……」

　普段、ほぼ感情が滲むことのない彼の声が、熱っぽく揺れている。彼が自身の気持ちを素直に打ち明けてくれているというのが伝わる響きに、身体的な部分とは別の切ない疼きを覚えた。

「……あやめ。あなたが好きだ。身も心も、私のものになってほしい」

「あはぁんっ──ん、んんぅっ……！」

　いつもと違う、名前での呼ばれ方に、自然と気分が高揚した。真剣でいて強い眼差しを見つめ返すと、御子柴さんの唇が近づき、淫らにこぼれる喘ぎ声を塞ぐようにキスを落とされる。

　下半身は激しく鋭い快楽の波にのまれそうであるのに、彼からのキスは甘やかで心地よかった。口のなかを丁寧に味わいつくされ、思考を彼一色に染められる。

「……好きだ……私の想いを受け止めてくれっ……！」

「ぁ、あ、ああっ!!　またっ……イッ、ふぁあああっ……!!」

　彼のそれが一際強く私の膣内を穿ったとき、私と御子柴さんは、それぞれが抱えきれない快感とともに果てた。

「あぁ……あ、んぁっ……」

「……素敵だよ、あやめ……」

　御子柴さんの手が、私の頭を優しく撫でる。脱力した私は、噴き出す汗と身体の熱が治まるまで彼の逞しい胸に凭れかかっていたのだった。





■□■






　『子ども向けでも、大人向けでも……どんなものでも、商品を作る上でのもっとも重要な動機はやはり「ワクワク感」だと思ってますので、抵抗はないです。届けたい人の手に渡ったときに、その人が満足してくれる商品を作ることによろこびを感じるので』

　面接のとき、来栖さんが大きな瞳をキラキラさせてそう述べたとき、大げさではなく、心が救われた。

　アダルトグッズの会社を立ち上げようと、弟の圭佐を誘ったのは私だ。最初は驚いて難色を示していた彼も、「性産業はおそらくこの先も廃れないだろう」、「ターゲットを男性ではなく女性に絞ることで他社との差別化を図れる」という説得に理解を示してくれた。

　私と圭佐は半血兄弟でありながら、思考や周囲への振る舞い方など、まったく別の性質を持っていた。ゆえに、互いにとってのいい相談相手だったから、ふたりでなら上手く行きそうな気がする──という、楽観的な思考がそうさせた部分もある。

　かくして会社を始めたまではよかったが、やはりまだ、日本ではこういうもののイメージはあまりよくないらしい。「セルフプレジャーアイテム」と言えばまだ聞こえはいいが、つまるところはアダルトグッズ。仕事内容のさわりを説明するだけで、眉を顰める人間は多かった。肌感では、自分自身に近しい人間であればあるほど、嫌悪感を募らせることが多いように思えた。例えば、お付き合いをする女性とか。

　だから来栖さんの言葉は、そんな現状を憂いていた私にとってはとても心地よく響いた。──そうだ。自分たちは誰かをワクワクさせるアイテムを作っているのだ、と、改めて教えてくれたような気がしたのだ。

　結局その言葉は来栖さんの勘違いから出たとわかったけれど、彼女も今はこの仕事にやりがいを見出してくれているし、結果的には真実になったみたいだ。

　私自身も、この仕事は人の目に触れにくい場所で、多くの女性を笑顔にしているという自負がある。そんな考えを肯定してもらえたことが、来栖さんを特別な人だと感じるきっかけになったのだ。

　そして、それを確信に変えたのが、さっきの──食堂でのやり取り。これまで誰にも打ち明けようと思わなかった弟との確執を、どうしてか彼女にはすんなりと話すことができた。……不思議な感覚だった。

　レポートに対する羞恥心の克服を口実に、来栖さんにあんな形で触れてしまったのは悪手だったと後悔していたけれど、それがあったからこそ、彼女が私を意識してくれるようになったのかもしれないと、今なら思える。……自惚れではなく、あのときから来栖さんの、私を見る目が変わったような気がしたから。

　寝室のベッドの上から、薄く開いた扉の向こうを見つめる。廊下の先から微かにドライヤーの音が漏れ聞こえてくる。今、愛しの彼女は音の発信源であるバスルームで身体を清めたあと、洗面台で髪を乾かしているところだ。

　部屋の時計は深夜の二時を示している。ずっとこの手で抱きたいと思っていた来栖さんを目の前にしたら、絶えず湧き上がる欲情を堪えられなかった。単に、気持ちを傾ける女性が手の届く場所にいるという欣喜もさることながら、脳裏にチラついたのは、圭佐の──弟の顔だった。

　圭佐は来栖さんの直属の上司にあたるので、オフィスでも普段から密にコミュニケーションを取っているようだ。昼食はもちろん、夕食をともに済ませることもあるようで、女性社員たちが「あのふたりは付き合っているの？」なんて噂しているのを聞いたりもした。

　……確かに。来栖さんを目で追っていると、圭佐のことを尊敬し、全力で信頼しているだろう雰囲気が伝わってくる。でもそれは、圭佐が彼女の上司だからだ。

　圭佐はおそらく、来栖さんがどんな声で啼くのか、どんな風に劣情に身を任せて乱れるのかを知らないだろう。それを知っているのは、彼女を高みに導いた私だけだ。

　そんな思い上がりは、今週に入って打ち砕かれた。すれ違いざまに眺めた彼らの距離感が、妙に縮んで見えたのだ。特に、来栖さんの圭佐を見る表情が、明らかに異性を見るときのそれに変わっている。

　──まずい、と思った。このままでは、来栖さんの気持ちは圭佐に持っていかれてしまう。彼女は明るくてとても前向きな、魅力的な女性だから、圭佐が好意を抱くのも無理はないけれど……それだけは困るのだ。

　来栖さんが圭佐に惹かれているのを知りながら、あえてこちらに振り向いてもらおうとするのは、潔くないのかもしれない──でも現にこうやって、マンションにまで着いて来てくれたのは、それだけ私に気を許してくれているからなんじゃないだろうか。彼女だって、まったく興味のない男の部屋を訪れたりはしないだろう。

　これを圭佐が知ったら、間違いなくまた怒らせてしまう。ただでさえ、彼とは意見が合わずに言い合いになってしまうことが多いのに、ますます兄弟仲が悪くなってしまうな。

　……いや。来栖さんにも話した通り、最近はもう、私のやり方に口を出すことすらなくなってきたから、怒りを覚えたとしても直接は言ってこないのかも。

　こんな風になってしまったのは、いつからなのか。……やっぱり思い出せない。気が付いたときにはもう、彼は私を冷ややかに見つめるだけになっていた。　

　ビジネスにおいて信頼は絶対だ。他の誰よりも信頼できる弟の圭佐だからこそ、一緒に事業を始めようと思ったし、実際に彼と一緒だったから上手く運んだ。……なのに、自分の意見を曲げることが出来ない頑固さに、足を掬われるとは。

『言いにくいかもしれませんが、仲直りって意外と先に謝る側のほうが楽だったりしますよ。言葉で上手く伝える自信がなくても、とりあえず歩み寄ってみる、というのはアリかもしれません』

　来栖さんのアドバイスが耳元で蘇る。

　私が悪いのは百も承知だから、圭佐に謝らなければいけない。彼女は先に謝るほうが楽だと言うけれど、本当にそうだろうか。初めにアクションを起こすほうが勇気も、エネルギーも要るのだから、逆なのではないだろうか。

　楽であろうがなかろうが、今、私にできるのは素直に謝ることくらいだ。彼女の言う通り、歩み寄ってみないことには始まらない。

　そんなことを考えていると、傍に置いていたスマホが震えた。メールの着信を知らせるものだった。

　反射的にスマホを手に取り、メールを開封する。

「！」

　差出人は競合他社の社長だ。以前、販売店の店長に紹介されて以来、情報交換を兼ねて年に数回、会食をする仲だ。彼とは年齢も近く、彼の会社がうちとは真逆のコンセプトを貫いていることから、腹蔵なく意見交換ができるありがたい関係だ。

　彼からのメールには、目を疑うような驚くべき内容が書かれていた。……まさか。そんな、どうして。

「シャワー、ありがとうございました。……あと、服も」

　扉から聞こえる声にハッと顔を上げた。視線の先には、グレーのＴシャツに身を包んだ来栖さんがいた。Ｔシャツは私のものを貸しているので、まるで短めのワンピースのような丈感だ。

　好きな女性が自分の服を着ている姿を眺めるのは、何とも言えない高揚感があった。ついまじまじと見つめていると、来栖さんの視線とかち合った。

　こちらを見る彼女がほんの少し恥じらって見えるのは、私の格好のせいだろうか。上は何も身に着けておらず、下はルームウェアとして使っているセットアップのパンツ。どうせこのあとシャワーを浴びるために脱ぐのだし、必要最低限のものを身に着けている状態だ。

「御子柴さん、どうかしました……？」

　でもそれも一瞬のこと。自分のいるベッドまで歩み寄ってくると、彼女はちょっと心配そうに眉を下げて訊ねた。

「いいえ、何でもないです」

　薄く笑みを浮かべつつ、首を横に振る。どうかしたのではと感じるくらい、頼りない表情をしているということか。彼女に心配をかけてしまって申し訳ない。

「──私もシャワー、浴びてきますね。明日……というか今日も仕事ですから、疲れていたら遠慮なく先に休んでいてください」

　心の内の動揺を押し隠しつつ、努めて平静を装って言い、立ち上がる。

「は、はい……すみません」

「いいえ。強引に連れてきてしまったのは私のほうですから」

　頭を下げる来栖さんの肩をそっと抱くと、まだドライヤーの熱によって火照っている額にちゅっと口付ける。

「おやすみなさい、来栖さん」

　照れた様子で額を押さえる彼女が可愛い。私はそう言い残し、廊下に出た。

　その途中、直前に届いたメールのことを思った。

　──これは一刻も早く、彼女のアドバイス通りに、圭佐と向き合わなくてはいけないのかもしれない。

　そのためにはまず、きちんと事実を確認するのが先か。このメールに書かれている内容が正しいのかどうか、裏付けを取らなくては。

　胸のザワつきを感じながら、私はバスルームに続く扉を開けた。








第五章　「『どちらか』ではなく、『どちらも』」








　「はぁああ……」

　──一度ならず、二度までも。どうして同じ過ちを繰り返してしまうのか。

　退勤後、いつか自分のデスクでついたため息よりももっと深いそれをお腹の底から吐き出しながら、私は会社の目と鼻の先にあるチェーン系カフェのカウンターに座っている。

　泉さんのみならず、御子柴さんとも身体の関係を持ってしまうとは、今回ばかりは本気で自分に失望した。

　御子柴さんのマンションでのことは、最早仕事のためなんていう説明も通用しない。しかも、自分の気持ちを見極めるはずが、余計にわからなくなってしまったとは。

　──今の私って、どこからどうみても性にだらしのない女……？

「っ……！」

　ふたりとのあれやこれやを思い出してしまい、私は頭を抱えてぐしゃぐしゃと掻いた。ふたりの間をフラフラするつもりはないのに、結果的にそうなってしまっているのが許せない。頭がどうにかなりそうだ。

　私は、誰彼構わず股を開くような奔放なタイプではなかった。それは神に誓って言える。これまでずっと、お付き合いして何度かデートを重ねた上で、この人なら大丈夫という確信を得てから行為を受け入れていたし、同時進行で他の男性と……なんて時期もなかった。そういう女性の話を、自分とは違う世界にいる、くらいに思っていたほど。

　そちら側には決して行くまいと自負していたのに、この状況はどうしたことか。

　あぁ……このままじゃどんどん自己嫌悪に陥ってしまう。

　すでに泉さんから交際を申し込まれて二週間が経とうとしているというのに、告白の返事をする以前の問題だ。今の私は、誰かとお付き合いをする資格なんてない。

　彼にときめく気持ちがないと言えばうそになるけれど……こんな宙ぶらりんの状態では、正々堂々と向き合うことができない。

　御子柴さんにだって同じだ。ふたりに失礼なことをしてしまってから何だけど、せめて返事だけは誠実にしたいから、お断りするべきなのだ。それが正しい選択だ。

　正しい──と思っているのに、ふたりにその結論を伝えることを想像すると、胸にずきんと鈍い痛みが走る。そうすべきという感情とは別に、もっと彼らと近い立ち位置で様々な言葉を交わし、同じときを過ごしたかったという気持ちが後ろ髪を引く。

　……いや。いつまでもずるずると引き延ばしていたら余計に言いにくくなる。

　スマホで現在の時刻を確認すると、十九時。先刻、泉さんは明日の朝に急遽入った打ち合わせで使用する資料をまとめてから帰宅すると話していた。まずは泉さんに少しだけ時間をもらって、きちんとお断りしよう。

　私は密かに決意しつつ荷物をまとめると、飲みかけのアイスカフェオレを片手に店を出て、会社に向かった。

　

　エントランスから先は、退勤前と同じように明かりが点いている。よかった。まだ泉さんは残っているみたいだ。

　この機会を逃したら、また言いづらくなってしまう。私の気持ちがブレないうちに──今日のうちに、ちゃんと断って謝ろう。

　廊下を通り、オフィススペースに繋がる扉を身体でそっと押し開けると、話し声が聞こえてその場で立ち止まる。

「はい……ええ、大丈夫です。こちらは特に勘付かれていません。たとえそうだとしても、何も問題はないですけど」

　泉さんの声だ。てっきり他の誰かがいるのかと思ったのだけれど、どうやら電話らしい。

「え？　まさか、慰留されたりなんてしませんよ。そんなことするくらいなら、もっと早い段階で僕の話に聞く耳を持っていたでしょうし。……なのでお約束通り、来月からよろしくお願いいたします」

　彼の電話が終わるタイミングで出ていこうと思っていたのだけれど──何だか、内容が怪しい。盗み聞きするのはいけないと思いつつ、気になってしまってつい耳をそばだてた。

「──本当、心から感謝してますよ。ライバル企業の僕を快く迎え入れてくれるだなんて。その分、お役に立てるように頑張らないといけませんね」

　その前の会話ですでに嫌な予感を存分に感じていたものの、続くフレーズがさらに追い打ちをかけてくる。

　まさか……泉さん、ここを辞めて来月から別の会社で働く気じゃ……？

　驚きのあまり私は手にしていたアイスカフェオレのプラ容器を取り落としてしまった。フロアマットが敷き詰められた廊下の床に、ストローの差さった容器が転げ落ちた。幸い、蓋は外れなかったので大惨事は避けられたものの、落ちた拍子に容器のなかの氷が叩きつけられ、がさっと大きな音が響いた。慌ててしゃがみ込み、プラ容器を拾う。

　──まずい。ここにいるのがバレてしまう。

「……あやめ、聞いてたの？」

　どうか気が付かないでほしいという願いも空しく、急いで通話を終えたらしい泉さんの靴が視界に入った。長くすらりとした脚を辿りながら、信じられないという表情をしている彼の顔を見上げ、立ち上がる。

「すみません……私、泉さんに用事があって……立ち聞きするつもりはなかったんですけど、聞こえちゃいました。……今の話、本当ですか？」

「…………」

　私の追及に、泉さんは眉根を寄せて口を閉ざす。

「来月から他社に、って……え、うそですよね」

　もう誤魔化しきれないと思ったのか、彼は諦めた風なため息のあと、ゆっくりと首を横に振った。

「どうして。だってこの会社は、御子柴さんとふたりで立ち上げたと聞きました。泉さんの会社でもあるのに、どうして他の会社になんて」

「僕の会社でもある、か。役員だから、傍目からはそう見えるのかもね。でも、実際はそんなこと全然ないんだ。この会社の実権は御子柴さんが握っているし、会社の意思決定は百パーセント彼によってのみ行われているんだから」

「泉さん……？」

　早口で捲し立てる彼の様子が、いつもと違って見える。ふわりとした優しげな雰囲気は影を潜め、まるでトゲトゲしたいばらをまとっているような鋭さがあった。

「もう御子柴さんにはついていけない。……ここ数ヶ月、ずっと考えてたんだ。これまで、僕と彼の間にはいくつもの衝突があった。もちろん、それぞれ考え方の違いがあるから、意見がわかれるのは仕方がないけれど、彼はそのたびに僕の主張や提案を一切聞かずに切り捨てた。その独善的な態度に嫌気が差したんたんだ」

　彼はしばらくフロアマットを睨むように見つめていたけれど、何かに思い至ったように顔を上げた。

「ごめん、あやめを置いていくような形になって。でも、君が望むなら先方に話をつけて、一緒に働けるように頼んでみるよ。君は仕事熱心だから先方にも気に入ってもらえるだろうし、君がそばにいてくれるなら……僕もうれしいから」

　今の会社に私を残していくのを気がかりに思ってくれているらしい泉さんは、宥めるような穏やかな口調で言い、私の肩を抱こうとする。

「泉さん、だめです。辞めるなんてだめ」

　その手を遮るように、私は首を横に振って強く訴えた。ブラウスの肩口に触れようとした彼の手が止まり、存在感のある大きな瞳が予想外の驚きに揺れた。私は、その瞳に映る自分の姿を見つめながら続けた。

「……私が勝手に言っていい話かどうか、わかりませんけど……御子柴さんも泉さんの関係をよくしたくて悩んでるんです。何でも話し合える関係に戻りたいと」

「御子柴さんが？」

　意外そうに訊ねる彼に、しっかりと頷く。

「泉さんと御子柴さんがご兄弟であることも、会社のことで意見が対立して心に距離ができてしまったことも……断片的にではありますけど、御子柴さんから聞きました。御子柴さん、以前に比べて泉さんが意見をしてくれなくなったことを、悲しがっていました」

「何を言っても聞き入れない相手には、どんな言葉をかけても無駄だからね」

　私の言葉に耳を傾けるうちに、泉さんは不快であると示すかのように、ハッ、と短く息を吐いた。

「ご本人も、それは理解しているみたいです。……でも、自分のなかで正しいと思ったことは曲げたくない、と」

「そう。そういう、自分だけが正しいと思っているところにうんざりしたんだ。昔からそういう気質はあったけど、会社を経営するようになってから拍車がかかったみたいだね」

　兄弟という強い絆がありながら──いや、兄弟だからこそ、積もり積もったものがあるのだろう。泉さんが苦々しく吐き出す言葉は、御子柴さんへの憤りに満ちている。

「でも御子柴さん、言ってましたよ。あとあとになって、泉さんの言うことが正しかったと思うこともあったって。だから、もっと泉さんの言うことを聞いておけばよかったと後悔していると」

「…………」

　御子柴さんの想いを、きちんと泉さんに伝えてあげたい。それで、ふたりの関係が少しでも改善するのならば。

　胸に抱いたままのアイスカフェオレを握る手に力をこめながら懸命に訴えると、泉さんはちょっと怯んだように黙り込む。

　あのときの御子柴さんの言葉が、実のない出まかせにはどうしても思えない。面と向かって言えないだけで、彼は泉さんを必要としているに違いない。私はその勢いのままに続けた。

「御子柴さんから、お名前のこと聞きました。佑さんと圭佐さん──右と左で、ふたりが支え合ってくれるようにとの願いが込められているんですよね。まだ入社してほんのちょっとしか経っていないですけど、おふたりがまったく違った性質を持っていて、だからこそお互いの長所がプラスに作用しているんだなっていうのを強く感じています」

　ＧＡＴ株式会社を先導するのが御子柴さん。会社を内側から守る女房役が泉さん。どちらもなくてはならない存在であることには変わらない。考え方や捉え方の違いで仲違いしてしまうなんて──間違っている。

「御子柴さんにとって、泉さんは公私ともに大切なパートナーです。だから……泉さんは、御子柴さんのそばから離れちゃだめなんです」

「ずいぶんと彼の肩を持つんだね」

　声音は冷静さを保っているけれど、眉間に刻まれた皺は、泉さんが心の内で苛立ちを覚えていることを示している。彼は首を傾げて見せながら、苦笑いを浮かべた。

「彼が──兄貴が他人にそんな個人的なことを話すなんて、あまりないことだ。ずっと近くにいた僕にはわかる。きっと兄貴はあやめに興味があるんだろうね。……自分の会社の社員としてではなく、もっと別の理由で」

　含みのある言い方をする泉さんに顔を覗き込まれる。そして、探るような目で私の瞳をじっと見つめた。

「もしかして、あやめも彼に興味があったりする？　そんなに彼の気持ちを代弁しようとするのは……彼に惹かれているから？」

　──泉さんは気付いている。私と御子柴さんの間で、何かが起きたのだということに。

　『あなたが好きだ。身も心も、私のものになってほしい』

　御子柴さんに抱かれているとき、彼にそう告げられた言葉を思い出す。

　ストレートで熱烈な言葉は、素直にうれしく、心が躍った。そんな風に感じるのは、私も御子柴さんのことを好きになりかけているからなんだろうか。

「だとしたら妬けてしまうな。僕の方がずっと君を好きなのに」

　悔しげに唇を噛んだ泉さんが、私を抱き寄せる。両手でアイスカフェオレの容器を抱えたままの私は、彼の懐に飛び込むような形で彼に身を預ける。

　泉さんが、御子柴さんへの嫉妬を露にする様子にもまた、うれしさと高揚感を覚えてしまう。御子柴さんとのただならぬ関係をほのめかされてもなお、彼が私に好意を抱き続けてくれていることが、私の胸を甘く締め付ける。

　御子柴さんのことを、どんな風に答えていいのか判断がつかないでいると、泉さんは私の腰に手を回しながら、耳元で口を開いた。

「じゃあ、こういう訊き方なら答えてくれる？　そろそろ僕の告白に対する答えを聞かせてくれないか。僕はあやめと付き合いたい。あやめは、僕のこと……どう思ってる？」

「私……私、は……」

　優しい問いかけが頭のなかで反響して、ぼうっとしてしまう。

　断らなきゃ。こんな半端な状態では誰ともお付き合いできない、って、きちんと説明しないと。今夜はそのためにやってきたのだから。

　でも……本当に断っていいのだろうか？　

　彼の問いに答えるなら、彼を素敵だと思っている。こうして触れ合っているとドキドキするし、お付き合いをしたいという気持ちも少なからず存在する。

　……それを全部、なかったことにしてしまっていいのだろうか？　

　葛藤していると、エントランスのほうから靴音が聞こえてきた。私とほぼ同じタイミングで、泉さんも新しく増えた気配に気が付いたようだ。私の身体をそっと離して、透明の扉の先を見据える。

　次第に大きくなってきた人影は──御子柴さんのものだった。

「ふたり揃って残業ですか」

　扉を潜った彼がわたしたちふたりの姿を認めると、どちらへ向けてというわけでもなく言った。

「明日のための資料を、少し」

「……あの、私は……泉さんに話があっただけです」

　簡潔に答えた泉さんのあと、私は戸惑いながらそう述べる。

　どうしよう。今の話を、御子柴さんに教えるべきなんだろうか。いや、でも……。

「そうでしたか。では来栖さん、申し訳ないですが、順番を譲ってもらってもいいですか？」

　迷っているうちに、御子柴さんが私たちの前にやってくる。そして、言葉通り少しすまなそうにして私に訊ね、さらにこう続けた。

「──あなたのアドバイス通り、自分の思っていることを伝えに来ました」

　御子柴さんは、わたしのとなりで対面の彼に冷淡な視線を送る泉さんを見つめた。

「圭佐、お前に話がある」

「ここは会社です。会社のなかでは、きちんと立場を弁えた話し方をすると決めたのは、御子柴さんのほうでしょう」

　丁寧な言い方で遠回しに拒否する泉さん。はっきりと言葉にはしないものの、御子柴さんとは話したくないという意思が空気感で伝わってくる。

「今夜は社長としてだけではなく、お前の兄としても話したくて来たんだ。それなら構わないだろう」

「…………」

　泉さんが黙ったのを、御子柴さんは了承として受け取ったようだ。彼は小さく息を吸い込んだ。

「──頼む。転職の話は考え直してもらえないか」

　御子柴さんの第一声に、私も泉さんも小さく「えっ」と驚きがこぼれてしまった。

　泉さんの転職の話を、御子柴さんは知っていた……？

「そんなに驚く話でもないでしょう。横の情報はネットワークがあるので入ってきやすいものですよ。それを得たからこそ、こうして説得をしにきたわけです」

　私たちは揃って同じような顔をしていたのだろう。御子柴さんがおかしそうに笑い、泉さんの双眸をじっと見つめた。

「お前がそこまで不満を抱いているとは気が付かなった。……申し訳なかった」

　言葉尻で、御子柴さんがこうべを垂れる。その所作に一瞬だけ怯んだものの、解せないとばかりに泉さんが肩を竦める。

「別に謝る必要はないんじゃないか。僕の考えなんてお構いなしに、自分の好きなようにやるのが兄貴の常套手段だろ。それに我慢がならなくなったから会社を離れる。それだけのことだよ。立ち上げの一員だからといって、会社と添い遂げなければいけないわけじゃないからね」

「……お前の言う通りだ。私は確かに、自分の思うがままを貫き通しすぎたのかもしれない。だから今さらこんなことを言っても、お前の胸には響かないだろう」

　泉さんらしくない冷たい響きのこもった物言いを受け、怒りの深さを実感した御子柴さんが私を一瞥する。

「それでもこの間、来栖さんに言われたんだ。言いづらくても、思っていることをきちんとお前に伝えたほうがいい、と。……そんな当たり前のことに、言われなければ気が付かなかった。会社を始めて以降、いつの間にかお前と正面からぶつかることを避けていたんだと思う。だからお前の意見との擦り合わせもせず、我を通してきた。それでは、呆れられてしまうのも無理はない」

　あの日、食堂で話したことが頭を過る。御子柴さんの口調は、自分自身を客観的に分析

しているかのようだった。慎重に言葉を選びながら、彼が続ける。

「私の見えないところで、いろいろなフォローをしてくれたこともわかっている。特に社員に対するフォローは何度も助けられた。お前が動いてくれたことで退職を思い留まった社員が何人もいるのも知っている。……感謝している」

　私もフォローをしてもらっている側だからよくわかる。穏やかで朗らかな泉さんは頼れる上司だ。産休に入った大塚さんも、「泉さんなら何でも相談できるから、安心してね」と話していたし、男女問わず、彼を精神的な支えにしている社員は多そうだ。　

「そういうことを思い返して……圭佐、お前という存在にいかに支えられてきたのかと実感したんだ。母親が違うとはいえ弟であるお前に、甘えすぎてしまっていた。……血の繋がった家族だから、多くを語らなくても理解してもらえるだろう、と。でもそれが間違いだったと、今ならわかる。もう遅すぎるかもしれないが、圭佐にはここに留まって、私と一緒に会社をより広げていってもらいたい。私には、お前の力が必要なんだ。それが私の、素直な気持ちだ」

「……兄貴の口からそんな言葉を聞くなんて、意外だった」

　御子柴さんが自身の思いを伝えたあと、泉さんが話し出すまでの間がとてつもなく長い時間に感じられた。泉さんの台詞通り、御子柴さんのこの行動は想定外のものだったのだろう。皮肉ではなく、単純に驚いた風な響きがそれを物語っている。

「この会社に僕が必要なのかどうか、ずっと考えてたんだ。そこで声をかけてくれた人がいて、誘いに乗った。新しい場所なら、僕を必要としてくれるって」

「……そう感じさせてしまったのは、私のせいだな」

「ああ。今まで少しずつ蓄積された不信感が、急に解消することはないよ」

　申し訳なさそうにぽつりと呟く御子柴さんに、泉さんが淡々と頷く。……何だか、雲行きが怪しい。このままでは、好ましくない結末に辿り着いてしまいそうだ。

「あ、あのっ……」

　焦った私は、思わず口を出した。

「ごめんなさい、ご兄弟の話だからなるべく私は黙ってようと思ってたんですが……このままおふたりが喧嘩別れしてしまうのは嫌なので、勝手ながら発言しますね」

　本来なら、ふたりきりで話すべきことだ。たまたまその場に居合わせたからといって、私が軽々しく話に入っていいわけではないのだけれど、どうしても何か言わずにはいられなかった。御子柴さんと泉さん、ふたりの視線が私に集中するのを感じながら続ける。

「泉さんを必要としているのは、御子柴さんだけじゃありません。私だって一緒です。会社での仕事のイロハを教えてくれたのは泉さんですし、これからも教えてもらいたいことがいっぱいあります。だから……辞められたら困ります。私以外にもそう思ってる人はたくさんいると思います」

　大塚さんをはじめ、この会社の多くの人が同じ気持ちを抱いているはずだ。その人たちのためにも、きちんと伝えなくては。そんな思いで、私はさらに言葉を紡ぐ。

「今、御子柴さんが謝ったことで、これまでの泉さんの憤りや不満がすべて解消されることはないのは、御子柴さんだって承知の上ですよね。でも、チャンスくらいはあげてもいいんじゃないですか？」

　前半部分は御子柴さんに、後半部分は泉さんに、それぞれ彼らの目を見て問いかける。そのまま、泉さんの心に訴えかけるべく畳みかける。

「きっとこれを機に、御子柴さんの振る舞い方は変わってくるはずです。辞めるのはそれを見届けてからでも遅くはないんじゃないでしょうか。……それに、泉さんのほうだって少なからずもとの関係に戻りたいって気持ちがあるはずです」

「僕に？」

「喜田さんに聞きました。御子柴さんとぶつかって辞めようとする社員を説得するとき、『御子柴さんは社員のことを一番に考えているけれど、それが上手く伝わらないだけなんです』って、御子柴さんの気持ちを一生懸命代弁されていたんですよね。それって、お兄さんである彼の考えを理解していて、かつ絶対的な信頼を置いているから言える言葉だと思うんです」

「…………」

「心のなかでは、まだお兄さんに対する尊敬が残っている。……なら、もとの関係に戻れるかもしれないという可能性を、自ら潰してしまうなんてもったいないですよ」

「来栖さん……」

　泉さんの凍てついた心をどうにか融かしたい。その思いを汲んでくれた御子柴さんが、噛み締めるみたいに私の名前を呼んだ。

　──御子柴さんの気持ちを、泉さんにきちんと伝えたい。ふたりとも、私にとって大切な上司なのだから。このまま拗れてしまうのは嫌だ。私は祈るように泉さんを見た。

　しばらく虚を衝かれたような表情をしていた彼だったけれど、不意に表情を綻ばせる。

「……ずるいな。君にそんな風に言われたら、無下にできるわけないじゃないか」

　それまでとは違う、笑み交じりの柔らかな雰囲気は、普段通りの彼の姿だ。その空気感のままに、両方の瞳を細めた。

「──でも、そうだね。あやめの言うことは正しいよ。僕だって、会社やこれまで一緒にやってきた社員に愛着がある。辞めずに納得できる道があるなら、それを選択したいよ」

「泉さん、じゃあ」

　泉さんの口から前向きな言葉が飛び出してきたことで、もしかしてという期待感が高まる。彼は表情を引き締めて、御子柴さんを見た。

「さっきの兄貴の言葉、信じていいんだよね？　……僕の力が必要だって」

　しっかりと頷く御子柴さん。お互いの視線が、大切な何かを確かめ合うように交わった。その刹那。

「先方には丁重に断りの連絡を入れることにするよ。恨まれないといいけど」

　いたずらっぽく宣言する泉さんの言葉で、私の祈りが通じたことを確信した。私は興奮のあまりアイスカフェオレの容器を投げ出さん勢いでガッツポーズをしてから、またお取り落としそうになったそれを背後のデスクの上に置いた。

「……よかった。泉さんが辞めなくて、よかったです。ですよね、御子柴さんっ」

　再び向き直り、対面の御子柴さんに呼びかけると、彼が心底ホッとしたような表情で頷く。

「……来栖さんのおかげです。ありがとうございます」

「そんな、私は何も」

　特別感謝されるようなことは何もしていない。彼に頭を下げられるのが畏れ多くて首をぶんぶんと横に振ると、となりの泉さんがこちらを向いた。

「あやめにあんな風に言われたら、聞かないわけにはいかないから。君がこの場にいなかったら、違う結論が出ていた可能性もあり得るよ」

　そこまで口にしてから、ふと──思い至ったことがあるとでも言いたげに、泉さんが顎に手を当てて呟く。

「……というか、そもそも兄貴があやめに手を出さなければ、ここまで腹立たしいとは思わなかったかもしれないな」

「えっ？」

　──私？　どうして？

　困惑していると、泉さんが御子柴さんに視線を向けた。

「この際だから言っておくよ。僕はあやめが好きで、彼女にもそれを伝えている。ＯＫが出れば、付き合うつもりだ。レポートがらみで彼女と何かあったかもしれないけど、全部忘れてくれ」

「泉さんっ……」

　──どういうこと？　

　今の話が本当なら、引き金を引いたのはあの社長室の一件だったってことなの？　

「悪いが、それはできない」

　宣戦布告のような泉さんの言葉を聞くなり、御子柴さんはきっぱりと否定する。

「何だって？」

「お前を会社に引き留めたいのと、来栖さんを想っているのとはまったく別の話だ。私も彼女に気持ちを伝えたし、それにどう答えてくれるかは彼女の自由だからな」

　御子柴さんが再びこちらを見た。私を見つめる瞳がふっと優しくなる。

「改めて言います。来栖さんが好きだ。君も私を想ってくれているというのなら、お付き合いしてもらえませんか」

「み、御子柴さんまで……」

　情熱的でいて真摯なよっつの瞳が、私の回答を待ちわびている。

　これまでにお互いを意識するような言葉があったし、この状況であるのに、表情に驚きの色を一切乗せていないところを見るに、おそらく彼らは私がそれぞれと親密な関係になりつつあるとを予想していたのだろう。

　急展開にただただ戸惑う。さっきまで泉さんが辞める、辞めないの話をしていたというのに、今はなぜかふたりの告白に対する答えを求められている……？

　──私の答えは決まっていたはずだ。いい機会だから、この場で伝えてしまおう。

「私は……ごめんなさい、どちらともお付き合いできない、です」

　ふたりの顔を交互に見遣ったあと、私は自分の足元に視線を落として言った。先の尖った黒いパンプスを見つめている間も、ふたりに対する申し訳なさが込み上げる。

「理由を訊かせてもらってもいいですか？」

　訊ねたのは御子柴さんの声だ。私は微かに頷いた。

「ここ最近の自分に、嫌気が差しているんです。御子柴さんにフラフラ、泉さんにフラフラして、その……すごく中途半端なことになってしまっている自分が許せなくて。ふたりのことはそれぞれ素敵だと思いますし、惹かれているのは確かです。でも、どちらのほうがより好きなのか、とか……そもそも、おふたりに抱いているのが恋愛感情なのか、とか……考えれば考えるほどわからなくなってきてしまって」

「だからどちらも選ばないことにした、ってこと？」

「……そういうことになりますね」

　今度は泉さんが問うた。現状を言葉にすると、いかに自分が優柔不断であるのかわかってしまい、つくづく情けなかった。

「納得がいかないですね」

「ああ、それが理由なら全然諦められない。平たく言えば、僕たちのことを好きかどうかの確信が持てないってことだよね」

　私の言葉を聞き届けたあと、ふたりはそれぞれ不服そうに言った。直後、泉さんが私の片手を恭しく取る。

「……お願いだ、僕を選んでくれ。これから先、君以上の女性に会える気がしない。君だって、あんなに激しく僕を求めてくれていたじゃないか」

「私だって同じです。君を諦めたくない。……私の腕のなかで可愛く乱れてくれたこと、うれしかったですよ」

　泉さんに感化されたのか、御子柴さんも張り合うように私のもう片方の手を取った。

「っ……！」

　ちょっと待って。お断りしたのに、むしろふたりの勢いは増してるような気がするんですけど！

　ベッドの上でのことを持ち出されて恥ずかしかったのもあり、私はパニックになりながら彼らに掴まれた両手を振り払った。

「だ、だめなんです！　ふたりとも魅力的で、どちらかを選ぶなんてできないんです。だから、選ばないことにしたわけで──お願いですから、わかってください！」

　一度固めた決意を揺さぶられ、言葉尻は叫びに近いものになる。軽く息切れしながらひと息に言った。

「…………」

「…………」

　私の剣幕に圧倒されたのか、どう答えるべきかを考えあぐねているのか。ふたりは少し難しい顔をして、押し黙ってしまった。

　……自分で決めたこととはいえ、気まずい。でも、仕方がないのだ。特別美人だったり可愛かったりするわけでもない私に、こんなに熱心に愛を囁いてくれるなんて──ふたりの気持ちは本当にありがたいと感じているけれど、こんな不確定な気持ちのままでは、それこそふたりに失礼なのだから。

「……こういうとき、解決法はひとつしかないですね。どちらかに絞れないなら、どちらも受け入れること」

　沈黙を破ったのは、御子柴さんだった。

「──どちらも、って、どういう意味ですか？」

「ひとりを決める必要はない、という意味ですよ」

　意図を汲みかねた私が訊ねると、御子柴さんはちょっと意地悪な、不敵な笑みを浮かべた。

「いやいや、まさかそんな……」

　それはつまり、ふたりと同時にお付き合いするという意味なのだろうか？　そんなの、あり得ない。私が笑い飛ばすと、意外にも泉さんが感心した風に大きく頷いた。

「確かに、今すぐひとりに決める必要はないかもしれないな。ふたりと同時に付き合ってはいけない、なんて法律はないからね。両方と付き合っていくうちに、おのずと君の言う『自分の気持ち』も見えてくるだろうし……」

「ええっ？」

　てっきり泉さんはこちら側についてくれると思ったのに。それもいいのかも──なんていう風に、ちらりと私の顔を見遣り、様子を窺ってくる。

「な、何言ってるんですか、そんなのできるわけないじゃないですか」

「できるかどうかは、試してみてから決めてもいいのではないでしょうか」

「そう。君が僕たちにまったく気がないというのなら、身を引かないといけないと思っていたけど……どちらにするか決めかねているなら、しばらくそういう感じでもアリかな、と思うんだけど」

「なっ……な……」

　まさかそう来るとは思わなかった。私は、様々な感情でわなわなと震える手をもう片方の手で抑えて言った。

「ナシですよ！　さっきも言いましたけど、私、今だって自分の優柔不断さに耐えられないんですから。ふたりとお付き合いをすることをよしとしてしまったら、自分で自分を軽蔑しちゃいそうです」

　ケジメをつけるための決断が、自分自身をさらにだらしない女にしてしまうなんて、本末転倒。頷けるわけがない。なのに。

「軽蔑なんてしないでください」

「僕たちのなかで迷ってくれる分には、何とも思わないよ。それを承知の上で付き合ってほしいって思ってるんだから」

　御子柴さんも泉さんも、まったく気にする必要はないと示すように、穏やかに微笑んでいる。……いやいや、だからだめなんだって……！

「っていうかっ、ついさっきまで喧嘩してたのに、おふたりのほうこそ気にならないんですか？」

「圭佐とふたりで来栖さんとお付き合いするっていうことを、ですか？　……私は気になりませんね。私の知らない男に来栖さんを取られるくらいなら、そのほうがずっといい」

「僕も同感だね。あやめを愛することができるなら、形にはこだわらないよ。重要なのは、君と一緒にいられることなんだから」

「…………」

　恋愛は一対一でするものという意識があるから、常に別の男性──それも自分のよく知る兄弟の影が見えるのは、いくらなんでも厳しいのではと思ったのだけど、違ったようだ。……これでは全然話にならない。

　私はとんでもない兄弟に愛されてしまったのかもしれない。今さらになって気が付いてしまったりして。

「そういうことだから、あやめ。僕たちの気持ちを受け入れてくれないか」

「付き合ってみて、あなたがどうしても馴染めないというのなら、すぐに関係は解消します。逆に、どちらかひとりに気持ちが定まったというのであれば、それにも従います。……だから、私たちにあなたを愛する権利を頂けませんか？」

　中性的で華やかな顔立ちの泉さん。男性らしいクールさのある御子柴さん。異なる魅力

を持つ極上のイケメンたちの熱っぽいアプローチは、私の凝り固まった思考を少しずつ軟化させていく。

　彼らの主張していることが、常識から大きく外れているのは理解している。本来なら、それを受け入れてはいけないことも。

　でも、自分が好意を寄せる男性ふたりに、これだけ熱烈に口説かれて陥落しない女性がいるならば見てみたい。私はそこまで強靭な精神力を持ち合わせてはいなかった。

　──途中で引き返すことができるのなら、受け入れてみてもいいのだろうか。

　正しいとか、正しくないとか、寝不足になるまで何度も何度も考えたけれど、もう考えること自体を放棄したい。御子柴さんと泉さんは、ともに私にとって素敵で、ドキドキする男性。どちらも魅力的で──好き、なんだと思う。

「──わ、わかりました」

　常識的な自分がストップをかけてくるけれど、覚悟を決めて静かに言った。

「……ふたりとお付き合いします。いえ……させてください」

　その言葉で、私は未知の世界への入り口を自ら開けてしまったのだった。





◆◇◆






「あやめ、大丈夫？　気分は？」

　──それから約二時間半後、タクシーで御子柴さんのマンションの部屋までやってきた私は、両肩をふたりに支えられながら、大理石の玄関でパンプスを脱いだ。

「──ピッチが早いなと思って、途中からセーブかけたつもりだったんだけど、気付かずにごめんね」

「そうですね。申し訳なかったです」

「い、いえ……決して、おふたりのせいでは……」

　私はもたつく舌で何とかそう言った。

　ふたりが気に病む必要はまったくない。御子柴さんが、「付き合うことになった記念日だから、お祝いをしよう」と、会社の裏にある、雰囲気のいいバーに誘ってくれた。そこで私は、バーテンダーのお兄さんに勧められるがままにさまざまなカクテルを飲んで、勝手に酔っ払ってしまっただけなのだ。

　今になって思えば、三人で付き合う──という、この何ともよくわからない状況から逃避したいという意識の表れだったのかもしれない。実際、お酒に酔うことで、私の脳内はかなり楽観的に物事を捉えられるようになった。

「寝室はこっち。圭佐、彼女をベッドに寝かせて」

「わかった」

　御子柴さんが見覚えのある扉を押し開けつつ、その先にある大きなベッドに私の身体を横たえ、泉さんも手を貸してくれる。

「兄貴、今はこんないいところに住んでるんだ」

「あまり家にいることはないけどな」

　心地よいマットの上に身体を投げ出し、軽い眠気を覚えて目を閉じた。ふわふわとした思考でふたりのやり取りを追う。

「弟の僕よりあやめが先にこの部屋に来ていたなんてね。ふたりが怪しいとは感じてたけど……」

　ちょっと面白くなさそうな泉さんの声が、少しずつ近づいてくる。閉じていた目を開けると、泉さんの顔が間近にあった。

「あやめ、今度僕の部屋にも遊びに来てね」

「んっ……」

　優しく囁いたあと、泉さんの唇が私のそれに触れる。柔らかな感触を残して離れていった。

「圭佐、それは抜け駆けというものだろう。よろしくないな──来栖さん」

「ふ、ぁ……」

　とてもよく似ているけれど、さっきと少しだけ違う感触。圭佐さんのと入れ替わりに落

ちてきた彼の唇は私のそれを食んだあと、ゆっくりと舌を差し入れてきた。アルコールの苦いの味がする──御子柴さんは、ずっとウィスキーを飲んでいたから、きっとそれだ。

「ん、ふ、ぁ……んん、んぅっ……」

　舌先で口腔を撫でられると、くすぐったさに声がもれてしまう。淡い刺激を追いかけながら、私は無意識のうちに彼の舌に自分のそれを絡めた。ゾクゾクした快感が、無防備な思考回路に流れ込んでくる。

「可愛い声。そんなの聞かされたら、我慢できなくなっちゃうよ。いいの？」

　ベッドの上に乗り上がった泉さんは、私の右側に座ってブラウスの胸のあたりに両手を伸ばしてくる。そして、ふたつの膨らみを手のひら全体を使って包み、撫で始める。

「はぅ……ん、はぁっ……」

「もっと声出して。あやめのいやらしい声をたくさん聞きたい」

　意地悪を言って煽りながら、泉さんの手が私のブラウスを剥き、胸の覆いを取り払ってしまう。カップからこぼれたふたつの膨らみを、今度はじかに愛撫し始める。

「こういうことも……三人でしちゃうんですか……？」

　続いて、ベッドの下に両膝を着いた御子柴さんにスカートとストッキングを下ろされながら、おずおずと訊ねる。

　三人でお付き合いする、という話が出たときに、セックスのことがまったく頭を過らな

かったわけではないけれど……これまでの恋愛において一度も通過したことのないシチュエーションなので、いささか不安が募る。

「心配する必要はないですよ。そこまで珍しいものではありません。と言いつつ、経験はないですが」

　御子柴さんが、ベッドの上の泉さんを見上げ、言外に「お前は？」と訊ねる。

「僕もないけど……でも、自社製品のレビュー見てても、３Ｐで使いましたって書き込み見かけたりするから。そういう使われ方もしてるんだな、とは思ってた」　

「か、感想くらいは見たことありますけど……」

　体験談を見るのと、自ら経験するのは全然違う。アダルトグッズについては関わっていくうちに過剰な偏見は抜けたけれど、これに関してはいけないことという印象が抜けない。

「それよりは、血の繋がった兄弟のベッドシーンを見る抵抗感のほうが、私は強いですかね」

「確かに。僕もそっちだな」

　御子柴さんと泉さんが顔を合わせると、苦笑いを浮かべた。……言われてみれば気まずいか。家族のそういう場面って、普通ならまず目にすることはないだろうから。

「難しいことは考えないで。ふたりがかりで愛撫されるって想像すると、ドキドキするよね？」

「来栖さんは、思いっきり感じてくれるだけでいいですよ──」

　渋る私を丸め込むようにふたりが言う。彼らは兄弟だけあって、なかなかどうして息がぴったりだ。つい先刻まで仲違いしかけていたのが嘘であるかのように。

「ぁ、あっ……！」

　反論するより先に喘ぎがこぼれた。泉さんに両胸を捏ねられながら、御子柴さんにはショーツのクロッチ越しに秘裂を擦られる。

「やぁ……つつ、かないでぇ……」

　早々とショーツ一枚にされ、気持ちいいところを探るように責められる。御子柴さんの長い指に撫でられていると、熱い蜜がじゅんと溢れてきた。

「来栖さんは濡れやすいですよね。わかりやすいほど反応してくれて」

「レポートを書くようになって感度が上がったからじゃないかな。『メルティベア』以降、あやめはちゃんと自分で試して、細かいところの感想まで書いてるみたいだし」

「思った通りの優秀な部下で、感心しますよ。──労ってあげないと」

　思わせぶりに言ったあと、彼は秘裂に張り付くショーツを脱がせて、両脚を広げて抱え上げた。そのまま、何も覆うものがなくなった場所に顔を近づけ、舌先で愛液を掻き出すようにして、刺激を与えてくる。

「ぁあっ──……！」

　入り口の襞や秘芽に、電気のような激しい快感が突き刺さる。私が背を撓らせて悦楽に感じ入っていると、ふっと泉さんの微かな笑い声が聞こえた。

「あやめ、僕のことも感じて」

　片側の胸に顔を埋めた泉さんに、その頂をしゃぶりつかれた。滑った舌が、胸の先の窪みを穿るみたいにしてぐりぐりと突いてくる。

「ふぁ、あぁっ！　穿らないでぇっ、そこ、イイからぁっ……！　ぁあっ！」

　吸い付いて、舐めて、転がして。期待感でぷくっと膨らんだ先端を、泉さんが唇と舌とを巧みに使って愛撫してくる。

「ふ、はぁっ……こっち、たくさん溢れてきましたよ……舐めきれないくらい」

　気持ちいいところ、感じるところ、ふたりに同時に舐められて──こんなの、恥ずかしい。

　恥ずかしいけど、どうしようもなく気持ちよくて──あぁ、もうイッちゃう……！

「これすごぃいっ、イっちゃ──ぁ、あああっイくっ……!!」

　悦楽の回路が二本に増えたことで、絶頂までの道のりを性急に追い立てられる。性感帯を思う存分嬲られ、私は早々と軽く達してしまった。

　ぶるぶると身体を震わせていると、ふたりも私が上りつめたとわかって、愛撫の手を止めた。それぞれ顔を上げると、絶頂によって蕩けているだろう私の顔を覗き込む。

「気持ちいいところを二ヶ所も吸い付かれたのが、そんなによかったんですか？」

「……はぁ、はぁっ……だっ、てぇ……」

　咎められているわけではないのに、言い訳をするみたいな言い方になってしまうのは、まだ私たちの秘密の行為が始まって間もないタイミングで果ててしまったから。

「胸の先はピンと勃って、大事なところはぐずぐず……いやらしくて煽情的な眺めですよ、来栖さん」

「ふぁんっ！」　

　イッたばかりの入り口に、御子柴さんがちゅっと口付ける。ほんのわずかな刺激なのに、思わず息を止めてしまうような衝撃があった。

「今度は僕たちを気持ちよくしてほしいな。……いいよね？」

「んぅっ……ふぁいっ……」

　私の唇を攫いながら、泉さんが訊ねる。私はアルコールと絶頂とでまだぼうっとする頭でキスに応じながら、返事をしたのだった。

　

「な、んか……もう、いろいろ恥ずかしいっ……」

　ベッドに座る御子柴さんと泉さん。その間で、私が彼らと向き合うような形で床に膝立ちになる。

　スーツを脱ぎ、私と同じ一糸まとわぬ姿の彼らの身体の中心には、私の痴態に煽られてそそり立つものがある。力強く脈打ち、時折先端から先走りをこぼすそれらに両手を伸ばした

「熱い……」

　そっと握り込むと、それぞれが生き物のようにぴくりと跳ねた。予め唾液で湿らせた手のひらを使って、遠慮がちに扱いていく。

「っ……」

「あやめ、気持ちいいよ……」

　快感を噛み殺すように小さく呻く御子柴さん。そして、快感を露にして感嘆する泉さん。

　手のなかの高ぶりは、サイズも形状もそれぞれ少しずつ違っているように思う。共通しているのは、私がこれまでに目にしたことがあるもののなかで圧倒的な大きさであるということ。実際に手に取ってみると「よくこれを膣内に収めたものだ」なんて、改めて感心してしまった。

「ヌルヌルしたの……先っぽから、溢れてきますね……」

　指先が太い幹や先端近くの括れた場所を通り過ぎるたびに、割れた先端から透明な液体が滲んてくる。

「……それは、あやめが擦ってくれてるからだよ……」

「そのまま、裏筋のところも扱いてください──くっ……それ、イイですっ……！」

　私がふたりのことを同時に気持ちよくしている、という状況に、ひどく興奮していた。彼らが色好い反応を見せてくれるたびに、満たされたはずの欲望が、また滾ってくる。

「ね、お願いしてもいい？　あやめの舌で、僕の……舐めて欲しいな……？」

　泉さんの愛らしい顔でおねだりされると、つい聞いてあげたくなってしまう。

「わかりましたっ……」

　私は片手で御子柴さんへの愛撫を続けながら、もう片方の手のなかにある剛直に、唇を近づける。興奮を帯びたいやらしい匂いのする熱棒の先に、今回は直接舌を這わせた。

　──ほんの少しだけ感じる塩味。とろみのある液体を舌先で掬うと、妖しく糸を引いた。私は、先端の窪みに溢れるそれを舐め取るように、舌で何度も撫でつけた。

　真下から泉さんの表情を窺ってみる。……よかった、気持ちさそうにしてくれている。

「興奮に直結するものを見せつけられるというのは、なかなか辛いものがありますね」

　御子柴さんが苦笑して呟く。私が圭佐さんを口で愛撫する様子を見ていた彼のそれは、本人の言う通り、今にも爆発しそうなくらいに膨れ上がり、ぴくぴくと切なげに震えている。

「ぁむ……ごめん、なひゃいっ……みこしば、さんもっ……もっと、気持ちよくしますっ……！」

　私は御子柴さんの剛直を扱くスピードを速めた。上下に大きく扱いたり、裏筋や雁首の

ところを重点的に擦ったりと、愛撫そのものにも変化をつける。

「きもひ……いい、れすか……？」

　唇で、舌先で、他の男性の性器を愛おしみながら、また別の男性のそれを扱くのは、とても背徳的な感じがする。くぐもった声で訊ねると、御子柴さんは奥歯を噛み、瞳を細めながら頷いた。

「……ええ、気持ちいいですっ……それに、圭佐のものを咥えてる姿が……とてもそそりますね……っ」

「そうだね……兄貴のを扱きながら舐められるの、堪んない……舐めるだけじゃなくて、今度は口のなかで扱いてみてくれる……？」

　もっとふたりに気持ちよくなってほしい。私は頷くと、彼の今にも暴発しそうな銃身の先を口のなかに迎え入れた。

　口中で味わう彼の高ぶりは、ただ舐めていたときよりもずっと濃い味がする。味わううちに下半身が蕩けてクリーム状になるみたいな、とてもエロティックな味。

　舌だけではなく、上下の唇を使って扱いてみると、泉さんの反応が途端によくなった。

「あぁ……感じるよ、あやめっ……」

　呼吸が荒くなり、恍惚のあまり瞳を閉じて刺激に感じ入っている。

　──もっと、もっと気持ちよくなってほしい。私の愛撫で、感じてほしい。

　無我夢中だった。口のなかの大きな質量を、一際高いところまで導くべく、舌先で丹念に舐め、唇全体で扱いていく。

「くっ……そんなに吸い付かれると、もう出てしまいそうだっ……」

　もうすぐだ、と思った。私はここぞとばかりに彼の反応が最もよかった、雁首のあたりを重点的に責めた。予想通り、彼の呼吸がさらに乱れる。

「ぁ、っ、うぁっ──……！」

　その瞬間、口のなかに熱い何かが解き放たれた。独特の匂いがするそれを吐き出す暇もなく、反射的に飲み込んでしまった。

「──ごほっ、けほっ……」

　むせたことで、両手がそれぞれの高ぶりから離れる。

「ごめん……平気？」

　泉さんが剛直を引き抜き、私の背中を擦ってくれる。

「気持ちよすぎて、我慢できなくて……本当に、ごめん」

「だ……大丈夫です。……そう思ってもらえたならよかった」

　嫌だったら、途中で愛撫を止めることもできたけれど、私はそうしなかった。それは、彼の欲望をこうして口のなかで受け止めようという考えが、頭のどこかに存在していたのかもしれない。泉さんに、満足してほしいと思ったから。

「御子柴さん、お待たせしました……今度は、御子柴さんを気持ちよくしますね」

　私は反対側を向いて、改めて両手で御子柴さんの逞しいものに触れた。

　ふたりと同時にお付き合いをすると決めたからには、どちらか片方にだけ熱量を向けてはいけないのではないかと、個人的には思う。だから、泉さんと同様に、御子柴さんのことも気持ちよくしたい。

「来栖さん……」

　御子柴さんは私の名前を呼ぶと、私の指先の感触を味わうように目を閉じた。私は形を確かめるみたいに一度全体を撫でてから、先端からゆっくりと、口のなかに迎え入れる。

「来栖さんの口のなか、熱いですね……」

　私の後ろ髪を優しく撫でてくれながら、御子柴さんが言った。

　──そうかな。私には、どくどくと脈打つこれのほうがよほど熱く感じるけれど。

　泉さんにそうしたように、最初は舌を使ってぺろぺろと遊ぶように舐めてから、次第に唇で扱くみたいにして快感を煽っていく。

　身体の同じ場所だというのに、味も匂いも、少しずつ違うのが面白い。これから先、もし三人でのお付き合いが続くようなら、舐めて味わっただけで、ふたりのうちのどちらのそれであるのかが、わかるようになるのだろうか。

「うっとりした顔して。兄貴の、美味しい？」

「ん、はぃ……御子柴さんのも、おいひぃ、れすっ……」

　私の締まりのない顔を見た泉さんが、からかうみたいに訊いて笑った。馬鹿正直に答えると、彼はさらに笑ったあと、愛おしげにこう言った。

「兄貴のも、ってことは、僕のも美味しいって思ってくれたんだ。うれしいな」

　泉さんは嬉々として私の背後に回ると、私を後ろから抱きすくめた。そして、両方の胸を前に回した手のひらで覆う。

「──うれしいから、あやめがもっと気持ちよくなれるように協力するね」

「ふぁ、んっ！」

　膨らみを円を描くように揉みながら、親指と人差し指で乳首の先を摘んだり、転がされたりされると、甘い嬌声が勝手にこぼれる。

「ここ、弄られたら気持ちいいよね？　たくさん弄ってあげる」

「あぁ、はぁあっ……！」

　私自身も強い愉悦を感じながら、私は御子柴さんの高ぶりを一心不乱に舐め、愛撫した。

　片手を根元の袋状になっている部分に添え、そこを柔く揉むと、ただでさえ張り詰めた怒張がびくびくと反り返り、強い快感を示す。

　……御子柴さんは、ここが感じるんだ。なら──

　私は思い切って、茎の部分ではなく根元の袋に舌を這わせた。柔らかな袋越しに球状の

何かを捉え、それを舌や唇を使って丁寧に刺激していく。

「……そんなところを咥えたりして、っ、いやらしいですね」

　御子柴さんが時折、何かを堪えるみたいに息を詰まらせながら、私を揶揄する。

「んんっ……きもち、よく……ないれすか？」

「途方もないくらいっ……気持ちいいですよ。……だから少し悔しくて、いじめたくなって……しまいました」

　彼が激しい快感を覚えているのは、その切なげな顔を見上げればよくわかった。

「んふ……悔しいって思われるの……うれしいですね」

　色の濃い、柔らかな皮膚にキスを繰り返しながら、私が呟いた。

「どうしてですか？」

「御子柴さんって、いつもクールでポーカーフェイスなので、感情の揺れが見えないというか……そういう人の余裕ないところって、可愛いなって思うので、うれしく感じるじゃないですか」

「……そういうものですかね」　

　本人はあまりピンときていなさそうだったけれど──別にそれでも構わない。彼の魅力は、私がわかっていればいいのだ。

「僕もあやめの余裕ないところ好きだよ。……だから、また見せてほしいな」

「……？」

　それまで私の胸の先を摘み、転がしていた泉さんが、その手をゆっくり腰の位置まで下ろしていく、そして、私にお尻を突き出すような体勢にさせると、秘裂に熱くて固いものを宛がった。

「えっ──あぁあっ……!!」

　それは背後から媚肉を割り、一気に最奥まで潜り込んできた。さっき私の口のなかで果てたばかりのものが、すでに臨戦態勢になって下肢を貫いていることに驚きを隠せない。

「そん、なぁっ……いきなりなんてっ、やぁあっ……！」

「嫌？　その割にはここびしょ濡れで、僕のを美味しそうに咥え込んでるけどね」

　泉さんが指摘する通り──御子柴さんの剛直を愛撫し、泉さんに胸の頂を捏ねられているうちに、秘裂はとろとろとした潤いに満ちていた。そのこっくりとした蜜と、装着した避妊具に塗られた潤滑ゼリーにより、泉さんの逞しいそれもスムーズに受け入れることができている。

　……漂う甘酸っぱい香りは、『エデンの林檎』だ。

「ぁ、あはぁっ……！」

　軽く揺すられるとお腹の奥の方に響いて、身体中の力が抜けてしまいそうになった。御子柴さんの剛直に添えていた手も自然と離れ、顔を上げた。

「圭佐、調子に乗るなよ。弟らしく譲るべきところは譲れ」

　御子柴さんとしては、口淫もセックスも、泉さんに先手を取られてしまった形になる。ましてや、泉さんの強硬手段により、御子柴さんへの愛撫を中断している状況だ。ゆえに、そんな恨みがましい言葉が口を吐いてしまうのかもしれない。

「言っただろ。僕、兄貴が社長室で抜け駆けしたの、結構根に持ってるんだ。……だから悪いけど、今日はその分あやめのこと、ガツガツ抱かせてもらうから」

　ところが、泉さんはちっとも悪びれていなかった。むしろ理由があるのだと示し、正当な権利であるかのごとく主張をしている。

「勝手なことばかり言って」

　御子柴さんは軽く息を吐いたあと、私の顎を掬い、愛おしげに頬を撫でた。

「来栖さん、口がお留守になってますよ」

　──そうだった。つい意識が下半身ばかりに行ってしまっていた。

「──は、むっ……ん、ちゅ、ちゅううっ……」　

　気を逸らしてしまったことを反省しつつ、私は御子柴さんへの愛撫を再開させる。

　そのつもりはなくても、結果的に焦らしてしまっているのが申し訳ない。私は少しでも早く彼が高みに上れるよう、ぱくりと先端を口中に含み、舌先を突き出して先端の膨らみを撫でまわすようにぐるぐると動かした。

「っ、はぁっ……うっ……」

　掠れた低音の吐息をこぼす御子柴さんを、口のなかでさらに高ぶらせていく。

「その舌使い、見てる方がゾクゾクする。……もう先走りがだらだら。可哀想だから、兄貴のこと、イかせてやって？」

　背後から覗き込んだ泉さんが、耳元で囁く。一刻も早く絶頂したいと訴えるみたいに、鈴口から透明な液体を吐き出している御子柴さんのそれ。

　──もっと、もっお気持ちよくしなきゃ。

「ふぁいっ……ふ、ぁ……」

　私はもう少し下の方まで口に含んで、根元のほうは手を使い、全体を大胆に扱き始める。

「えっちだね、あやめ。……もっといやらしいところ見せて？」

　そう笑った泉さんは、後ろから腰を激しく打ち付けるとともに、腰に添えていた手の片方を秘裂に持っていき、敏感な突起を摘んだ。

「ぁあんっ！　それ強いぃっ……!!」

　愛撫に集中しなければと思うのに、突如襲ってきた眩い閃光のような喜悦にそれを阻まれる。御子柴さんをイかせてやって、なんて言う割りには、むしろ泉さんの行動がそれを阻んでいる感じすらする。

「ほら、口も手も、止まっちゃってる。頑張って」

「……やぁ、気持ちいいとこ転がしながらずぶずぶしちゃ──だめなのっ……！」

　先っぽで内壁を擦られると、頭のなかを快楽が占拠して、他のことは何も考えられなくなってしまう。

「……圭佐、わざとだろ」

「わかった？」

　おざなりになった愛撫に、非難の視線を向けている御子柴さん。泉さんはやはり、あえてそうなるように仕向けているらしい。上りたくても上り切れないもどかしさから、御子柴さんの声にざらっとしたものが交じる。

「仕方ないな、手加減するよ……今度こそイかせてあげて」

　泉さんは抽送を続けながらも、秘芽への刺激を止めた。めいっぱい送り込まれていた快感が少し緩やかになり、再度口淫に集中できるようになる。

「ごめんなひゃい……今度こそちゃんと……気持ちよくっ……」

　雁首のあたりまで先走りでコーティングされた剛直。その塩辛い液体を舐め取りながら、舌全体をべたっと幹に宛がい、吸い付きながら上下に動かす。根元に添えた手は、彼が反応を見せた柔らかな膨らみをやわやわと揉み込み、違った愉悦を送り込んでいく。

「一生懸命吸い付いて──堪らなく可愛いですよ、来栖さん……あやめ、はぁっ……！」

　ダイレクトな刺激に酔いしれ、彼が私を下の名前で呼んだ。多分、私と彼は同じ感情を抱いているのだろう。

　──快感に歪む御子柴さんの顔が愛おしい。抗えないよろこびに蕩けた表情を、もっとたくさん見せてほしい。

「ふ、むぅうっ……ん──……ん、むっ……！」

　喉奥まで彼を受け入れながら、確実に彼を絶頂に誘うため、必死に頭を上下に動かした。口腔の粘膜や、下に触れる彼の怒張が、弾けそうなほどに張り詰め、硬質なものとなる。

「あやめっ……っ……!!」

　彼が腰を突き出すと、口のなかに欲望の迸りが吐き出された。さっきも感じた独特の匂いと粘り気を、今度は自分の意思で嚥下する。

「んっ……ぐ……」

　喉に絡みつく液体と、まだ鈴口に堪った残滓を吸い出して飲み込むと、ようやく彼自身を解放して顔を上げる。御子柴さんと視線がかち合うと、彼は優しげに瞳を細めて私の頭を撫でてくれた。大きい手のひらの温かな感触が心地よくて、癒される。

「あやめ、愛おしいよ……触れ合うほど、私だけのものにしたくなるな」

「同感だけど、しばらくそれは難しいからね。……あやめ、兄貴をイかせたご褒美だよ、思う存分味わって」

「あぁあっ……!!」

　充足感に浸っている暇もなく、背後の泉さんに繋がったところを激しく揺さぶられ、私の思考はあっという間に快感一色に染められる。

「お、くぅっ……奥、当たって、ぁああっ……！」

「しっかり当ててるんだよ。あやめはここをいっぱい突かれるのが好きなんだもんね？」

「や、ぁ、立ってられな……ぁああっ……！」

　弱いところを否応なしにノックされて、身体を支える脚に力が入らなくなる。

「立っていられない？　なら私が支えていてあげますよ」

　崩れそうになるところを、御子柴さんの腕に支えられた。

「ん、むっ……！」

　私の肩を抱き留めた御子柴さんにキスをされた。口のなかを舌で掻き混ぜられて蹂躙される。その間も、泉さんの律動は止まない。接合部の近くにある、私が正気を保てなくなる赤い突起を指先で捏ね回し、容赦なく悦楽をぶつけてくる。

「兄貴と僕……ふたりに可愛がられてるあやめの姿……とっても淫らで美しいよ。見せてあげられないのが残念だな」

　ときに舌同士を絡ませ合いながら、御子柴さんの舌の感触を味わっていると、泉さんが奥を抉るように腰を押し付けながら言った。

「──でも想像つくでしょ？　僕たちに上の口も下の口も塞がれて、興奮と快楽に塗れてる自分の顔」

「っ……」

　思わず想像してしまった。身体のなかに、ふたりの男性の身体の一部が挿入ってきて、その快感の虜になっている自分の顔を。胸の内の情炎が、大きく燃え上がる。

「膣内が締まったね。……想像した？　あやめは素直だな」

「顔も赤くなってますよ」

「いじわるっ……！」

　私と繋がりながら様子を窺っている彼らには、身体のささいな変化も容易に読み取られてしまう。私は絶えず襲い掛かってくる悦びを受け止めながら、御子柴さんの唇が離れたタイミングで彼らを詰った。

「あやめが可愛いせいだよ。でも、いじわるも一旦止めだ」

「あんんっ……!!」

「あやめ、膣内で僕を受け止めて……一緒にイこうか」

　泉さんの動きがいっそう早くなる。膣内をぐちゅぐちゅと卑猥な音を立てながら、擦られ、掻き回されているうちに、唇から鼻にかかったいやらしい声が断続的にもれだした。

　その声を掻き消すように、御子柴さんがまた口付ける。唇を何度も深く触れ合わせ、舌

を味わい尽くされると、頭のなかに濃い靄がかかったように、ぼんやりとしてしまう。

「んんぅっ……んーっ……！　んっ──!!」

　気持ちよすぎて、目の前がチカチカする。

　──気が狂ってしまいそうだ。早く怒涛の悦楽から解放されたい。そうでなければ、本当に変になってしまいそうで怖かった。

「っ──―……!!」

　興奮のあまり膨らんだ先端で最奥を叩かれ、御子柴さんの舌に私のそれをきつく吸い上げられた瞬間に、私はまた絶頂を迎えた。

「出るっ……!!」

　ほぼ同時に、泉さんも私の腰に自身のそれを強く押し付けながら達したようだ。避妊具越しの膣内に、熱いものが注がれる。

「あ、ああっ……」

　御子柴さんの唇が離れ、泉さんの剛直を引き抜かれると、いよいよひとりでは立っていられなくなる。御子柴さんに優しく抱きかかえられながら、私は絶頂の余韻を引きずったままベッドに下ろされる。

　……すごかった。三人でするセックスが、こんなに激しいものだなんて。

　お付き合いするということは、当然セックスもかならず付いてくるというわけで──毎回これじゃ、私の身体がもたないんじゃないだろうか？

　まだ事後の鈍さを引きずったままの思考でそんなことを考えていると、御子柴さんがベッドに乗り上がってくる。その身体の中心には、甘酸っぱい林檎の香りをまとった避妊具が装着されていた。

　え。ということは、もしかして──……？

「今度は私の番ですね。……あやめの膣内で、私のこと……気持ちよくしてくださいね？」

　まだひくひくと痙攣する入り口に、御子柴さんの剛直が宛がわれる。

　──ふたりとの淫欲の夜はまだまだ終わらない。秘裂を割って挿入ってくる御子柴さんの熱と、全身が痺れるような鋭い快感とを覚えながら、私は艶めかしい嬌声を上げたのだった。








エピローグ








「今回のレポートの題材は何？」

　金曜の夜、私は佑さんと圭佐さんとともに、佑さんのマンションの寝室にいた。シャワーを浴び、バスローブ姿でベッドに座る私のとなりに、揃いのバスローブを着た圭佐さんがやってくる。

「えっと……乳首用のローターみたいです。何か、カップみたいなのがついてて」

　私の両手には、それの入った箱が握られている。薄いラベンダー色で、いやらしさの一切ない女子向けのパッケージだけど、入っているのはガッツリ大人のおもちゃだ。

「ああ、それか。……胸の感度が上がるって、最近口コミで人気みたいなんだ。楽しみだね」

「早速始めましょうか。……あやめ、脱いで」

「は、はいっ……」

　同じ格好をした佑さんに促されて、私は恥じらいながらバスローブを脱ぎ始める。

　このバスローブは、私たちがこの部屋で過ごすときの部屋着のようなもので、佑さんが用意してくれた。普段の生活ではほぼ身につけないものなので、なぜこれを選んだのか訊いてみると、「どうせ部屋のなかではずっと裸同然なのだから、こういうもののほうが便利でしょう」との答えが返ってきた。……確かにそうかもしれない。

　ふたりとお付き合いをすると決めてから二ヶ月が経った。最近になってようやく『彼氏がふたりいる』という状況に、自分自身が馴染んできたように思う。最初の一週間は、ふとした瞬間に「やっぱりこんなのだめだよね」とか「現実的じゃない」なんて思ったりして、お別れしようかと弱気になったりもしたけれど、食事やデートを重ねるうちに、私自身も彼らへの気持ちを募らせ、離れられなくなってしまった。……まったく、困ったものだ。

　佑さんも圭佐さんも公私ともに優しく、私への愛情を惜しみなく注いでくれていて──私のことを本当に好きでくれているんだな、と実感しているところだ。

　この関係がいつまで続くかは、誰にもわからない。私がどちらかに想いを傾けてしまう可能性もあるし、ふたりのどちらか、もしくはどちらも私に興味をなくしてしまいフラれる──なんてこともあり得る。

　私も人並みに一度くらいは結婚をしてみたいと思っているし、そういう意味では長くは続かないほうがいいのかもしれない。

　でも、先日圭佐さんが冗談で「形上は兄貴と結婚してもらって、僕は日陰の身でも構わないよ」なんて言ったのを、私を含め全員笑ったりせずに「それもアリかも……」なんて反応をしていたから、それぞれ三人でいる心地よさは感じているのかもしれない。

　……とにかく、今は彼らと過ごす時間が幸せで堪らない。

「もう勃ってますね。これで私たちにいじめられるところを想像したんですか？」

　佑さんは私が握っていた箱からおもちゃ本体を取り出した。ふたつのカップ同士がコードで繋がっていて、リモコンでスイッチのオンオフをする仕組みになっているのだと、事前に説明書を読んで知っている。

「これを胸の先に着ける、ってわけだな」

　佑さんの手元を覗き込んだ圭佐さんが頷きながら呟く。

「じゃあ、気持ちよくなれるように濡らさないといけませんね」

　佑さんはそう言うと、ベッドに私の身体をそっと押し倒し、胸の先を舐めて愛撫する。

「んっ……！」

　温かい舌に包まれる感覚に声がもれる。

　毎週金曜日は、ふたりに私の仕事のお手伝いをしてもらっている。アダルトグッズのレポートのウェブ連載は相変わらず順調で、私は毎週、彼らとともに片っ端から自社製品を試しているのだ。

　今回の題材はこの乳首用ローターだ。スティックタイプのローターは何種類か試したことがあるけれど、こういった形状のものは初めてだから、どんな感じなのだろうとほんの少しの緊張感と、多大な期待感を覚えているところだ。

　人生において最も大切にしていることは『ワクワク感』です──と豪語していた私。ふたりと一緒に過ごしていると、主にそっち方面のワクワクに関しては得られやすいのかも……と思ったりしているのは内緒だ。

「カップの裏は柔らかい突起が付いてるんですよね。当たったときにちゃんと気持ちよくなれるように、しっかり湿らせておかないと」

「あんっ、佑さんっ……気持ちいいっ……！」

「ここで気持ちよくなっちゃ早いんじゃない？　おもちゃで気持ちよくならないと」

　レポートにならない。そんな風な言い回しだけど、部屋に入っていち早く私に触れた佑さんに少し突っかかっているだけなのだと、私にはわかる。圭佐さんは朗らかなようでいて、結構やきもち焼きのようだ。

　圭佐さんは佑さんとの間に割って入ると、おもちゃを私の胸に宛がった。カップが吸盤のような役割をしていて、膨らみを潰すように押し当てると、勝手に吸い付いてくれる。

「仕方ないな、お前は」

　佑さんがおかしそうに笑みを浮かべる。私も同調して笑った。

　決して他人に話すことはできない関係だけど、間違いなく私は幸せ者だ。だって、こんなに素敵な男性ふたりの彼女でいられるのだから。

　世の中は、まだまだ私の知らない『ワクワク感』に満ちている。

　ある人から見れば非常識かもしれないけれど、そうではない見方をする人だって、なかにはいるだろう。だからこの選択が正しいとか正しくないとかは、やっぱり考える必要がないのかもしれない。それよりも、私たちがお互いを想う気持ちのほうがよっぽど重要だ。

　──今日はどんなワクワクを教えてくれるんだろう？

　私はリモコンを手に取る佑さん、それを見守る圭佐さんを交互に見ながら、未知の悦びに思いを馳せたのだった。
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　こんにちは、もしくはこんばんは。小こ日向ひなた江え麻まです。

　早いものでもう濃蜜ラブルージュさまで四作目となる、こちらの作品をお読み頂き、ありがとうございます。こんなに速いペースで出させて頂いていいのでしょうか……とドキドキしている私です。

　今回は思い切って、初めてダブルヒーローのお話を書かせて頂きました。「素敵な人がふたり！　でも選べない！」みたいな展開に、一度挑戦してみたいと思っていたのですが、編集さまにお伺いしたところ、レーベル的にはＯＫということで、張り切って書かせて頂きました。お話の舞台になっているセルフプレジャーアイテム製作会社というのも、書いてみたいもののひとつだったので、念願叶ってありがたいです。

　恋愛小説は愛し合うふたりが中心であってこそで、三人っていうのはちょっと……と思われる読者の方もいらっしゃるかとは存じますが、こういう恋愛の形もあるのかなーなんて気持ちで読んで頂けますと幸いです。どうか楽しんで頂けますように。

　また、この手の揺れるヒロインを書くと、あっちにフラフラ、こっちにフラフラと、どうしても優柔不断になってしまいがちです。個人的には、そういうマイナスイメージを出来る限り薄くしようと気を配ったつもりです（といっても限界はありますが……）。ヒロインのあやめが、本来は筋を通そうとするタイプの子であるというのが伝われば幸いです！

　あと、どうでもいいことですが、こちらの作品を書くにあたって、それ系のアイテムについてウェブで結構細かく調べたせいか、書き終わったあとに検索履歴が大変なことになってました……。執筆中も、調べた内容をチェックしながらだったので、周囲に見られると圧倒的にマズい感じでした。そういうわけで、いつも以上にディスプレイを覗かれないように内心ビクビクしながら書いたのもいい思い出です。

　最後になりましたが、担当編集さま、編集部のみなさま、ヒーローふたりに溺愛されているあやめの様子がとても微笑ましく、心ときめくカバーを描いて下さった千ち影かげ透とお子こさま、この作品に関わってくださったすべての方々にお礼申し上げます。本当にありがとうございました！

　それでは今回はこれにて失礼いたします。またご縁があったらうれしいです。






小日向江麻
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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